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壱◆水着と福引き





　　　　　１



「お兄ぃ、ちゃん！」

　ちょっと鼻にかかった声に振ふり向むく間もなく、背後から思い切り抱だきつかれた柳やぎ生ゆう宗むね朗あきらは前へのめる。

「ぅああ！　ちょ……十じゆう兵べ衛え！」

　まるで押おし倒たおされるように畳たたみに突つっ伏ぷしてしまった。その背中にまたがっているのはもちろん、

「きゃ！　お兄ちゃん、だいじょうぶぅ？　ごめんなさいなのぉ」

　柳生十兵衛だ。

　心配そうに覗のぞき込こむその顔に、なんとか身体を入いれ替かえて起き上がろうとした宗朗の顔がぶつかりそうになる。

「わ！　って、十兵衛、そ、それ！　なんてかっこうしてるんだ!?」

　宗朗が驚おどろくのも無理はない。

　こんどは宗朗の上へ馬乗りになった形の十兵衛。その身体は、一糸まとわぬ丸まる裸はだか……。

　思わず顔を背そむける、目をつむる宗朗に、

「えへ、どうお兄ちゃん、この水着！」

　文字通り胸を張る十兵衛。推定、トップ九十センチＦカップのバストが、たゆん！　と揺ゆれた。

「え、水着……？」

　言われて宗朗がおずおずと目を開ける。その視界に飛び込んでくるのは、

「わ！　やっぱり裸はだかじゃないか！　何か着なさい！　水着なんてどこにも……あれ？」

　また目を閉じかけて、それがようやく目に入った。

　ゆらん、とまだ揺れているバストの先。その頂いただきをちょうど隠かくすように、★型のシールが貼はり付つけられている。

「それ、って」

　つい宗朗が注視すると、

「これ、水着なんだよ。ほらっ」















　十兵衛が★の角を指でつまみあげる。パールのピンクの★がフニャと折れ曲がって、その下の、やはりピンクの肌が覗いた。

　じつは軟なん質しつのシリコンで、その粘ねん着ちや性くせいだけで肌に貼り付いている★は、自在に貼ったり剥はがしたりができる。できるのだが、

「剥がさなくていい！　剥がさなくていいから！　なんでそんなもの……、ていうことは、下は……」

　水着の上が★なら、下はどうなっている？　

　果たして、視線を下へ落としていくと、宗朗の胸むなもとを跨またいだ十兵衛の下半身……もっと言えば股こ間かんにそれは、

「ん？　こっちはねえ、じゃーん！」

　あった。宗朗の視線に気づいた十兵衛が、膝ひざ立ちの股間をさらに強調して見せたもの。

「な、な、なんだ、まさかそれも水着だって言うんじゃ……」

　バストの★から下、十兵衛の肌は何も隠すものもなく、曝さらされている。

　それは股間でもそうで、引ひき締しまっているのになお柔やわらかそうな下腹のさらに下、剥むき出だしの鼠そ蹊けい部ぶに、細く一本、というか一枚の肌はだ色いろのものが貼り付けられていた。

「絆ばん創そう、膏こう……？」

　だった。幅はばわずか二センチ、長さ七、八センチほど。角が丸められた肌色のビニールで、中央にはガーゼふうのあて布部分がある。

　宗朗が言うより早く、十兵衛がまたも股間の絆創膏を、

「うん！　ちょうどいい、でしょ!?」

　ぴらっ、剥はがしかけるから、

「うああ！　剥がさなくていい！　剥がしちゃダメだ！　元に戻もどして、貼っておきなさい！」

　あわてて宗朗が押し止とどめる。

「ほへ、いいの？」

「いい！　ていうか、それは水着じゃないだろ。ほんとの絆創膏だよね？　なんで絆創膏なんて貼ってるんだ。だいたいどうして……」

　混乱する宗朗に、十兵衛は、ニコッ、と笑うと、

「教えてあげる！」

　立ち上がる。宗朗の腕うでをつかんで、走り出す。

「ぁ、え？　待ちなさい。待って、十兵……！」

　あわてて立ち上がった宗朗が、ほとんど引っ張られるようにして走る。

　片側に柳生道場の中庭を見ながら、濡ぬれ縁えんを回り込むように走って着いた先は、

「ここ、なの！」

　突とつ然ぜん十兵衛が立ち止まった。そこは奥おくの客間。ふた間続きの、千せん姫ひめとその従者、服はつ部とり半はん蔵ぞうの部屋で、

「うえええぁ!?　止ま……！」

　十兵衛は止まったが、それを予期していなかった宗朗は急に止まれない。

　結果、十兵衛を追おい越こして、襖ふすまに激げき突とつ。押し倒すようにして部屋の中へ転がり込むことになる。

　そしてそこには……。

「宗……あき、ら？」

　不意を衝つかれて、部屋の中にいた全員が振り向いた。

「ぁ、あ、千姫さま、それに……」

　千姫、半蔵、加えて、

「ウキュ？」

　小こ猿ざるの佐さ助すけだ。いまは半蔵の足元にいた。

「宗朗、くん？　ええ!?　きゃぁぁぁああああ!!」

　突然、我に返った半蔵の口から、悲鳴が迸ほとばしった。

　無理もない。千姫と半蔵の姿、それは、

「着き替がえ中、だったんだ。あの……」

　それも、限りなく生まれたままの全ぜん裸らに近い。

　なぜなら、千姫がちょうど胸に当てているのは白いビキニの水着のブラだったし、半蔵が片かた足あしを上げて穿はこうとしているのも、やはり白やブルーの競泳水着、ワンピースだったのだ。

　さらに足元には赤、黒、レインボーカラーなど、色とりどりの水着が散らばり、

「ウキ！」

　佐助の頭にも、ちょうど帽ぼう子しのようにビキニトップがかぶさっていた。

　どうやら、数あま多たある水着の試着をしていた現場に宗朗は飛び込んでしまったのだ。

「む～ね～あきら～……！」

　尻しり上あがりに大きくなる怒ど気きをはらんだ声は、千姫だ。と思った瞬しゆ間んかん、

「のゎ！」

　宗朗の顔を、飛んできた布が直ちよ撃くげきする。痛くはないものの、視界を奪うばわれる。

「なにやってるのよ！　千の部屋に勝手に……ぁ？　きゃぁあ！」

　と言う千姫。じつは手にしていた水着のブラを、とっさに宗朗に投げつけていた。つまりいまの状態は──トップレス。

　千姫はあわてて裸の胸を手で覆おおいながら、近くにあった別の水着を手に取って身体に押しつける。

「宗朗くんはすぐ部屋を出てください！　その顔の物は取らないでぇ！」

　と、さらに半蔵。

　ワンピースの水着に片足を通す、というところでのハプニングに、あわてて水着を着ようとするものの、足指に引っかかってしまう。

　水着を強ごう引いんに引っ張り上げた半蔵だが、どこかおかしい。

　片方の足の穴に、両方の足が入ってしまっていたのだ。そのまま無理に引っ張り上げて肩かた紐ひもを通しても、水着は身体を包つつんでくれない。

　ほとんど、半蔵の身体は剥き出しのまま、なんとか余った布地で胸を隠しているという状態だ。

「わ、わかった！　いますぐ……」

　宗朗は立ち上がるが、顔は千姫が投げた水着ブラで覆われたまま。

　というよりそれを取ってはいけないので、自分からも顔に押しつけながら向きを変える。入ってきた襖の方へ……と思うが、視界が真っ暗では足元もおぼつかない。

　いきおい、手を伸のばして探さぐりながら、というところ、

「ん？」

　ぽよん、ぷるん、とあたたかく柔らかいものに触ふれ、つかむ。

「……これ、は」

　いかに宗朗でも察しはつく。一応確かめるように二度三度、さらに揉もみ回すうち、予想が確信に変わる。たらっ、と額を汗あせが流れる。同時に、

「ど、ど……どこさわってるのよ！　宗朗の、バカぁぁあああ!!」

　恐おそれていたことが現実に。

　千姫のハイキックをごく至近距きよ離りから食くらった。

「げふ！」

　のけぞり、よろける宗朗。顔を覆う水着のブラも、どこかへ行ってしまっている。そのまま足がもつれて、

「きゃぁあああっ！」

「溺おぼれる者は藁わらをもつかむ」の理ことわりどおり、ついつかんでしまったのが半蔵の水着で、しかも着ているというより身体の半分に貼り付いているだけの、その水着を引っぱり伸ばしながら宗朗が突っ込んだ先は、半蔵の下半身だった。

　柔らかく、熱いくらいの体温を感じる半蔵の下腹。顔面を思い切り埋うずめてしまっている。となれば、

「ご、ごめん委員長！　いま……ぐはっ！」

「イヤぁぁあああ！」

　全力で排はい除じよされるのは必定。思い切り突き飛ばされた宗朗は、

「お兄ちゃん、わかったぁ？　十兵衛、千姫さんとぞうさんと、水着のファッションショー、してたんだよぉ！」

　こんどは、部屋へ入って来た十兵衛の胸へ、思い切りダイブしてしまっていた。

「ぅああ、十兵衛！　避よけ……とぁあ！」

「きゃぁん！　お兄ちゃ……！」

　もつれるように倒れるふたり。そこへ、

「なんじゃ！　さっきから騒さわがしい！」

　顔を出したのは、離はなれから濡れ縁を伝ってきた真さな田だ幸ゆき村むらと、

「……」

　後ご藤とう又また兵べ衛えだ。得物の鎗やりをしっかりと携たずさえている。さらには、

「そうですわ！　まったく、せっかくの休みなのに、落ち着いて雑草の灰あ汁く抜ぬきもできませんわ！」

　庭から伸び上あがって顔を出す直なお江え兼かね続つぐ。

　だが幸村も兼続も、又兵衛までも、部屋の中の惨さん状じように目を疑う。言葉を失う。

「な……！　なんじゃこれは！　おぬしらいったいなにをやっておったのじゃ！」

「ま、また破は廉れん恥ちですわ！　千姫さまに半蔵さんに妹の十兵衛まで、四人プレイですの！　二も三も飛び越して四ですのぉお！」

　憤いきどおる。

「ち、違ちがうんだ！　これは、その……ぁ、大だい丈じよ夫うぶかい、十兵衛！」

　言い訳しながらも宗朗は、下した敷じきにしてしまった十兵衛を助け起こす。

「そうよ！　違うわよ！　千はただ水着の試着をしていただけで」

「そうです。ちょうど十兵衛さんもいらっしゃったので、サイズ的にもあまり変わらないものですから、いっしょに試着を、と」

　千姫が言い、半蔵も口を揃そろえる。

「ふん！　誰だれがサイズ的に変わらない、じゃ！　そろって無む駄だに乳をふくらませおって！　だいいち、いまは真冬じゃぞ。なぜ水着など……」

「それは……」

　半蔵がさらに言おうとしたときだった。

　ゆらっ。宗朗の下になっていた十兵衛が身を起こす。なんでもない動作なのに、音もせず隙すきがない。

「ぁ、まさか」

　そのまさかだった。
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「またおまえか。やってくれる」

　十兵衛が宗朗を見み据すえる。碧あおい湖のような瞳ひとみが色いろ濃こく、ゆらめいている。

　顔つきまで大人びて、凄すごみを増していた。心なしか、バストまでも増量されているようでもある。

「十兵衛さん！　どうして……ぁ、そうか！」

　宗朗が言うまでもなく、「剣姫マスターサムライ」十兵衛がそこにいた。

　もつれるように倒れる際、十兵衛の胸に顔を埋めてしまった。そのとき宗朗の唇くちびるが、胸の「剣姫マスターサムライ」の徴しるしに触れたのだ。

「うむ。やはり唇どうしだけでなく、『剣姫マスターサムライ』の徴にキスするだけでも呼び出せるようじゃな」

　幸村が言う。が、どこか不満そうな表情が顔に出ている。

　ふだんの十兵衛と身体を同じくする「剣姫マスターサムライ」十兵衛。妹・十兵衛の唇に宗朗がキスすることで顕あらわれるとされているが、どうやら徴へのキスも有効らしい。

「なんの騒ぎだ。それに、わたしのこの格好は……説明してもらおうか」

　宗朗を見つめる十兵衛の目が、すぅ、と細くなる。

　それもそのはず。なにしろいまの十兵衛の姿は刀も持たず、素す肌はだに乳頭だけを隠す★のシリコンシールと、股間は絆創膏だけなのだ。

「あ、いや、それは！」

「それも水着なんです。下は……見あたらなかったので、十兵衛さんが自分で……」

　口ごもる宗朗に、半蔵が助け船を出した。

「なんですの。そんな、直径数センチしか隠せないものが水着ですの？　破廉恥過ぎて退きますわ！」

　ちなみに見あたらなかったというボトムは、Ⅰバックといってサイドのない、やはり股間に貼り付けるだけのものだった。

「だいたいなぜいまごろ水着などを取っ替えひっ替えしておるのじゃ！　明らかに季節外れであろうが」

「それは、御お姫ひいさまが」

　幸村の問いに、半蔵が答えかけ、千姫が引き取る。

「だって。甲こう賀かのくノ一八はつ哥かし衆ゆうは全部倒しちゃったでしょう？　当分襲おそわれる危険もなさそうだし、ひさしぶりにパァ、っと遊びたくなってもいいじゃない」

「ひさしぶりにパァ、っとじゃと」

「遊びに……ですの」

　どうやら千姫のひと言が、「剣姫マスターサムライ」たちの心をときめかせる。

　天あま海み笙しよ子うこの正体、南なん光こう坊ぼう天てん海かいが率いる八はつ哥かし衆ゆうに果し状を突きつけられ、一対一の戦いを繰くり広ひろげた末、これらをすべて撃げき破はした。

　となれば、

「ふむ。たしかに、褒ほう美びのひとつもあって良さそうではあるのお」

「南の海でリゾートですの！　悪くありませんわね」

　幸村に続いて兼続までがまんざらでもない表情に。

「でしょお？　だからよ。気分が盛り上がってきたから、まえにいっぱい買った水着を出してみたのよね」

　こんどは得意げな千姫。

「それにしても、どれだけ水着を持っておるのじゃ、おぬし」

「あら。かわいい水着ならどれだけあっても邪じや魔まじゃないし、見てるだけでも楽しいでしょう。ちょうどいいわ。おチビちゃんにトンカチも着てみなさいよ。こっちのワンピースなら、サイズもそんなに関係ないし」

「むむ、おぬしが着た水着など着られるわけが……」

「だいじょうぶ。千だって一度も袖そでを通してないわよ。ほら」

　確かに、どの水着にもタグがついたまま。

　じつはまだ千姫が生徒会副会長だったころ、その潤じゆ沢んたくな機密費などがこれら水着の購こう入にゆうに流用されていた、とかなんとか。

「いまではとても買えません。むしろこの水着をお金に換かえたいくらいで……」

　半蔵がため息する。

「そうとなったら、ほら、こっちで着き替がえるの。宗朗は出て！　ここは女のコだけの水着ファッションショーの会場なんだから。ぁ、でも……」

　女のコだけ、というところで、千姫の目が十兵衛に止まる。

　まだ「剣姫マスターサムライ」モードで、精せい悍かんな雰ふん囲い気きを絶やしていない十兵衛に、

「あなたもよ、『剣姫マスターサムライ』十兵衛さん！」

「なに」

　じろ、と見つめる十兵衛の視線にも怯ひるまず、

「いつ顕われるかわからないし、千だって聞きたいこともいっぱいあるけど。でもどうせまだしゃべってはくれないのよね。だったら女のコどうし、楽しめることもあるんじゃない？　あなたの中身が、ほんとうに女のコなら、ね」

「千姫さま、まさか」

　宗朗が驚おどろく。幸村も、

「そのようなことで、むむ、しかし……」

　この展開に興味を惹ひきつけられている。

　肝かん心じんの十兵衛。じっと千姫を見つめていたが、やがてニヤリと笑った。

「なるほど。おもしろい」

　そのひと言で十分だった。

「ふふん、決まりね！　やっぱりあなたも女のコ。かわいい水着が気にならないはずはないもの。そうとなったら！　宗朗は早く出て！　そこで待ってなさい！」

　十兵衛や幸村、又兵衛、兼続なども引っ張り込まれ、襖が閉まった。

「ぇ、あ？」

　半ば呆ぼう然ぜんとする宗朗の目の前、襖の向こうからは次々と甘あまい嬌きよ声うせいが漏もれ聞こえてくる。

『なに、これをわたしに着ろ、だと』

『千と同じくらいプロポーションがいいんだもの。当然よ』

『わ、わらわにこのような水着を……！』

『あ、又兵衛さん、下帯と胸のサラシは取っていただかないと』

『……』

『ほほほ！　おデコ軍師はわたくしの前にひれ伏ふすとよいのですわ！　わたくし、トップ八十のＣはありますの！　こんな水着だって……ちょ、っとこれは……無理、無理ですわぁ！』

『ウキュ、キュー！』

「な、なにが起こってるんだ……」

　宗朗の表情も信号機が明めい滅めつするように赤、青と変わるなか、とうとう、

『いい？　開けるわよ』

『ま、待て！　わらわは別の水着が……』

『まだ着ていませんわ！　というか、なにがどうなってるんですの、この面めん妖ような水着はっ……！』

　阿あ鼻びき叫よう喚かんの響ひびきを残しつつも、左右に開く襖。そしてそこには、

「み、みんな……」

　こんどこそ、色とりどりの水着に身を包んだ「剣姫マスターサムライ」たちの姿があった。

　ビビッドなソリッドカラー、シックなモノトーン、けれどどれも露ろし出ゆつ度どがかなり高いのは、千姫のチョイスによるもののせいか。

「どう、宗朗！」

　そう言って胸を張る千姫。

　そのグラマラスなボディーには、さっきとは変わって黒のビキニがあった。

　大人っぽい黒ながら、千姫のサイズにはやや対応しきれていないようで全体に小さめ。その分、ボトムはきょくたんなローライズ、肩紐のないトップからも、上下からたっぷりバストの膨ふくらみが覗のぞいてしまっている。

「やはり御姫さま、パレオをつけられては」

　とは半蔵だ。

　こっちは先ほどの競泳水着をきちんと着ているのだが、この水着、ワンピースながら開口部がやたら大きい。

　ボトムが腰こし骨ぼねまで切れ込むハイレグなのを始め、脇わき腹ばらや胸のカットもぐっと深い。背中に至っては、ボトムを危あやうく包む以外はほとんど紐ひも状態だ。

「……」

　そして紐といえば、又兵衛の水着。前から見ても後ろから見ても、ほとんど「Ⅴ」の字にしか見えない。

　股こ間かんから伸びた肩紐がまた背中を通って股間へ戻もどる、それだけのデザイン。Ｖ字水着。じつはこの上にふつうのビキニを重ね着するのだが、又兵衛は二着渡わたされたものと思い、片方のＶ字水着しか着ていなかったのだ。

「……なんだか股またの辺りが、キュンキュンします」

　その股間はＶ字水着の食い込みで大変なことになっているのだが、ふだん下帯で締しめ上げているのは平気で、こっちに違い和わ感かんがあるというのも、不思議ではある。

　いっぽうの兼続。

「な、なんですの、これは！」

　又兵衛とはまた異なる、まるで太目のリボンで要所要所を覆ったような水着。

　首もとから逆Ｖ字型に降りてきた二枚の布地がバストを斜ななめに覆ってウエストの向こうへ消える。背中でクロスしたのち、またフロントへ戻ってボトムに繋つながるのだ。

　前から見るとダイヤモンド形。背後からはＸ型プラス、ヒップ部分で出で来きている。

　この水着のどこに脚あしを入れて、どこから首や腕うでを出すのかで、兼続はそうとう難なん儀ぎしていたらしい。

「わ、わらわのは、なんなのじゃ！」

　幸村は、なんといっても目を引く三つのホタテ貝の貝かい殻がら。それぞれ左右の胸と股間に、白いホタテ貝が鎮ちん座ざしている。

　それらを紐で結んで「着て」いるのだ。

「あら、最初ふつうのスク水を渡したら、もっと大人っぽいのがいいって、おチビちゃんが言うからじゃない」

「そういうものではないわ！　だいいち、これはほんとうに水着なのか！」

　幸村は憤るが、ホタテ貝はリアルではなく、十兵衛の★と同じシリコン製で、その意味では確かに水着。

　といってもボトムのホタテ貝は前に一個だけで、後ろは完全にお尻しり丸出しであった。

　そして問題の、

「水着とは、こういうものか。ちと頼たよりないようだが」

　十兵衛の水着。

　トップもボトムも、極小の布地が最小限の部分だけを覆う超々ビキニ。

　ブラなどは、それまでしていた★のほうが面積的には大きいのでは、と思う、▲がふたつ、バストの頂をかろうじて隠かくしている。

　ボトムはさすがに絆ばん創そう膏こうよりは大きいものの、フロントの▼はブラの▲と同じ程度で、バックは紐しかない。

「ウキュゥ！」

　なぜか佐助までが、赤のビキニを無理やり上下、身につけていた。

「み、みんな、その水着……！」

　もはやどこを見ていいのかわからない宗朗。

　視線を移せば、そこにまた別の「剣姫マスターサムライ」の水着姿が。あわてて目を逸そらすと、また違う大だい胆たん過ぎる水着が、目に飛び込んでくる。

「どう、宗朗？」

「ええい、どうなのじゃ、宗朗！」

「こ、こうなったら、わたくしも、いかが？　ですわ！」

　千姫がポーズを取り、幸村や兼続までもがヤケくそのように迫せまる。

「ぁ、いや！　え、っと、みんなすごく！　似合ってるんじゃない、かな……ん？」

　苦く笑しように引きつった顔で宗朗が一歩、二歩下がる。と、十兵衛の姿が目に入った。

　ほんのり赤みの差した頬ほお。わずかにほころんだ唇。

　見たことのない「剣姫マスターサムライ」十兵衛の表情だ。そしてつぶやいた。

「ふっ。悪くない、のかもしれんな」

　その目が宗朗を一いつ瞬しゆんとらえた。

「十兵衛さ……」

　宗朗が名前を呼ぼうとした直後、十兵衛の瞳から色が消えた。がくっ、と膝ひざが落ちる。

「十兵衛さん！」

　こんどこそその名を呼びながら、宗朗が駆かけ寄よって十兵衛を抱だき留とめる。

「十兵衛……」

「……ほわ？　お兄ちゃん」

　すぐに戻った瞳の色は、あたたかな碧に満たされていた。

　こぼれる笑え顔がお。同じ顔なのにこれほどに違う、と思う。年ねん齢れいも一気に四、五歳さい下がったように見える。

「お兄ちゃん！　うれしい！」

　すぐに自分からも抱きついてくる十兵衛。

　宗朗の首にしっかりと両りよう腕うでをからませ、頬ずり。どころか、両りよう脚あしまでも宗朗の腰こしを挟はさみつけ、つまりは、

「お、重い！　重いよ、十兵衛！」

　宗朗の身体に、セミのようにぶらさがっていたのだ。

「だってぇ、うーんとくっつきたいんだもん！　お兄ちゃんと！」

「ちょ、っと！　いい加減になさいませ、ですわ！」

「そうじゃ！　離れんか！　そんな姿で、兄きよ妹うだいで……ふむ、そうじゃな」

　兼続が例によってツッコみ、幸村が声を合わせる、というところ。幸村のトーンが急に変わる。千姫と顔を見合わせる。

　それを受けて、

「柳生十兵衛も女のコ、ね。歳はわからないけれど、ちゃぁんとかわいい水着にときめく乙おと女めご心ころがあるもの」

　と千姫。驚くのは宗朗だ。

「え、じゃあそのために、みんなで水着を……？」

「まあ、そうじゃな。あの十兵衛に聞きたいことは多々あれど、話してくれるとも思えぬ。それよりは……」

「もちろん頼れる『剣姫マスターサムライ』の仲間よ。けれど、何を考えてるのか、千たちと同じことをどう感じるのか、そっちがわかったほうが、ずっと気持ちが落ち着くっていうか、馴な染じむじゃない」

　もちろん、このことを最初から計画していたわけではない。

　けれど「剣姫マスターサムライ」十兵衛が顕われたとき、千姫のとっさの機転に幸村が応こたえ、可能になったのだ。

　こくこく、と頷うなずく又兵衛。

「さすが、御お姫ひいさまです……！」

　千姫を尊敬の眼まな差ざしで見つめる半蔵。

「ま、まあ、わたくしも、そんなことだろうと思っていましたわ！」

「ウソをつけ！　おぬしは単純に水着が着たかっただけであろう」

　幸村のツッコミには、

「心外ですわ！　それに……そんな貝殻をつけているオデコチビには言われたくありませんの」

　意外と冷静に返す兼続。

　貝殻、と言われ、忘れていた自分の姿に、みるみる真っ赤になっていく幸村。

「ぉ、お、愚おろか者ものぉおおお!!」

　喉のど奥おくから迸ほとばしる大だい音おん声じようが、部屋の中どころか道場くまなく響き渡ったのだった。

　困り果てた宗朗。ひと言。

「ぁ、はは……ホタテ貝、おいしい、よね？」
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「……我の往ゆくべき道はどこにあるのか」

　さまよい歩くうち、ダルタニアンはいつしか学生街の賑にぎわいにたどり着いていた。

　脳のう裏りによみがえるのは、数日まえの記き憶おく。

　同じ慶よし彦ひこの「剣姫マスターサムライ」でありながら、いまは宗朗の「剣姫マスターサムライ」となっている柳生義ぎ仙せん。ダルタニアンにとって複雑な気持ちを抱かせる。

『やっぱり義仙も女、なんです。心から思いを寄せる殿との方がたに思い切り抱きしめられたい。触ふれてほしい』

「ち、違ちがう！　我は、抱かれたいとか、そういうのではない！　……ない、のだ。我わが「将」と信しん頼らいで結ばれ、心ゆくまで戦いの……」

『……身も心も、捧ささげて悔くいのない、そんな「将」の下で、死にたい』

　錐きりのようにダルタニアンの心を刺さす。何度も何度も反はん芻すうした、義仙のその言葉。

　そして現われた、

「あの者……由ゆ比い、正しよう雪せつ！」

　ダルタニアンのそんな心を見み透すかすように、正雪は仮面に包まれた顔を触れるほどに近づけ、言った。

『おまえの望みはわかっている。柳生宗朗を選ぶのなら、わたしと来るがいい』

　驚き、動転し、しかしかろうじて正雪の手を振ふり払はらったダルタニアンだった。

　それから数日。正雪は現われなかったが、その存在は澱おりのように残ってダルタニアンの心を重くした。

「もう、仏ふ蘭らん西すに帰るのがよいのではないか。誰だれにも知られず、ひとりで故郷へ……」

　しかしどれほど離はなれていても、「剣姫マスターサムライ」と「将」の結びつきは消えない。

　ひとたび慶彦が欲ほつすれば、ダルタニアンはどんなところからでも駆けつけなくてはならないだろう。















　心に植え付けられた、慶彦の因子がそうさせる。

「くっ……！　我は、どこにもいけず、何者にもなれず、このまま慶彦の奴ど隷れいとして……いや、奴隷でもよい。虐しいたげられ、蔑さげすまれ、使い捨てられても、ひとたび役目を与あたえられ、一瞬でも我が身みを焦こがすほどの、真しん剣けん勝負を戦えるなら！　しかし、いまのままでは、いまの、我は……」

　籠かごの鳥。それよりももっとひどい、飼い殺しの、鳥なのか。

　気がつくと、学生街の外れ、柳生道場へ続く道に入っている。ダルタニアンは、ハッとして足を止めた。

「な、なぜまたあの場所へ。我が向かってももうどうなるものでもない。宗朗と、その『剣姫マスターサムライ』たちを見てどうする。惨みじめになるだけではないか」

　ギュッ、と拳こぶしを握にぎりしめると、きびすを返す。

　かといって行くあてもない。生徒会棟とうの自分の部屋でむげに過ごす時間。ときに叫さけびだしたくなる焦しよ燥うそう。

「やはり、我は」

「あ！　ニアさんだ。ニアさ～ん！」

　不意に呼び止められる。その明るい声は、振り向くまえからわかった。

「十兵衛。っつ！」

　ダルタニアンが言葉を詰つまらせたのは、勢いよく十兵衛が抱きついてきたからだ。なんとか踏ふみとどまる。

「ぅ～ん、ニアさんていつもいい匂においなの！　スンスン……」

「こ、こら！　匂いを嗅かぐな！　胸を……ぁ、ん」

　胸に顔を埋うずめる十兵衛に、つい甘い声が漏れてしまう。気づいたダルタニアンは、半ば強ごう引いんに十兵衛を引きはがす。フッ、と笑った。

「ニアさん？」

「いや。我をも打ち負かす『剣姫マスターサムライ』のそのほうが、と思うとおかしくてな。ところで、我になにか用か」

「ううん。外に出たらニアさんがいたから、なんだかうれしくなって、つい。えへへ、ごめんなさいなの」

　ちろっ、と舌を出してあやまる十兵衛と、

「ゥキュ！」

　その肩かたに乗った小こ猿ざるの佐助。

「お兄ちゃんに会いに来たの？　ニアさん」

　十兵衛が言う。ダルタニアンは一瞬、唇くちびるをほころばせるものの、すぐにキュッ、と結んで、

「い、いや違う。たまたま通りかかったまでのこと。別に柳生の道場へ行くわけでは……ん！　な、なんだ。急に手を……！」

「だったら！　いっしょに十兵衛とお買い物、行こ！　ね！　ニアさん！」

　手を繋がれ、走り出した十兵衛に引っ張られるように、ダルタニアンも歩を速める。だがそれでも足りずに、

「ま、待て！　わかった。だから走るなと……ええい！」

　意を決して駆け出す。

　十兵衛が笑顔を向けてくる。もう怒おこることも文句も言えず、ダルタニアンも笑うしかない。

「ぁ……風が気持ちいいのだ、な」

　なびく髪かみを、かきあげた。



「こんなに、買うのか」

　驚くダルタニアン。すでに両手いっぱいに荷物を持っている。

「うん！　だって、お兄ちゃんでしょお、千姫さんにぞうさんに、ゆっきーにべーたさんに、ぐっちゃんだって雑草ばっかりじゃかわいそうだし、さっちんだって！」

「ウキュ！」

　十兵衛も、ダルタニアンに劣おとらないほどの荷物を抱かかえていた。

「それにそなたか。七人、と一匹ぴきでは、なるほど食料品だけでもこの量というわけだな」

　この場合、義仙は入っていない。

　ふだんどこに住んでいるのかもわからず、しかし要所要所で不意に姿を現わすのが義仙だった。

「そうだよぉ。だからニアさんひとりくらい増えても平気だよ！」

　笑う十兵衛に、

「な……それは、どういう、いや、人をからかうものではない」

　ダルタニアンは否定するが、いっしゅん気持ちが浮うき立たつのを感じる。あわてて首を振る。

「えー、どうしてぇ？　ニアさん、元気なさそうだったから、十兵衛、絶対いいと思うの。みんなでいっしょにご飯食べてぇ、お風ふ呂ろに入るの！　お布ふ団とんでおしゃべりしてるうちに、十兵衛いつも最初に寝ねちゃうんだ。もっといーっぱいおしゃべりしたいのに」

「そ、そうか」

　楽しそうにしゃべる十兵衛の、そんな光景が脳裏に広がる。強く惹ひかれるのをダルタニアンは隠せない。

　そんなダルタニアンの気持ちが通じたように、

「ね！　おいでよニアさんも！　お兄ちゃんもきっとよろこぶの！」

　もう一度、身を寄せて来る十兵衛。

「宗朗が。まさか」

「ううん。お兄ちゃんはニアさんのこと、いつも心配してるよ。何度も助けてもらって、そのオンも返してない、とか」

「オン？　恩、か。それを言うなら、我は宗朗に命を助けられた。恩を感じるなら我のほうだ」

「だったらぁ、オンとオンでみんないっしょに仲良くすればいいの！　ね！」

「それは……」

　迫られ、ゆらぐダルタニアン。そこに、

「おーい、お嬢じようさまたち、お釣つりだよ！　それと……」

　たったいま買い物した店の主人に呼び止められた。

「はーい！」

　十兵衛が戻って手を差し出すと、お釣りの他ほかに見慣れない紙し片へんが。

「なんだ、これは」

　ダルタニアンも顔を寄せる。

「福引き券さ。いま謝恩セール中でね。抽ちゆう選せん会場は、ほら、あっちの角だ」

　どうやら、十兵衛たちが大量の食料品を買ったせいで、何枚もの福引き券がもらえたらしい。

「えー、うれしい！　十兵衛、福引きだぁーい好き！」

　店主の手を取ってよろこぶ十兵衛に、

「お、おい、まいったな。じゃあ、おじさん、福引き券のオマケしちゃおうかな！」

「ほんとう？　おじさんもだぁい好き！」

「え、はは！　じゃあもっと……」

「わぁい！」

「じゃあもっと」

「おい！」

　いいかげんダルタニアンが止めるころには、十兵衛の手にした福引き券は最初の数の倍にもなっていた。
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「ここだな」

　向かった先の福引き抽選所。

　長い行列でもできているかと思えば、客はダルタニアンと十兵衛だけ。

　テーブルの上にガラガラ、あるいはガラポンと呼ばれる抽ちゆ選うせ器んきが置かれ、係員がひとりで待っていた。

　背後には、景品と思われる多くの商品が陳ちん列れつされている。

「わぁ！　自転車に、テレビに、冷蔵庫、洗せん濯たく機き、ピーエスフォー？　なんでもあるよ、すごぉい！」

「あれは、空気清せい浄じよ機うきに、デジタル写真機。それに個人電脳や印刷機、周辺機器……電動歯ブラシやシャワートイレまであるのか」

　ダルタニアンも心なしか目が輝かがやいて来た。

「はい、いらっしゃい」

　係員が声を掛かけてくる。十兵衛は大量の福引き券を渡した。それを見て、

「ええと、三十枚もあるね。どんだけ買い物してるんだね」

　驚おどろく係員。

「う、うむ」

　言葉を濁にごすダルタニアン。店主が調子に乗って十兵衛に福引き券をくれた、とはさすがに言えない。

「じゃあ、回すね！」

　いよいよ抽選の開始。ガラガラを回すのは十兵衛だ。

　最初の一回。八角形の抽選器の中で、多くの玉がガラガラとぶつかりあい雪なだ崩れを打って落ちる音が響ひびく。

　やがて止まると、コロン……。白い玉がひとつ、こぼれ落ちてきた。

「わぁー！」

「おお」

「キュゥゥ！」

　目を見張る十兵衛とダルタニアン、それに佐助。しかし、

「白……六等ね。はい」

　係員はそう言うと、机の下の段ボールからポケットティッシュをひとつとって差し出す。

「ティッシュだね」

「うむ」

「次、やるよぉ！　ええーい！」

　気を取り直して十兵衛が抽選器を勢いよく回す。ガラガラ、グワラグワラ、玉の音が盛大に鳴る。そして、

「白、六等です。はい」

　またポケットティッシュが。

「次ー！」

　だが何度やっても結果は、

「六等」

　ポケットティッシュだった。もう十兵衛の前に、重ねて積み上げられている。

　そしてとうとう、福引き券も最後の一枚。

「ふえええ、変だよ、ニアさん。テレビも自転車もぜんぜん当たらないの。どうしてかなあ」

　涙なみだ目めになっている十兵衛に、

「福引きとは、こういうものであろう。とはいえ、すべてが六等というのも運のないことだな」

「ウキュ、キュ！」

　佐助がしきりに自分を指している。どうやらガラガラを回させてほしい、ということのようだ。

　だがそれを見て十兵衛は思いついたらしく、目を輝かせてダルタニアンを見る。

「そうだ！　ニアさんが回して！」

「我が？」

「うん！　きっとニアさんなら、いいものが出る気がするの。十兵衛よりも！」

「しかし、我も運のいいほうではあまりないが……」

　つい、自分のいまの境きよ遇うぐうを反芻してしまう。

「が……！」

　ギュッ、とダルタニアンの拳が固まる。腰に差したクレイモアの柄えを握りしめる。

「わかった。不運を嘆なげいても始まらぬ。己おのれの手で切りひらくしかない。そういうことなのだな！」

「そうだよ、ニアさん！　がんばってなの！」

　十兵衛に励はげまされ、ダルタニアンが抽選器のハンドルを握る。

「我がクレイモアの冴さえ、いまこそ見せん！」

　ガラガラ、ガラガラ！　猛もう烈れつな勢いでガラガラが回る。ダルタニアンが回す。

「ぅああ、お客さん！　そんなにしたら壊こわれます！」

　しかしもう止まらない。止めるときは玉を出すときだ。

「ここだ！」

　ガラガラの回転を瞬しゆ時んじに止めるダルタニアン。あとは玉が出るだけ。なのだが、

「ああ！」

　抽選器の中心の、八角形の回転部分が支柱から外れた。いままでこれほどの強い回転を与えられたことなどなく、強度が限界を超こえたのだ。

　ダルタニアンが握っていたハンドルからも外れ、薄い八角柱の円えん盤ばんとなって飛び出していく。

　それを見て、

「さっちん！」

「ウキュ！」

　佐助が十兵衛の肩をジャンプ台にして大きく跳とび上あがった。八角柱に追いつき、しがみつく。

　さらに十兵衛が、佐助ごと八角柱をキャッチ。

「ニアさん！」

　ダルタニアンにパスする。

「うむ！」

　が、ダルタニアンが受け取ろうとした刹せつ那な。それまでなんとか持ちこたえていた八角柱自体も、ついに崩壊した。

　ばかっ！　と蓋ふたが開くようにサイドの八角形の板が外れ、他の部品もボロボロと壊れ、中の玉がひとかたまりになってダルタニアンを、つまりダルタニアンのいる抽選所めがけて降り注ぐ。

「ぁあ！」

「うわあ、えらいこっちゃ！」

　あわてて係員が玉を受け止めようとするが、とても間に合わない。

　あたり一面に撒まき散ちらされた玉の中、ダルタニアンはどうすることもできず呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　結果。

「……ごめんなさい」

「申し訳ない」

「キュゥゥ」

　十兵衛、ダルタニアン、佐助が頭を下げるテーブルの上には、壊れた抽選器と拾い集めた玉が並んでいた。

　玉は千個。全部を見つけるのに二時間以上がかかった。

「まったく、困るんだよねえ。ガラガラは壊しちゃうし、もう抽選ができなくなっちまったじゃないか」

　係員の男が憤ふん慨がいする。

　抽選器が壊れる原因になったダルタニアンは、がっくりとうなだれて、

「かえすがえすもすまない。ついては、せめてこの抽選器を我に弁べん償しようさせて……ぅん？」

　詫わびる言葉が途と切ぎれる。

　ダルタニアンの目は、いまは数えてビニール袋ぶくろに入れられている玉に注がれている。

「そりゃあ弁償してもらうがね。ただ……あ？　どうしたんだ」

　係員がダルタニアンの変化に気づく。と、急に態度を変えて、

「ま、まあ、こういうこともあるよ！　アクシデントだよ。うん。こっちはいいから、気にせず帰りなさい……おお！」

　それだけ行ってきびすを返そうという、その腕うでをダルタニアンが取った。

「これは、なんだ」

「ええ？」

「なんだ、と聞いている。ここに入っている玉は、あの抽選器に入っていた全部だな。数も数えて確かく認にんした。が、この玉は……」

　ダルタニアンがもう片方の手でビニール袋を持ち上げる。地面に落ちて少々汚よごれているものもあるが、中の玉はすべて白。

「え、ええと」

「白は六等だったな。つまりこの抽選器には六等以外入っていない。しかるに、そこに並べてある商品は、まだ『未当選』と書いてあるが」

　じっ、とダルタニアンの緋ひ色いろの目が見下ろす。冷たく燃えているようだった。

「ははは！　あ、あのお……」

　大おお汗あせをかきながら愛あい想そ笑わらいする男。

　と見せて、ダルタニアンの手を振り払い、ダッシュで逃にげ出……、

「どこへ行く」

　せなかった。逃げられない。

　ダルタニアンのクレイモアの切っ先が、余よ裕ゆうで男ののど笛をとらえ、突つきつけられていたからだ。

「ひいい！」

「我はシャルル・ド・ダルタニアン。旗本生徒会会長、徳とく川がわ慶彦が『剣姫マスターサムライ』。このことを生徒会監かん察さつ部ぶが知ったらどうなるかな。よくて営業停止、いや、学生身分剥はく奪だつの上、放校は免まぬがれぬぞ」

「うあああ！　お、お許しをおお！」
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「なに、最高級老し舗にせ温泉旅館の宿しゆ泊くは券くけんじゃと！」

「うそ！　温泉!?　最高じゃない！」

「でかしたですわ！　十兵衛！」

　柳生道場へ戻もどった十兵衛は、福引きの結果手に入れた宿泊券を見せるなり、興奮したおももちの「剣姫マスターサムライ」たちに取り囲まれることになった。

　もちろん、福引き所の係員が、最高の賞品として出してきたもの。

「すごいよ、十兵衛」

　宗朗も笑え顔がおで言う。

「えへへ、お兄ちゃんがよろこんでくれるなら十兵衛もうれしいの！　あのね、ニアさんが……」

　が、十兵衛をそっちのけで、すでに全員が温泉旅行の構想に余念がない。

「ふむ。なんといっても骨休めじゃ。たまには必要じゃな」

「あったか～い温泉に浸つかって、全身マッサージで身体をほぐして、ぁ～、考えるだけでも癒いやされるわね。エステもついてたらいいのに」

「お風呂に入って昼ひる寝ね、昼寝してまたお風呂、夕食は山海の珍ちん味みがこれでもか、ですわ！　もうお刺さし身みのツマだけ集めて煮にたり、パセリばかりもらってお浸ひたしに、なんてしなくていいのですわね！」

「御お姫ひいさまと温泉。御姫さまの玉のお肌はだを流してさしあげられるなんて、いまから、ああ、どうしましょう……！」

「……温泉、ラドン」

「ウキュ、ウキュー！」

　各人、想像の世界を思い切り膨ふくらませている。

　十兵衛だけが、

「あのね、ニアさんが」

「ニア？　いっしょだったのかい？」

「うん。だってニアさんがこの福引きを……、あれえ、どこ行っちゃったんだろう、ニアさん」

　道場の門をくぐったところまではいっしょだったのに、十兵衛がみんなに囲まれている間に姿が見えなくなってしまった。

「十兵衛、捜さがしてくる！」

　そう言って立ち上がる十兵衛を、幸村が呼び止めた。

「待て！　……おぬし、この温泉宿泊券。よく見ると、ペア宿泊券、となっておるぞ！」

　宿泊券をかざしてみせる。全員の視線がいっせいに、紙片の文言に集まった。

「ほんとうですわ！　ペア……ということは、温泉に行けるのはこの中でふたりだけ、ですの？」

「と、いうことよね。えええ!?　じゃあ、千と宗朗のふたりきりなの？　いやぁん！　間ま違ちがいが起こったらどうしよ……ぁ痛！」

　兼続が言い、千姫が早くも暴走するところ、幸村の大だい鉄てつ扇せんがきっちりと頭上に振り下ろされていた。

「愚おろか者ものが！　なぜおぬしと宗朗なのじゃ！　だいたいこの道場の家計を一手にまかのおておるのは、わらわの電脳金きん融ゆう取引じゃぞ。それとて昨今の不景気、欧おう州しゆう金きん融ゆう危機でそうとうな痛手を受けておるのじゃ。そこからなけなしの家計費を捻ねん出しゆつしておる以上、温泉に行くのはまず第一にわらわを置いてほかにあるわけがなかろう！」

「痛いったいわねぇ！　なによ、偉えらそうに！　だいいち、おチビちゃんが温泉なんか行ってどうするのよ！　お子さまは近所の健康ランドのほうがお似合いよ！」

「愚か者が！　おぬしのその無む駄だに膨らませた乳のせいで、こぼれるお湯がもったいないわ！」

「なんですって！」

「なんじゃと！」

　たちまち険けん呑のんな空気が広間に立ちこめる。

「幸村さま、お気をお鎮しずめに」

「お、御姫さま、落ち着いて……」

　又兵衛と半蔵が間に入って取りなす中、十兵衛は道場の表門から外へ走り出ていた。

「ニアさ～ん！　う～ん……ぁ、ニアさん！」

　背を向けて歩き去ろうとしているダルタニアンを見つけ、駆かけ寄よる。

「つかまえた！　……どうして帰っちゃうの？　お兄ちゃんもニアさんに会いたがってるの！」

「宗朗が……。いや、我はこの場にいるべき者ではなく、そなたたちの輪に入る資格も……」「そんなことないよぉ。それに温泉の券だって、ニアさんが当てたんだもん。ニアさん、すごーくかっこよかったの！」

　十兵衛が言うと、ダルタニアンは顔を曇くもらせた。

『我はシャルル・ド・ダルタニアン。旗本生徒会会長、徳川慶彦が「剣姫マスターサムライ」……！』

　甦よみがえって来る、自らの言葉。

「なぜ、あんなことを言ってしまったのか。あれほど、モンジェネラルのくびきから逃のがれたがっているのに、いざとなればその名を使うなど……」

　複雑な感情が押おし寄せる。ときに押しつぶされそうになる。

　ところがそんなダルタニアンの苦く悩のうをまるで弾はじき飛とばすように、

「これでいいの！」

　十兵衛が笑った。

「ぅん？　これでいい、とは」

　訝いぶかるダルタニアンに、十兵衛が温泉旅行のペア宿泊券をかざしてみせる。どうやらそのまま持って出てきたらしい。

「ニアさんが取った温泉の券だから、ニアさんが行くといいの！」

「我われが？　いや、そんなわけにはいかぬ。それに、我は望んでもなく……」

「お兄ちゃんといっしょなら、いいでしょ!?」

　くったくなく笑う十兵衛。これにはダルタニアンがあわてた。

「む、宗朗と、だと。まさかそんな……あ、あり得ぬ！　断じてそのようなことは」

　しかしみるみる顔が赤くなっていく。

　白磁の肌が、耳まで真っ赤に染まった。十兵衛は、

「ペアって、ふたりで、っていうことだよね。じゃーん！　十兵衛、もう名前書いちゃった！　ほら！　この温泉の券はぁ、ニアさんとお兄ちゃんの！　だよ！」

　言われてダルタニアンが、突き出された宿泊券を改めて見つめる。

　確かに宿しゆ泊くは者くしやの欄らんには、

「柳生宗むねあきら……それに、ダルタニヤン……。宗朗と、我、だと」

　一部、漢字がひらがなになり、和名が通常表記と違ちがう、などしたが、紛まぎれもなく宗朗とダルタニアンのペア。

　ふたりきりの温泉旅行、お泊とまり決定、であった。
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　富士の裾すそ野のに広がる武ぶお應うが学くえ園んじ塾ゆく本校舎から東へおよそ三十里。

　そこに天領・大おお江え戸ど特区があった。

　大だい日につ本ぽん国こくの中心にして、徳川幕府の中ちゆ枢うすう。頭上に天を頂くただひとつの城、という意味の天てん城じようとあだ名される、江え戸ど城じようが鎮ちん座ざする場所。

　その江戸城二の丸御ご殿てんの地下。

　将軍以下、ごく限られた者しか入ることを許されない、極ごく秘ひの空間があった。

　あちらこちらに三つ葉葵あおいの紋もんを配しただけで、ほとんど装そう飾しよくのない広大な空間にところどころ、薄うすぼんやりとした灯あかりが点ともっている。

　ただひとつ、上座には御み簾すがかけられ、その向こうにいる者の姿をうかがい知ることはできない。

　その御簾に向かって、下座に平へい伏ふくする法ほう衣えの者がひとり。

　そして両者の間には、向かい合って四つの床しよ机うぎがあり、それぞれの上に大きな甲かつち冑ゆう姿すがたの武者が控ひかえていた。

「面おもてを上げよ、天てん海かい」

　薄うす闇やみに声が響く。だがそれは、御簾の向こうの人なのか、それとも甲冑武者の誰だれかなのかも判然としなかった。

「恐おそれながら、お上におかせられましてはご機き嫌げんうるわしく、この天海、恐きよ悦うえ至つし極ごくに存じ上げ、奉たてまつり……」

「そのようなことはよい！　……柳生の調べ、はかばかしくないようだが」

　一いつ喝かつされ、法衣の少女、天海が再び床ゆかに額を擦すりつける。すでにじっとりと、汗あせが肌を濡ぬらしていた。

「は、はい。お預けいただいた甲こう賀か忍しのびの者、ことごとく敗れまして……し、しかし、これまでにない柳生の『剣姫マスターサムライ』どもの力を初めて引き出し、今回、このような評定の場に供することができましたのも、ひとつの成果、かと」

「負けておいて成果だと。よく言う」

　甲冑武者のひとりの、兜かぶとが動いた。

　御簾の向こうの人物も、四人の甲冑武者も、声はひとつとなって天海に降ふってくる。天海は小刻みに身体が震ふるえるのを感じていた。

「……だが、なかなかおもしろい見ものであった」

　それはまた、おそらくは別の甲冑武者。

「は、恐れ入りまして、ございまする」

　天海は締しめ付つけられていた気持ちが、わずかに軽くなる思いがした。が、

「それにしても、よくも負けたものよ。まさか小こ猿ざるにまで負けるとはな」

「ぅ……」

　またも、痛くなるほど額を床に擦りつけるしかない。

「しかし、よもやあそこまで」

　おそらく、また別の武将の声が響く。

「『剣姫マスターサムライ』としての成長は続いているということか」

「柳生宗朗、どこまでの者か」

「やはり、宗むね慶よしの胤たねではあるまい……」

「やめよ！」

　ざわざわと錯さく綜そうした話を、一喝する声が響いた。たちまち静せい寂じやくが訪おとずれる。

「……ときに、天海」

　あらためての声は、御簾の向こうから、

「貴重な情報ではあった。しかし負けは負け。この不始末、いかがする」

　いや、やはり武将のひとりから発せられているのか。

「は、はい。この上は……わ、わたしが一命を賭として、柳生宗朗とその『剣姫マスターサムライ』たちに打ち勝ち、汚お名めいをそそぎたく思いますれば……」

　言いながら、歯がカチカチ鳴るのを抑おさえられない。もはや汗は冷たく、その肌を冷やしていた。

「できるか。そのほうに」

「ひとりでか」

「忍しのびを八人使っても敵かなわぬものを」

「とてもとても」

　またも、四方から声が押し寄せる。

　天海は必死に顔を上げ、声を絞しぼり出す。

「すでに、手を打ってございます！　これまでは、忍びの力を真正面から柳生の『剣姫マスターサムライ』にぶつけるもの。けれど今回は、こちらの手の内に引っ張り込んで戦いますれば、必ずや敵の弱点を衝ついて勝ちを得ること、間違いなく……」

　そこまで懸けん命めいに訴うつたえるうち、天海は目に涙まで溜ためていた。こぼれ落ちそうになる。

　それが功を奏したわけではないだろうが、声がまた届いた。

「そこまで言うなら、試ためすがよい」

「は、はい！」

　ようやく天海の顔に、赤みが差す。

「それと……この者らは、いかにする」

　声がするほうが、わずかに明るくなった。

　暗くら闇やみに、立体的に浮うかび上がる影かげ。それらは……、

「石ざく榴ろ！　繁はこ縷べ、鬼ほお灯ずき、虎いた杖どり……！」

　さらに薊あざみ、蔦つた、蔓かずら、赤あか座ざの姿だ。

　いずれも柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちに敗れた、甲こう賀かくノ一、八はつ哥かし衆ゆうの八人だった。

　全員、眠ねむったように目を閉じ、素す肌はだのまま水すい槽そうに密みつ封ぷうされていた。

　ある者は磔たつ刑けいにかけられたように、またある者は子宮でまどろむ胎たい児じのように身を丸め、別の者は窮きゆ屈うくつそうに身を縮め、弛し緩かんしたように伸のびきって、水とは違う溶よう液えきの中にたゆとうている。

　けれどその身体には無数ともいえる管が取り付けられ、管に絡からめ取とられているかのようにも見えた。

「これは！　いかなることですか？　負けて忍びの『気』を失ったとはいえ、取り調べが済んだあとは、みな学園に戻れると……！」

　つい感情を露あらわにする天海に、

「口が過ぎよう、天海！　そのほうに質問や意見は許されておらぬ」

　鋭するどい声が飛ぶ。

「し、しかし」

　なおも食い下がろうとする天海を遮さえぎって、

「死んではおらぬ。安心するがいい。すでに事情の聴ちよ取うしゆは終わっている」

「あやつらの身体に残った痕こん跡せきから情報を集めている。というより、そちらのほうが重要なのだ」

「『剣姫マスターサムライ』には『気』がある。それがあるゆえサムライであり『剣姫マスターサムライ』であるとも言える」

「『気』は粒りゆ子うしとなって漏もれ出している。戦いともなればもっとも多くの『気』が放出されよう」

「くノ一どもは、柳生の『剣姫マスターサムライ』が放った『気』を、その身に集めて持もち替かえるための器うつわのようなもの」

　次々と声が響ひびいた。

　同じ声なのに、どこか少しずつ違う。

　四つの甲冑がわずかに身じろぎしたのか、具足が鳴る音がかぶった。

「で、では、我々は……」

　天海の身が、別の意味で震えていた。

「その意味で目的は果たしたのだ。ただし……」

「甲賀忍びの背後に幕府があると、柳生の者どもは早くから感づいていた」

「これでは、わざわざそのほうを使った意味がない」

「幕府の名を貶おとしめたこと、万ばん死しに値あたいする！」

　別の罪状を突きつけられ、天海の緊きん張ちようが極限に達する。

　気がつくと、甲冑武者たちが床机から、ゆらり、音もなく立ち上がっていた。それぞれに、巨きよ大だいな長ちよ剣うけんを携たずさえている。

「ぁ、は……ぃ、ぃぃ」

　いまこの場で討うち果はたされても不思議ではない。

　それでも天海は気力を振ふり絞って顔を上げた。

「き、『気』の採取が終われば、石榴たちは解かれ自由になるです、か。すでに忍びの技わざは失ったとはいえ、ふつうの女子生徒としてなら、生活するのに支障はないはず、です、から」

　天海からの質問は禁じられている。それでも問わずにはおれなかった。

　すぐに叱しつ責せきされるか、それもなく、ただ首を刎はねられる……、天海は固かた唾ずを呑のむことも忘れて、次の瞬しゆ間んかんを待った。

　……不思議と、穏おだやかな声だった。

「よい。そのように恐れずとも、な」

　それまでの、圧するような気配と異なる、涼すずやかな気配が届く。同じ声なのに、まるで違う。

「仲間を思う心、それはなにより尊いもの。甲賀忍びも我が配下の者に違いはあらず。そのほうの気持ち、うれしく思うぞ」

　聞いているだけで、天海の双そう眸ぼうから涙なみだがあふれてくる。内容もそうだが、声がそうさせるのだ。

　まるで動きはなくとも、それは御簾の向こうから響いてくる、そう感じさせる。

　やわらかく、包み込むようでいて、力強い声。

「は、はい」

　天海が答えると、石榴たちの映像がかき消えた。

「そのほうのはたらきによっては、あの者たちをもとへ戻してやることもできよう」

「ほんとう、です……!?」

　思わず言ってしまう天海に、

「そのほうにも、術を授さずけようぞ」

　声は咎とがめることもなく告げると、

「術を……」

　呆然とする天海の前で、甲冑武者たちが背を向ける。

　具足の音が鳴るのはそこにいるようで、しかし遠ざかっていく姿は闇やみに溶とけ込み、幻まぼろしを見ているようだ。

　それは御簾の上座も同じで、しだいにその存在を薄うすくしていく。消える刹せつ那な、御簾の向こうに烏え帽ぼ子しをかぶった人ひと影かげが浮かび上がったような気がした。

　その影が笑ったようにも。

「勝たずともよい。しかし、負けるのは許さぬぞ、天海」

「勝たずとも……ぁ」

　周囲を闇に包まれたなか、取り残された天海の前に、小さな光と共に浮かび上がって来たもの。

「……葵の御ご紋もんの、印いん籠ろう？」










弐◆仏蘭西生まれの「剣姫」
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「これで、よいのか」

「う、うん。いいんじゃないか、な」

　ぎこちない会話は、ダルタニアンと宗むね朗あきらだ。

　音ひとつない、静まりかえった室内。

　十畳じようほどの和室の中心、膝ひざをつき合わせるように向かい合い、座ざ布ぶ団とんに座すわっている。

　言うまでもなく、ペア宿しゆ泊くは券くけんで訪れた宿である。

　部屋数も少ないようだが、どうも宿しゆく泊はく客きやくは彼かれらふたりだけ。

　十じゆう兵べ衛えが宿泊券に名前を書いてしまったせいで、旅行に行くのはダルタニアンと宗朗のペア、と決まった。

　これには道場の残りの「剣姫マスターサムライ」たちが紛ふん糾きゆうした。

「……ほんとうに、よかったのか」

　ダルタニアンが言う。

「もちろんだよ。ニアがいちばん、この宿泊券にふさわしいって誰もが本当は思ってる。もうひとりがぼくになっちゃったのは、むしろ申し訳ないんだけど」

　あの場を収めるには、宿泊券に十兵衛がもう名前を書いてしまったから、で押し通すほかなかった。

「……このようなことになって迷めい惑わくではなかったか。我と、その、ふたりきり、などと」

　ダルタニアンがわずかにうつむく。

　部屋の中でも脱ぬがない、先祖伝来の由ゆい緒しよ正しい羽根帽ぼう子し（のレプリカ）のせいで、よくは見えないが頬ほおがほのかに色づいていた。

「そんなことない！　そんなことないよ。でも……」

　会話が途と切ぎれる。空気が硬かたさを増す。と、

「ぁ」

　カコ、ン。鹿しし威おどしの音が、涼しげに通とおり抜ぬけた。

　山あいの温泉旅館。

　築百年は経たっているだろう建物は小さくとも堂々とした風格があり、飴あめ色いろの廊ろう下かや柱はきれいに磨みがき上あげられている。

　庭に目をやると、葉を落とした木々の間にも常緑樹が茂しげり、低い陽ひをその葉に受け止めていた。

「なんだか、よいものだな」

「すごく静かだね。いつも賑にぎやかな道場もいいけど、こういうのも久しぶりにいいなって思うよ」

　庭をながめるダルタニアンの横顔。

　帽子の鍔つばが落とす影の中、わずかな光に浮かび上がる輪りん郭かくが美しい。睫毛まつげの先までが、輝かがやいていた。

「……ん？」

「あ、いや！　うん。お風ふ呂ろにでも、入ってきたらどうかな」

　まぎらわすように宗朗が言うと、ダルタニアンがこの宿に来て初めて、顔をほころばせた。

「うむ！　このような温泉旅館では、風呂を楽しむものだと聞いた。ただ身体を洗うだけでなく、湯や風ふ情ぜいを楽しむものだとな」

「そうそう。ほかにお客さんもいないみたいだし、気軽に入ってくるといい。内うち風ぶ呂ろもそうだけど、露ろ天てん風ぶ呂ろは夜の風景も楽しみだ」

　宗朗が言うと、ダルタニアンは目を輝かせ、

「そうか。昼だけでなく、夜も温泉に入れるのだな！　じつに楽しみだ」

　立ち上がる。そのまま部屋を出ようとするから、

「あ、待って。これ」

　宗朗があわてて渡わたす物。手ぬぐいと、

「これは」

「浴衣ゆかただよ。お湯から上がったら着るといい」

「浴衣……うむ」

　受け取った浴衣を胸に押しつけ、ダルタニアンはちょっとはにかむように微笑ほほえむと、改めて部屋を出て行った。

　その後ろ姿に、

「あの大きな武器、置いていけばいいのに……」

　と思う宗朗。

　帰りは浴衣姿に、二刀のクレイモアを提げて戻ってくるのだろうか。ちょっと考えて、しかし宗朗は、

「それも、ニアらしいな。……さて、ぼくもひと風呂浴びて来ようかな」



「……ふぅ」

　小さく、しかしやさしいため息が漏れた。

　肩かたの下まで湯に身を沈しずめたダルタニアンが、目を伏ふせている。

　首から下は当然生まれたままの姿だが、羽根帽子だけはいつもどおりに被かぶっていた。

　乳白色の湯があたたかく、白磁の肌を洗う。

　わずかに身を動かすと小さな波が立って、それがちょうどダルタニアンの乳ち房ぶさのスロープに打ち寄せた。

　岩場の露天風呂。

　荒あら々あらしく岩に囲まれながら、降り注ぐ日差しが映し出す周りの景色は目を楽しませる。

　絶えず立ち上る湯気に煙けぶって、どこか幽ゆう玄げんの趣おもむきすら醸かもし出だしていた。

「思っていたよりも、ずっとよいものだ。こうした自然を活いかした湯とは、日ひの本もとならではのものだな」

　誰に言うでもなく、ダルタニアンが独りごちる。

「我などが、と思ったが、来てよかった……」

　しっとりと汗で潤うるおった肌が、桜色に染まっていた。羽根帽子に手をやると、つばを持ち上げ、

「岩場は向こうまで続いているのか。向こうの風景は……」

　遊び心が首をもたげて、ダルタニアンは立ち上がった。

　ざっ、と湯が鳴る。上気した肌を滑すべり落おちる。ぽたぽたと湯面に滴したたった。

　湯はさほど深くない。ダルタニアンの膝ひざ上うえほどだ。

　乳白色のさざ波を立てながら、ダルタニアンは湯の中、歩を進めた。やがて、人が通れるかぎりぎりの細い部分を抜けると、風呂はまた広くなった。

「ほう。こちらからは山が見えるのだな。よい景色だ」

　しばらく、遠くの山並に見とれていた。



　いっぽう。

「……な、な、なんでニアが？」

　湯の中に島のように立った岩に背中を密着させて、宗朗が振り返る。

　そこに、ダルタニアンの白い後ろ姿があった。声までも聞こえる近さ。

「こっち、男湯、だよな。うん、うん！」

　確かく認にんするようにうなずく宗朗。

　ダルタニアンは女湯、宗朗は男湯の暖の簾れんをくぐって入ったのだが、脱だつ衣い場じようの先の湯船は繋つながっていた。

　本来、仕切り板で区切られているのが、なぜかなく、そのせいでダルタニアンが、湯船の中を移動して男湯に来ることができてしまったのだ。

「しばらく隠かくれていれば、女湯へ戻もどってくれる、よな」

　誰に話しかけるでもなく、宗朗は自分に言い聞かせる。

　間ま違ちがっているのはダルタニアンのほうなのだが、声を掛かけて驚おどろかせたくない。

　露天風呂を満まん喫きつしているダルタニアンを、そのまま楽しませてあげたかった。

「きっと五分もすれば、湯船から上がるだろうし」

　それまでの辛しん抱ぼうだ。

　そのうち、

「……宗朗は、どうしたかな。我ばかりでなく、宗朗も楽しんでくれているとよいのだが」

　ダルタニアンの声が聞こえてきた。宗朗は笑えみを浮かべる。

「ニアは心しん配ぱい性しようだな。ぼくのことなんて気にしなくていいのに」

　けれど、ダルタニアンの声のトーンが変わる。

「……我は、どうしたいのだ。宗朗のもとへ、行きたいのか。宗朗の『剣姫マスターサムライ』になりたいのか」

「ニア……？」

　心配になって、宗朗はそっと岩いわ陰かげからダルタニアンを眺ながめる。湯気の向こう、羽根帽子の鍔に隠れて表情は見えない。

　パシャ。小さく湯が音を立てた。ダルタニアンが身じろぎしたのか。

　だが次の言葉に、

「義ぎ仙せん……あの女が言っていたのは、ほんとうなのか」

　宗朗は驚く。

「義仙が、ニアになにを……」

　さらに聞き耳を立てた。

「一度死んで、宗朗と契けい約やくの、キス、を……。一度、我は死ななければ……宗朗の『剣姫マスターサムライ』には、なれない」

「なにを言ってるんだ、ニアは」

　だが宗朗にもわかってきた。

　柳生やぎゆう義仙はもともとニアと同じく慶よし彦ひこの「剣姫マスターサムライ」だったが、宗朗をかばって由ゆ比いし正よう雪せつの銃じゆ弾うだんに倒たおれた。

　その際、いまわの際きわで宗朗のキスを受ける。しかし義仙はそのまま命を落とした。学園の、大学病院の医師が確認している。

　その義仙が宗朗の「剣姫マスターサムライ」として復活するのは、天あま草くさによって封ふう印いんされ、意識を失いながら肉体が生かされていたという特とく殊しゆな経けい緯いを経へてのことだ。

「ニア、まさか……」

　宗朗は考えを巡めぐらすあまり、つい注意がおろそかになる。

　カラン……。つかんでいた岩から小石が転げて、ポチャン！

　湯に落ちた。

「誰だ！　そこにいるのか」

　たちまち、ダルタニアンに聞きつけられてしまう。ザッ！　湯が鳴った。ダルタニアンが身を起こした。

「ぅああ。ど、どうする。このままじゃ……正直に、事情を話せば」

　が、宗朗が名乗り出るより先に、

「曲くせ者ものが、出てこないのなら……こっちから参るぞ！」

「え！」

　と宗朗が思ったときには、もうダルタニアンの身体は岩に向けて飛ぶように踏ふみ込んでいた。

　しかもその手には大ぶりの両りよ刃うば剣けん、クレイモアが。

「お風呂の中まで持って来てる!?」

　さすがに二本ともではなく、一本だったが、それでも破は壊かい力りよくは十分過ぎる。

「たぁあ！」

　一いつ閃せん。ダルタニアンのクレイモアが岩を横に薙なぐ。

　湯面の上に突つき出でていた部分が、すっぱりと斬きり飛ばされ、かなり遠くへ落ちて湯柱を立てた。

　切断面は、磨いた御み影かげ石いしのようになめらかに光っている。

「ぅん？」

　しかしダルタニアンが見る岩の向こうに、人影はなかった。

　クレイモアで切断される一いつ瞬しゆんまえ、宗朗は湯の中に頭から身を沈めると、泳ぐように湯船の底を進み、

「ぷはっ！」

　ダルタニアンの背後へと浮ふじ上ようしていたのだ。

「仕方ない、このまま……」

　ダルタニアンの背中を見ながら、半ば潜もぐるようにして湯の中を進み続ける宗朗。逆ではあるが、女湯へ逃にげてそこから部屋へ戻る算段だ。

　しかしそれに気づかないダルタニアンではない。

「そこか！」

　振り向むきざま、クレイモアを叩たたきつけてくる。

「うぁ！」

　間かん一いつ髪ぱつ避よける宗朗。間近で大きな湯柱が立った。

　だがすぐに次の斬ざん撃げきが来る。

「おのれ、ちょこまかと！」

　二度、三度。右、左。繰くり出されるクレイモアの切っ先が水面を叩き、断たち割わり、湯柱が次々に立っては、弾はじける。

　勢いよく飛ぶ飛沫しぶきだけでも、視界が奪うばわれる。

　湯船の中は、嵐あらしの海のようだ。

「に、ニア、ぼくだ！　うぅ！」

　宗朗は言おうとするが、叩きつける湯に顔面を襲おそわれ、口も利きけない。加えて、クレイモアから逃のがれるのでせいいっぱいだ。

（こ、このままじゃ……！）

　いずれクレイモアの剣けん勢せいにとらえられてしまう。そうなるまえに……、

「いいかげんに観念せよ！　我わが剣の藻も屑くずと……！」

　大きな回転とともに、ダルタニアンが次の斬撃をぶつけて来る、というところ、

「ぉぉおお！」

　宗朗は湯の中に潜りながら、湯船の底を蹴けった。

　一気にクレイモアの間合いの内側へ、ダルタニアンの脚あしへ、組み付く。

「なん、だと！」

　バランスを崩くずすダルタニアン。

　もつれあいながら背後へ倒れ込む。これまでにない、ふたり分の大きな湯柱が一瞬そそり立って、弾けた。

「はぁ、はぁ……ニア！」
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　もつれるように倒れたふたりは、宗朗がダルタニアンを押おし倒す形だ。

　湯の底に沈んだダルタニアンを助け起こす宗朗。

「ぷは！　ぁ」

　ダルタニアンがかろうじて目を開ける。その目に映る……、

「宗、朗……？」

「そうだよ、ニア」

「では、賊ぞくは」

「だいじょうぶ、ぼくしかいない」

　宗朗が笑いかけると、ダルタニアンもようやく事のあらましに気づいた。

「それでは、我は賊と勘かん違ちがいしてそなたを……な、なんという、済まぬ」

　恥はじ入り、あやまるダルタニアン。

　その姿は、頭から湯に没ぼつして顔までびしょ濡ぬれだ。

　陽に透すける金色の髪かみが濡れて張り付いていた。

　乳白色の湯に洗われる、ダルタニアンの肢し体たい。

　気づけば、宗朗がダルタニアンを抱だき抱かかえている。ふたりとも風呂の中で、当然全ぜん裸ら。肌はだと肌の間に、なにも遮る物はない。

「ぁ……」

「ああ、え、っと」

　意識すると、急に動どう悸きが高まってくる。耐たえられないほど身体が熱いのは、湯あたりしたせいではない。

「す、済まない、いま」

　ダルタニアンが顔を背そむける。すっかり染まった頬に湯の雫しずくが落ちて、ころころと転がり、滴った。

「そうだね、うん」

　宗朗はダルタニアンから身を離はなし、その手を取る。身を起こすのを助ける。

「ありがとう……ぁ！」

　礼を言ってダルタニアンが立ち上がる、というところ、滑った。

　湯船の底、わずかなぬめりに足を取られた。

「きゃぁあ！」

「うわ！」

　ドボ、ン！

　さっきと同じ、しかしどこか間の抜けた水音が響き、湯が大量に噴ふき上がった。

　こんどは宗朗が下、ダルタニアンが上。折り重なるように倒れていた。

　とっさに宗朗が自分をクッションにして、ダルタニアンを抱き留とめる。

　下になった宗朗は、かろうじて湯面の上へ顔を出している。湯船の縁ふちに近い浅あさ瀬せのせいで助かった。

　ふたりの肌が完全に密着し、脚と脚が入れ合い、からみ合う。

　胸と胸の間で押しつぶされたダルタニアンのバストが、はち切れそうにたわんで、はみ出していた。

「だ、だいじょうぶか、宗朗！」

　こんどはダルタニアンが宗朗を気き遣づかう番だった。

「げほ！　げほ……、な、なんともないよ、ニアは」

「我は、平気だ」

「そうか、よかった」

「う、うむ」

　だがこうなると、さっきよりもさらに増した密着度に戸と惑まどう。

　お互たがいの心臓の鼓こ動どうが、直接響いてくる。

　肌を通して体温も、湯の香かおりを通じてお互いの匂においまでが鼻び孔こうに届く。

「ぁ、ぁ……宗、朗……！」

　ドクッ、ン！　

　いっそう強く、動悸が高まる。まるでダルタニアンの中で、何かが爆ばく発はつしたかのように荒あれ狂くるう。

「どうしたんだ、ニア!?　なにか……」

「なんでも、ない……く、ぅ……！」

　そう言いながら、ダルタニアンはもだえるように密着した裸ら身しんをよじる。

　なにかに耐えているのか、それともいますぐどうにかなってしまいそうな衝しよ動うどうを抑おさえつけているのか。

　表情までがそれを訴うつたえていた。

　眉み間けんに刻まれた皺しわ。けれど八の字に下がった眉まゆ。

　いっそう朱しゆに染まった頬。

　濡れたピンクの唇くちびるが中ちゆう途と半はん端ぱに開いて、白い歯が覗のぞく。

「ニア、やっぱり」

「待て！　待って……この、まま……」

　苦しげに表情を歪ゆがめながら、ダルタニアンはなにかに憑つかれたように、さらに裸身を押しつけてくる。

　もはや自分でもどうすることもできない、というように。

（どうしたんだ、ニア、せめて……）

　一度湯から上がるなりして、落ち着かせなくては、と宗朗は思う。

　けれど熱い肌を密着させたまま、ダルタニアンはときおり身をビクッ、と震ふるわせるだけだ。

「宗、朗……」

　さっきから宗朗の胸に顔を埋うずめていたダルタニアンが、わずかに身を起こした。

　顔を合わせる。

　するとそれはもう、お互いの鼻の頭が触ふれ合あうほどの距きよ離り。

　ダルタニアンの濡れた前まえ髪がみが宗朗の頬をくすぐる。こんなときでも被ったままの羽根帽子は、鍔からぽたぽた湯の雫を滴したたらせた。

　見下ろすダルタニアンの瞳ひとみがトロン、ととろけて、真しん紅くの炎ほのおを気だるく揺ゆらめかせている。

　艶つややかな唇が、小さな笑いの形になる。

　それは宗朗の唇へと、誘さそうように降ふってくる。

「ニ、ニア！　……んぅ！」

　ダルタニアンの唇が、宗朗の鼻先をかすめた。ついばむように、唇が唇を貪むさぼる、その寸前……、

「あああああああ!!」

　バキ！　ドシャ！　ゴブッ！　ザザッ！　ズリュリュ……！　それは土ど砂しやが崩れる音だったり地面の上を滑る音だったり、木々をなぎ倒し、枝枝をへし折る音だったり。

　そんなあらゆる騒そう音おんが一体となり、さらに悲鳴、怒ど号ごう、叫さけびなどもからまりあい、ごちゃごちゃの、まさに塊かたまりが、降ってきた。

「ええ!?」

　山々を見下ろす斜しや面めんの反対側。つまり露天風呂からは見上げる沢さわの上から、ごろごろ、音を立てて迫せまってくる巨きよ大だいな塊。

　と見えたものが、宗朗の上でバラバラに弾けた。分解して、それぞれ、落ちる。

「わぁぁああん！」

「きゃぁああ！」

「ひゃぅぅ！」

「な、なんですのぉ！」

「ウキュ、キュッ！」

「……っ！」

「ああああっ！」

　ボシャ！　バシャ、ボチャ、ン！　ボン！

　次々と立つ巨大な湯柱。それぞれがひとりひとりの人間であり、それは……、

「ゆ、幸ゆき村むら!?　千せん姫ひめさま？」

　それに半はん蔵ぞう、又また兵べ衛え、兼かね続つぐ、佐さ助すけまでがいた。

「十兵衛……！」

　ダルタニアンも、衝しよう撃げきで自分を取り戻す。

「お兄ちゃん！　ニアさん！　やっほー、なの！」

　お湯の中、着衣のまま濡れネズミ、どころか、ところどころまだ土で汚よごれたり、服や髪に葉っぱをつけている。

　言うまでもなく、柳生道場の六人と一匹ぴきの「剣姫マスターサムライ」たちだった。

「なんでここに」

　驚く宗朗に、

「なんで、ではないわ！　おぬしらをふたりきりにするなど、危なくてほうっておけるはずがなかろう！」















「そうよ！　こっそり後をつけて来てみれば、どう!?　もうこんなことになっちゃってるじゃない！」

　その、こんなこと。

「ん……？」

　ふたりに指さされ、我に返ったダルタニアンが自分と宗朗を見返す。とたん、

「ぁ！　わ、我、は……！」

　身を起こす。頬どころか、全身を朱に染めて飛とび退のいた。加えて、剥むき出しの裸身に気づき、あわてて手で覆おおい隠す。湯の中に、半身を沈める。

「はは、そうだよね。……って！」

　宗朗も笑いながら身を起こす。が、そこで自分も全裸であることに気づいた。入浴中だったので当然である。当然なのだが、

「ぁ」

「ちょ、っと……！」

「お兄ちゃんの、ぷるぷるしてるの！」

　ダルタニアンも含ふくめ、全員の視線が突き刺ささる。

　真っ赤になって目を逸そらす、両手で顔を覆ってしまう、悲鳴とともに顔を背けるなど、リアクションはさまざま。

　しかしどこかチラチラと、じっと、まじまじと、顔を背けても目はある一点を、あるいは指の間から、ガン見もあり、視線は圧あつ倒とう的てきな強さでもって宗朗に迫っていた。

「ぐぁ！　タオル、手ぬぐいは……！」

　湯船の中には手ぬぐいを入れないのがエチケット。宗朗の手ぬぐいは洗い場にポツリ、残されていた。

「ぉ、ぉ、愚おろか者ものぉおお！」

「なに見せてるのよ！　そ、そんな物ぉ！」

「早くしまってください、宗朗くん、早く！」

　とは幸村、千姫、それに半蔵の声だ。いっぽう、

「……」

　しっかりと視線が定まっているのは又兵衛であり、

「やめてやめて、やめてですわぁぁああ！」

　すっかり取り乱した兼続の一いち撃げき。湯を蹴け立たてて、大おお鎚づちが襲う。

　ほかにも幸村の大鉄扇、千姫の薙なぎ刀なた、半蔵の大だい手しゆ裏り剣けんなど。

「み、みんな待て！　待てって……のああああ!!」

　それらをすべてかわせる宗朗は、ある意味「剣姫マスターサムライ」たちよりも優すぐれた防ぼう御ぎよ力りよくを持っていると言えそうだ。

「む、宗朗!?」

　思わず飛び出すダルタニアンも、「剣姫マスターサムライ」たちの得物の威いり力よくに阻はばまれて宗朗までたどり着けない。

　が、

「や、やあ」

　ようやく止まった刃はの下、ぷか、と湯の中から顔を出す宗朗。

　大鎚や大鉄扇、薙刀、大手裏剣がぶつかりあい、威力が相そう殺さいされたせいで、ちょうどその隙すき間まにいた宗朗はかろうじて無事だったようだ。

「あれ？　お兄ちゃんの、なんだか小さくなってるの？　でも小さいほうがかわいいの！　十兵衛、小さいほうが好きなの！」

「それは言わなくてもいいです……」
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「なに、なに？　なんです？　もうこんなことに、なぜなっているですか!?」

　多くのモニターに囲まれて、天てん海かいが声を上げる。

　薄うす暗ぐらい空間にはモニターの灯あかりしかなく、青白く天海の顔を照らしている。

　そこに映っているのは、旅館の露ろ天てん風ぶ呂ろ。もちろん柳生道場の面々、それにダルタニアンだ。

　ここは温泉旅館の地下にあたる場所。

　じつはこの温泉旅館の建物すべてが、今回の作戦のために用意されたものだった。その発ほつ端たんとなる、温泉ペア宿しゆ泊くは券くけんまで。

「福引きで旅館の宿泊券を当てさせてこの場におびき寄せる……。欲をかいた係員が勝手に当たり玉を抜ぬいたおかげで、一時はどうなるかと思ったですが、なんとか初期の目的は達したです。まさか、慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』のダルタニアンまで来るとは思わなかったですが」

　そのため、旅館のあちこちには無数のカメラが備えられ、

「この部屋で、逐ちく一いち監かん視しすることができるようになっているです。そのほかにも、多くの仕し掛かけが満まん載さいです！」

　風ふ呂ろ場ばにカメラを設けるなど、監かん視し、というより限りなく盗とう撮さつに近いようだ。

「いずれは、柳生道場の残りの面々も数人ずつおびき寄せて各個撃げき破はするつもりだったですが、なぜ一度に全員が！　まったく節操も遠えん慮りよもない奴やつらです。けれど、もう来てしまったものは仕方ないです。いいえ、これを好機に変えるですよ」

　モニターの光に照らし出された天海の顔が、焦あせりと得意のないまぜになった複雑な表情を見せる。

「柳生道場の全員に、ダルタニアンのオマケ付きです。八はつ哥かし衆ゆうのみんなを解放して、余りがあるです！　……すでに、最初の仕込みはじゅうぶんのようです！」

　天海の口くちの端はしが、ぴくり、と持ち上がる。

　余よ裕ゆうの笑み、と見えて、制服のスカートから覗くその腿ももと膝ひざは、さっきから絶え間ない貧びん乏ぼう揺ゆすりに震えていた。



「それじゃ、みんながいっしょに来たわけじゃないんだ」

　宗朗が言う。

　いちおう宗朗とダルタニアンの、十畳ほどの部屋に全員が集まっていた。

　湯船に落ちて衣服を濡らしてしまった幸村たちはもちろん、宗朗やダルタニアンも、浴衣ゆかたに身を包つつんでいる。

「仕方ないじゃない。こんなところでひと晩ふたりきりだなんて、どんな間違いが起こるか知れないんだから。……お兄さまの『剣姫マスターサムライ』のダルタニアンが、一足飛びに宗朗の『剣妃サムライブライド』になることだって」

「そ、それは」

「そう思ったら、道場でぼんやりしてなんて、いられないんだから！」

　とは千姫。なだめようとする宗朗に、容よう赦しやない言葉をぶつけていく。

「やれやれ、落ち着かぬか。……わらわは、純じゆ粋んすいに温泉に興味があったのでな。最近、肩かたこりも少々きついのじゃ。いちど湯治を、と思っておったでの」

　そう言って自分の肩を、とんとん、と叩いてみせる幸村。

「……」

　背後の又兵衛の表情が微び妙みようだ。

「なによ、そんな軽い胸でどこが肩こりなんてするって言うのよ。肩こりで湯治なら、千が先に行くわよ」

「愚か者が！　わらわは日々、電脳金きん融ゆう取引で忙いそがしいのじゃ！」

　といつもの掛け合いになりそうなところ、

「十兵衛はねえ、お兄ちゃんとニアさんが仲良くしてるかなぁーって、見に行こうって思ったの！　だからぐつぐっちゃんとぉ、さっちんといっしょに行こう、って！」

　十兵衛が割り込む。

「それ、ほとんどノゾキじゃありませんの？　……ま、まあ、せっかくの温泉ですし、わたくしも米よね沢ざわ以来、こんな山あいの温泉に来るのはひさしぶりで……ん、んん！　とにかく、メイド喫きつ茶さも休業日でしたので、来てやったのですわ！」

　さまざま理由らしきものはあれど、ようは、宗朗とダルタニアンが気になって、捨てておけずにここまで来た、のが本音の全員。

　幸村と又兵衛、千姫と半蔵、それに十兵衛と兼続に佐助が加わり、三つのグループは独自に温泉旅館を目指した。

　それぞれ、他ほかの「剣姫マスターサムライ」たちに黙だまって出てきたせいで、自分たちだけが旅館に向かっていると思っていた。

　そうでないとわかったのは、露天風呂を見下ろす沢で全員が顔をつきあわせたときだ。

「おぬしらの声がしたのでな。ちとようすを窺うかがおうと……」

「なんだかすごいことになってそうだったんだもの。そうしたら」

「お兄ちゃんとニアさんが、裸はだかで抱き合ってたの！」

　十兵衛の言葉に、ちょうど口に運んでいたお茶を、ブッ！　と噴き出す宗朗。ダルタニアンも真っ赤になってうつむく。

「い、いや、確かに間違ってはいないけど、もう少し穏おん便びんな言い方を」

　あわてて宗朗が言うように、いろいろ誤解もあるとはいえ、同様の光景を目にした「剣姫マスターサムライ」たちの動どう揺ようは大きく、

「誰だれかが足を踏み外はずして、そうしたら全員がガケの上から落っこちた……というわけか」

　と、腕うで組ぐみして宗朗。

　これで、空から「剣姫マスターサムライ」たちが降ってきた顛てん末まつはわかった。わかった、のだが、

「さて、どうするか、じゃ。……せっかく来たことじゃ、わらわは二、三日逗とう留りゆうしてもかまわぬが」

　幸村が言えば、

「このまま帰れるわけなんてないでしょ！　千もここに泊とまるんだから！」

「あ、あの、御お姫ひいさま、宿代は」

「なんとかなさい！」

「ひぃー……！」

　千姫も帰る気はない。しわ寄せは当然のごとく半蔵に押しつけられ、

「わぁい！　みんないっしょだね！　十兵衛、うれしいの！　お兄ちゃんと、ニアさんともいっしょだよ！」

　まるで、いつもの道場とはどこが違ちがうのかという合宿状態に。

「ま、しかたありませんわね。なんだか最初からこうなるような気がしたのですわ」

　兼続が言うと、又兵衛がうなずいた。

「我は、かまわぬ。むしろ皆みなといっしょのほうが、ありがたい」

　ようやく赤い顔を上げたダルタニアンが言えば、

「ニアさん、ありがとう！」

　さっそく十兵衛が抱きついていた。

「ほら、ニアに迷めい惑わくかけちゃダメだよ、十兵衛。……でもまあ、ぼくもなんだかこんなふうになるって、思ってたよ」

　宗朗の顔にもまた、笑えみが戻る。

「そうとなったら、さっそく部屋替がえをせねばならぬな！」



　部屋替えによって、千姫と半蔵がひと間、幸村と又兵衛が同じく、兼続と佐助、そして十兵衛とダルタニアンがそれぞれ同部屋となり、

「ぼくはひとり？　……まあ、そうだよね」

　この場合、佐助とふたりきりでも危険がある、と判断されたのだった。

「我らはおぬしの『剣姫マスターサムライ』じゃからな。ちょっとしたきっかけで意識し始めると、思わぬ発情……ん、んん！　トラブルが起こらぬとも限らぬからのお。戦いのときならば、それは力になるというに、まったく厄やつ介かいじゃ」

　なぜか頬ほおを染めた幸村が言い、部屋割りは決した。

「まあ、それはそうだと思うんだけど。なんでぼくが、この部屋に……」

　宗朗がそう言うのにはわけがある。

　ほぼ民宿規模の旅館ゆえ、部屋数は限られている。

　八人で四部屋を使うと、もう客間は残っておらず、

「すごーい、お布ふ団とんいっぱぁい！」

　宗朗は四よじ畳よう半はんの布団部屋に。

　畳たたまれた布団が天てん井じようまで積み上がっている、押し入れか納なん戸どのような部屋。

「仕方なかろう。おぬしだけひとりで、ほかに部屋がないのじゃ」

「はあ……この部屋、窓もないよ」

　幸村の言葉に、うなだれる宗朗。

「でも、ここの旅館、ちっとも人がいないけれど、だいじょうぶなのかしら」

　ふと、千姫が漏もらす。

「そういえば、メガネの仲居さんがひとりいたっきりですね」

　半蔵も口を揃そろえた。

「夕飯とか、だいじょうぶですの？　こんなところでは、最悪、外で食べるお店もありませんわよ」

「……」

　だが兼続の言葉に、又兵衛が首を振ふった。かすかに鼻をひくひくさせている。

「そうか。すでに夕ゆう餉げの匂いがしておるのじゃな！」

　幸村が言うと、又兵衛がうなずいた。なぜかわずかに頬を染めている。

「なぜわかるのだ」

　ダルタニアンが言うと、

「べーたさんのお鼻はとーっても敏びん感かんなの！　遠くの匂いもわかるし、誰の匂いかも、持ち物でわかったりするんだよ！」

　十兵衛が得意げに説明し、ますます顔を赤くする又兵衛。それでも、

「さわらの焼き物……雉きじの焼き物、蕪かぶの煮に物もの、青菜、香こうの物もの……」

　次々、料理名までも言い当てていく。

「すごいな」

　宗朗も改めて感心する。

　ところが、旅館の厨ちゆ房うぼうでは……、

「ぁあ！　焼けてるです！　ぇと、こっちは下ごしらえが、なになに、氷水を通して？　ぇええ、なによ、もおお、なにもかもひとりでなんて、大変過ぎるですぅぅぅう！」

　天海がたったひとりですべての料理を作り、忙しさに悲鳴を上げていた。

　こんなときでも、なぜか手て抜ぬきのできない、妙みように真ま面じ目めな性格なのである。

「料理なんてうまく作ったってあいつらをよろこばせるだけなのに！　料理の出来自体、作戦に関係ないし、です！　けど、料理がまずいとか言われるのはもっとイヤですぅぅぅ！」

　天海の奮ふん闘とうもあって、料理はどれも水準以上のものが仕上がり、柳生道場の面々＋ダルタニアンは、美味な懐かい石せきに舌した鼓つづみを打ったという。

「おいしーい！」

「へえ、なかなかじゃない」

「うむ。来たかいがあったというものじゃな」

　口々に褒ほめられ、

「ありがとうございます。はい、ええ。ありがとうございます」

　膳ぜんを下げる、変装した天海が愛あい想そを振りまく。厨房へ戻もどって、

「ふぅ。やっぱりお客さまのよろこぶ笑え顔がおがいちばんです。この作戦のために調理師免めん許きよを取ったのも正解だったです……って、そんなことで気分よくしてどうするです！　よりによって柳生の奴らを……」

　笑顔が一転、悔くやしさに地じ団だん駄だ踏ふむ天海。

　しかし文句を言われたりしたらそれはそれで悔しく、落ち込んでいたはずであり、どちらにしろ厄介な性格だった。

「けれど、です！　もう仕掛けは上々ですよ。全員、残さずきれいに食べたですね。夜が更ふけるのが楽しみです」

　天海が笑った。

「……さて、洗い物です」
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　その晩遅おそく。

　何度目かの入浴を堪たん能のうし、ひとしきりおしゃべりなどに興じた「剣姫マスターサムライ」たちは、三々五々、自分たちの部屋へ戻って眠ねむることになる。

「おやすみなさい」

「おやすみなのー！」

　それぞれの襖ふすまが閉じる。部屋の布団は、これまた天海が各部屋を回って敷しいたものだった。

「ふぁ」

　布団に潜もぐり込む。とはいえ、まだすぐに灯りを消して就しゆ寝うしんとはならない。

　布団を並べたふたりでまたおしゃべり。

　ただ、幸村と又兵衛の部屋では、幸村は帳面型電脳で情報収集や金融取引の指示、又兵衛は自分の得物の手入れなどに余念がない。

　千姫と半蔵の部屋では、

「そこ、もっとよ。もっと、力を入れて……ぅ、ん！」

「はい。こんな感じでよいでしょうか。あ、はい。もっと」

　日課のマッサージを、半蔵が千姫に施ほどこしていた。

「……そうですわ。このあたりの木の葉を持って帰って、店で使えるかもしれませんわね！　コースターに添そえてアクセントにするとか、グラスに挿さしてもいいかもしれませんわぁ！　すごいすごい！　おら、天才だっぺ！　……ですわ！」

「ウキュゥ！」

　こちらは兼続、佐助の部屋。そして、

「ニアさんの肌って、とーっても白くてきれいですべすべなの！」

　浴衣をはだけたダルタニアンに、十兵衛がまたも抱きついていた。

「こ、こら。そんなにさわっては……も、揉んではダメだ」

「わぁ、胸もすごーく柔やわらかいよぉ。気持ちいいの」

「や、やめろ。そんなに、くっ、ぅ……！」

　十兵衛にバストを揉み回されて、甘あまい息をつい漏らしてしまうダルタニアンだ。

「きっとお兄ちゃんも、よろこぶの！」

「なに、宗朗が」

「うん。お兄ちゃん、ニアさんのこと大好きだって、思うから」

　十兵衛が言うと、それまでほのかに赤かったダルタニアンの頬がみるみる真っ赤になった。そのうえ、身体までが火ほ照てってくる。

「あれ、ニアさん、お部屋、暑い？」

「か、からかうものではない。宗朗が、我を……す、好き、だなどと」

　ダルタニアンは口ごもるが、十兵衛の笑顔を見ていると急に心が軽くなるのを感じた。

「ん？　ニアさん？」

「おかしなものだな。そなたといると、いろいろ難しく考えていたのがバカらしくなってくる。力が抜けるのだ」

「抜けちゃうの？　それがいいの。ずーっと力を入れてるとぉ、肩がこっちゃうんだって。ゆっきーが言ってた。でも千姫さんは、ゆっきーが肩こるのはおかしいって。なんでかなぁ」

　いつのまにか話が妙なところへ飛んでいる。だがそれもいつもの十兵衛だ。

　ダルタニアンは笑いながらうなずいて、

「わかった。もう考えぬ。少なくとも、今日は、な」

　改めて、立ち上がる。

　浴衣の帯をするすると解いた。その中は、下着のショーツのみ。

「またお風呂に行くの、ニアさん？　だったら、十兵衛も！」

　十兵衛も浴衣を脱ぬぎ始める。

「いや、違う。だいいち風呂へ行くのならば、ここで脱ぐのはおかしかろう」

「そうだけど。でも、いいかなぁ、って。えへ」

　笑う十兵衛に、ダルタニアンが尋たずねる。

「ときに……ナイトウェアはないのか。ホテルと異なって、こういうところでは用意がないものなのか」

「ナイト……寝ね間ま着きのこと？」

「そうだ。時間も遅い。そろそろ眠るとしたい」

　真顔のダルタニアンに、十兵衛のほうが「？」顔になる。

「これ、寝間着だよ、ニアさん。このまま寝ねるの」

「なに？　まさか……これが寝間着だというのか。では、我は寝間着のまま宗朗と食事をしたり、話を……」

　どうやら旅館の浴衣が寝間着を兼かねていることを知らなかったらしいダルタニアン。そのため、寝る前に着き替がえようとしていたのだ。

　そのことに気づき、みるみる真っ赤になっていく。

「なぜ教えてくれなかったのだ。知っていたら、我は……！」

「だいじょうぶなの！　十兵衛も千姫さんも、みーんな寝間着だったよ。お兄ちゃんも！　ね！」

　十兵衛の説明に、やや落ち着きを取り戻すものの、

「この国では、旅行先では寝間着で男女が食事をし、語らい合うのか」

　まだ腑ふに落ちないようすのダルタニアン。

「うん、でも、仲良しさんだけだよ。お兄ちゃんもみんなも、ニアさんも、みんな仲良しさんなの！　だからなの」

「仲良し……」

「そうだよ。だからぁ！　いっしょに寝よ、ニアさん！」

　再び抱きついてきた十兵衛に、押し倒たおされるダルタニアン。

　寝間着と思わず、着替えようとしていた浴衣は、はだけたままだ。十兵衛も同じような姿だった。

「ま、待て。もう寝るといっているではないか。このようにベッド……布団も並べて敷いてあるのだ」

「ダメ～！　別々の布団じゃなくてぇ、いっしょの布団で寝たいんだもん！　ニアさんと、こ～んなふうにくっついて、寝るの！」

「こ、こら！　それはくっつき過ぎで……く、くすぐったい、そんなところを、さわっては……く、ぅ！」

　はだけた浴衣から覗いた素す肌はだと素肌が密着し、こすれ合う。

「ニアさん、とぉ～ってもあったかいの。お肌もすべすべで、いい匂においがして、柔らかくてぇ……」

　ダルタニアンのバストと十兵衛のバストが、ふたつとふたつで四つ。押おし合あい、からまり合い、歪ゆがみ、凹くぼんで、滑すべり、混じり合った。

「こ、これ以上は……！」

　とうとうダルタニアンが、赤い顔で身を起こす。十兵衛を押し止とどめようとする。と、

「……すぅ、すぅぅ」

　ダルタニアンの胸に顔を埋めた十兵衛が寝ね息いきを立てていた。

「なん、だ……ふっ」

　思わず気が抜けて、唇くちびるがほころんだ。身を離はなそうとして思いとどまり、そのまま仰あお向むけに寝ころぶダルタニアン。

「こういう、ものか。少しわずらわしい。押しつけがましい。けれど……。久しく忘れていたが、家族とは……いいものかもしれぬ」

　ダルタニアンの左手が、十兵衛の背中を撫なでていた。

　胸には十兵衛の重みを感じながら。
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　その日の晩。

　とっくに日付が変わったころ、温泉旅館には異常が起きつつあった。

　すでに寝ね床どこにつき、眠りを深くしていた「剣姫マスターサムライ」たちは、しだいに苦しげに汗あせをかき、悶もだえるように寝ね返がえりをうつ。

「ぅ、んん……ぅ」

「……ぁあ、ぁ」

　けれどそれでも足りずに、

「ぅん、もう！」

　掛かけ具を投げだし、小さな行灯あんどんの灯りしかない暗がりで身を起こしたのは千姫だ。

「暑い！　……この部屋、暑過ぎない。やだ。汗、こんなに」

　額の汗を拭ぬぐう。思わず襟えり元もとをくつろげて、空気を入れるように扇あおいだ。が、それでも足りない。

　部屋中の空気がねっとりとダマになってからみついてくる。息が苦しい。そのうえ、

「な、なによ、この感じ」

　身体の芯しんが、じんじん疼うずく。それはまるで、「剣姫マスターサムライ」の徴しるしが反応して身体に訴うつたえている、そんなふうだ。

「まさか」

　千姫の手が、浴衣の裾すそを割って潜り込む。自らの内うち腿ももの奥おくを指でなぞった。

　そこには「剣姫マスターサムライ」の徴の痣あざがある。けれど、とりたてて熱くも、桜色を強めてもいなかった。

「どういうことなの。徴のせいじゃない……」

　なのに身体は燃えるように熱い。まだまだ汗がにじみ出てくる。もう部屋の空気のせいではなかった。

「半蔵、水を一いつ杯ぱい持ってきて……、あら、どこへ行ったのよ。こんなときに！」

　隣となりの布団を見るが、もぬけの空だ。

「トイレにでも行ったの？　ほんと、使えないんだから……んっ！　ぅ」

　抑おさえようとしても、身体の中の疼きはますます大きくなる。そして衝しよ動うどうの先が向かうのは、

「宗、朗……ぁ」



「……」

　又兵衛は無言で身を起こした。

　すでに浴衣はぐっしょりと汗に濡ぬれている。

　言いようのない、身体の内側の疼き。喉のどの渇かわき。又兵衛は立ち上がると、縁えんに通じる襖を開けた。

　不意に、外の音が甦よみがえってくる。風がそよと吹ふいて、又兵衛の髪かみの先をくすぐった。

　肌にも当たる風を心ここ地ちよく受けながら、しかしそれだけではとうてい収まる気配のない衝動に戸惑う。

「幸村さま」

　振り返って、幸村の布団を見た。

　しかし、又兵衛の布団と並べて敷かれたそこには、幸村の姿がない。

「幸村さま！」

　すかさず、寝床の横に置いておいた五ごじ丈よう鑓やりをつかむと、幸村を追おうとする。が、

「ぅ……！」

　急に力を失ったように、膝を着いていた。

　又兵衛は自分に驚おどろく。

　決して力が出ないわけではない。けれど、その使つかい途みちがどうにもおかしい。いまにもあふれて、噴ふき出しそうで、抑えきれない。

「ぅん」

　鑓やりを杖つえのようにして、又兵衛が身を起こす。廊ろう下か側がわの襖を開けると、暗がりの廊下へと歩を進めた。

　幸村の気配はない。

　非常の時ならば、直接、脳内に飛び込んでくる信号が届くはずだ。そうでないということは、ただの用足しか、それとも風呂にでも行ったのか。

　鑓をたずさえながら歩く又兵衛の視界を、よぎる影かげがあった。

　だが又兵衛の嗅きゆ覚うかくは、すでにその人物を特定している。

「半蔵……さん」

　間ま違ちがいなく、半蔵だった。千姫の姿はない。半蔵だけが、よろよろとよろけるようにひとり、廊下を歩いていく。

　その姿に尋じん常じようでないものを感じ取った又兵衛は、半蔵のあとを追いかけて廊下を歩いていった。



「かかったですね」

　例の地下操そう作さ室しつで、モニターに見入りながら天海がほくそ笑む。

　ようやく洗い物や食器の片付けが終わり、この部屋へ戻ってきたのだ。

　窮きゆ屈うくつな仲居の和服も脱ぎ、いまは、

「これがいちばん落ち着くです」

　えんじ色の体操着。腕うでや脚あしに白線の入った、武ぶお應うが学くえ園んじ塾ゆく指定のジャージだった。

　そのうえ、作業の邪じや魔まになるからと、長い髪は引ひっ詰つめて縛しばり、黒いセルフレームの分厚いメガネまで。

　じつは極度の近視の天海。ふだんコンタクトレンズを入れているのだが、ひとりのときには、もっぱらメガネを使っている。

　着古したジャージと相まって、かなり残念な外見ではあった。

「食事の最後に出した温泉饅まん頭じゆうに、たっぷり薬物を入れておいたです。飲むと身体がムズムズ火照って、どうしようもなくなるですよ。そうなれば向かう先は柳生宗朗の寝しん所じよ。我を忘れているところを一いち網もう打だ尽じん！　なのです！」

　つまりは催淫剤。

　それを飲まされて、身体の疼きが収まらない「剣姫マスターサムライ」たちは夜中に目覚め、本能の欲ほつするところ宗朗のもとへ向かう。

　その、いわば隙すきだらけのところを天海が捕ほ獲かくする、という算段なのだ。

　ならば催淫剤ではなく、単なる痺しびれ薬でもいいようなものだが、

「柳生宗朗の『剣姫マスターサムライ』たち、なかんずく徳とく川がわ千せん！　うーんと恥はじをかくといいです。回復不能なスキャンダルを手に入れれば、こっちのものです！　ふつうに戦って勝つとか、そんなことよりもずっとずっと、こっちが有利になるです！」

　弱みを握にぎって、あとからどうでもする作戦なのだった。そのために、多くの監かん視しカメラには録画機能がついている。

　かなり卑ひ劣れつな作戦ではあった。しかし、

「全校生徒の聞いているまえで、徳川生徒会長への手紙を読まれた屈くつ辱じよく、無念、憤いきどおり！　いまこそ晴らすです。この数年間、サークル評議会を率いて旗本生徒会とある部分では対等の関係になったです。それこそ、副会長の徳川千を超こえて、有利に立って、一いつ矢し報むくいる、ひと泡あわ吹ふかせるためだったというのに、あの女はさっさと副会長を辞やめて、あんな柳生道場なんかに行ってしまったです。しかも、妙にリア充じゆうな気配さえ漂ただよわせて！　許さない！　絶対に許さないです！」















　長い独白の末、天海が突つきだした拳こぶしを握りしめる。

「思い人の前で痴ち態たいを曝さらして、思い切り幻げん滅めつされるといいです。徳川千！」

　完全に個人的な怨えん恨こんが入っていた。



「なによ！　なんで宗朗のことがこんなに……」

　高鳴る胸を浴衣ゆかたの中に閉じこめ、その上から手で押さえつけるようにして、千姫が廊下を歩いていく。

　足取りも、どこか酔よったようなおぼつかなさ。ときおり柱や襖に手をついて、大きく息を吐はいた。

　すっかり顔も、身体も桜色に染まっている。

　言うまでもなく、天海の盛った催淫剤による効果だ。

　そしてそれは千姫だけでなく、この宿に集まった柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちとダルタニアンにも、現われているはずだった。

　だが、そうとは知らない千姫は、ひとり、身体の異常を抱かかえながら宗朗の部屋へと引き寄せられていく。

「ここ、なのよね」

　通常の襖とは違う、板の一枚戸がみすぼらしい。ここは布団部屋だ。

　千姫は板戸に手を掛け、

「宗朗、いるの？　入るわよ」

　小さく声を掛けて、戸を開ける。

　中は、天井まで積み上がった寝具の柱が何本もそびえ、わずかに残った場所に一枚だけ、ふつうに布団が敷かれている。

　布団はこんもりと盛り上がっているが、宗朗の顔は枕まくらにない。すっかり掛け布ぶ団とんの中に潜り込んでいるようだ。

「ねえ、どうして返事がないの。ほんとうに寝ているの？　でも、千のために起きてくれてもいいわよね」

　千姫は布団に近づくと、するすると浴衣の帯を解いた。

「少し暑いから、浴衣は脱いじゃうわね」

　ぱさっ、足元に落ちる浴衣。その下は、ショーツ一枚だけの姿だ。

「入る、わよ」

　脚から布団に滑り込んでいく。腰こしまでを中に差し入れ、とうとう頭までも、布団の中へと潜り込んだ。

「ん……」

　あたたかい布団に包まれると、なんだかとても心強い。

　髪もぐしゃぐしゃに乱れてしまうし、長くいると息も苦しいけれど、シーツをすべる肌の感かん触しよくも心地よくて、なにより、

「宗朗の匂いが」

　布団の中いっぱいに詰まっている。

　すぅっ、と吸い込むと、ズキン……！　催淫剤とは異なる「剣姫マスターサムライ」の徴が反応し始める。

「宗朗」

　千姫が伸のばした手の先に、別の手が触ふれる。手首、そして手のひら。なぞりながら指をからめる。

「目が覚めないのね。いいわ。でも少しだけ、千の好きなようにさせて、ね」

　からめた指を確かめるように力を込める。意外に繊せん細さいな指を一本一本、なでては節を合わせる。

「ふふ、こうしてるとなんだか、子どものころみたい。昔こうやってふたりで布団の中で遊んだわね」

　それは布団の中の「いたずら」のようなもの。

　まだ五、六歳さいのころだ。

　最初は昼ひる寝ねの時間、宗朗の布団を突とつ然ぜん剥はがしたり、逆に布団を頭からかけてその上に乗ったりと、いつもの千姫の宗朗いじりだった。

　けれどそのうち、宗朗の布団に潜り込んで、

「着物を脱がせちゃったこともあったわよね」

　もがく宗朗が、

『やめてください。千姫さま！　やめて……ぁああ』

『ほら、じっとして！　千に逆らうつもり？　宗朗はじっとしてればいいんだから！』

　抵てい抗こうしても千姫はおかまいなし。

　いじめっ子の本領発揮で、もがく宗朗から強ごう引いんに寝間着を引きはがしてしまったりした。

　そうしておいて、くすぐったり、つねったり。ときに興奮してくると、軽く噛かみついたりもして、

『うぎゃぁ！』

　宗朗が悲鳴を上げると千姫はますます強く、宗朗の腕や肩かたに歯を立てたりしたのだった。

　本来、兄、慶彦のお側そば衆しゆうのひとりのはずなのに、すっかり宗朗は千姫のおもちゃ。

「あのころは、千のほうがずっと強かったんだから。子どものころは宗朗って小さかったし……」

　それがいまは、身長ももちろん千姫よりも大きく、なによりがっしりとした男の身体になって、

「なによ、宗朗のくせに生意気なんだから。そのうえ千の唇を奪うばって、勝手に『剣姫マスターサムライ』にして、どうするのよ」

　ギュゥ、と、からめた手を握りしめる。

「千、宗朗のものに半分なっちゃってる。そんなこと、許した憶おぼえないのに。この身体、もう宗朗のもの、なのに……。なのにどうして、ほうっておくの？　どうして全部奪わないの？　苦しいんだから。切ないんだから、ね！」

　幼いころなら、ここで宗朗の腕をつねりあげるか、肩にでも噛みつくところだ。けれどいまの千姫は、

「ん、もう！」

　宗朗の胸に、強引に裸ら身しんを重ねてしまう。

　千姫が浴衣を脱ぎ捨てていたように、宗朗もまた、浴衣の前を大きくはだけていた。触れ合うのは裸の胸と胸。

　千姫の豊かな乳ち房ぶさと、宗朗の平らだが引き締しまった胸が密着し、こすれ合う。

「ぅ、ん……あら、宗朗ってこんな、ぽよんとしてたかしら？　もっとたくましく筋肉が……でも」

　思ったより厚みのない、やわらかい胸。けれど絹のような肌はだ触ざわりが心地よい。

　平らな胸の先の小さな尖とがりが、その硬かたさを伝えてくる。

　こすれ合うたびに千姫の肌も刺し激げきされて、それがまた身体の奥おく深ふかくまで染しみ入って来るようだ。

　なめらかな肌と肌を少しでも合わせたくて、そうなると唯ゆい一いつ残ったショーツさえもどかしく思えてくる。

　すっかり熱くなった肌がしっとりと汗ばんで、匂いを強くする。

　千姫の、ほのかに甘く芳かんばしい肌の匂い。対して、咽むせるような濃こいミルクの、

「これが宗朗の匂い。なんだか赤ちゃんみたいな宗朗の……ぇ？」

　布団の中、いままで千姫が感じていた、どこか猛たけ々だけしい匂い。香こう水すいのような芳ほう香こうではないものの、不思議なほどに惹ひかれる。

　嗅かぐと鼻がヒクッと震ふるえ、下腹に重々しい衝しよう撃げきがズシンと響ひびいてくる。

　そんな宗朗の匂いだったのに、

「こんな……あれ、ぁ……」

　気づくと、シーツの上、長い髪が伸びている。千姫自身の髪ではない。からまるほどに長い髪は、明らかに宗朗のものではない。

「ちょ、っと！　誰だれなの、おまえ……！」

　飛とび退のくとともに、いっきに掛け布団を引きはがした。すると、

「ん……ぅ」

　半ば転がるように、シーツの上に剥むき出しの身を横たえていたのは、

「おチビちゃん!?」

　幸村だった。急に掛け具を失った心細さのせいか、両りよう脚あしを抱だくような姿勢で側そく臥がしている。

　浴衣は身につけているものの、もともとサイズが大きすぎ、そのうえたっぷりとはだけて肌がほとんど見えてしまっていた。

　浴衣下はショーツだけの姿。

　千姫の声に、幸村はわずかに目を開いた。

「……おぬしは、なぜ、わらわの寝床に」

　寝ぼけているのとは異なる、朦もう朧ろうとした表情と声。ぽぉっ、と染まった頬ほおや目元は、まるでなにかに酔っているようだ。

「なぜ、じゃないわよ。なんでおチビちゃんがここにいるの？　ここは宗朗の部屋じゃない！」

　むしろ、いままで自分が幸村のようだった千姫は、逆に覚かく醒せいしていた。

「おぬしこそ裸ではないか。ここが宗朗の部屋というなら、なぜおぬしこそここにおる。わらわは……」

「ちょ、っと、待ちなさいよ！　どうしてって、それはこっちが聞きたいわよ。それは、千だって、寝ていたら急に身体が熱くなって、気づいたらここに……だけど」

「待て。わらわも自分の部屋で眠っておって、寝ね苦ぐるしさから目覚めた記き憶おくしかないのじゃ。な、なぜここに、布ふ団とんの中におったのかは……」

　そこまで言うと、急にばつが悪くなって赤い顔をうつむけてしまうふたり。けれど、はっ、と気づいて顔を見合わせる。

「だとしたら、この部屋の主は……」

「宗朗は、どこへ行ったのじゃ？」
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「なーんです!?　あと一歩のところで！」

　旅館地下の操作室で、モニターを前に声を上げるのはもちろん天海だ。

　催淫剤を一服盛って、気持ちの昂たかぶった千姫が宗朗の部屋へ乱入すれば、期待どおりの「画」が録とれる。

　そうなれば千姫の弱みを握ることができ、いつでも学園の全校生徒たちに向かって公開して意い趣しゆ返しも完かん遂すい。

　のはずだったのだが。

「いつの間にあのおデコ軍師と入れ替わってたのです？　あーもー、モニターが多すぎて全部見られないです！」

　旅館のあちこちに設置した隠かくしカメラは二十基以上。

　画面を分ぶん割かつするなどしても、けっきょくひとりで監視できる範はん囲いは限界があるようで、ようは見落としたのだった。

「徳川千のお菓か子しだけに薬を入れればよかったです？　けれど配はい膳ぜんしているうちにどれがどれかわからなくなってしまうし……」

　それで全員分に入れたのだった。

　しかし、となれば千姫だけでなく、他ほかの「剣姫マスターサムライ」たちも催淫剤の効果によって身体の異常を感じているはず。

「あのおデコ軍師は、どうやら身体が小さい分、薬が効きすぎて、柳生宗朗の布団に忍しのび込んだ時点で半ば意識を失ってしまったようです。けれどほかは？　いったいどうなっているですか」

　天海が目を他の部屋の映像に走らせる。

　そこは兼続と佐助の部屋……。



「……な！　なんですの？　お猿さるさん、どうしたんですのぉ!?」

　布団を並べて寝ていた、というより、兼続の布団の端はしで身体を丸めて眠っていた佐助。突とつ然ぜんむくっ、と起き出すと、

「ゥキュゥゥゥ！」

　ひと声叫さけぶなり人間体化。潤うるんだ瞳ひとみで眠っている兼続に襲おそいかかった。

『ぅみゃ、むぁ……もう、お腹なかいっぱいですわぁ。そんなに食べられませ……んっ、へぁ!?』

　直前、食べ物の夢で満たされた寝ね顔がおを見せていた兼続だったが、布団とまとめて寝間着までも引っぺがされる勢いに、かろうじて目が覚める。

　まだ寝ぼけた目に映ったのは、

「キュ！」

　たっぷりはだけられた寝間着の浴衣から覗のぞいた胸むなもとに、ぴったり抱きつくように顔を埋うずめている佐助の姿。

　それだけでなく、

「ンキュ、ンク……」

　近ちか頃ごろいちじるしい成長を見せる意外に実ったバストに、佐助が吸い付いていた。口をすぼめては、兼続の乳ち首くびを吸い上げる。

「ひぃぃ！　なにを、なにをしているんですの!?　わたくしの胸からはなにも出ませんわ！　ちょ……乳を吸わないで！　ですわぁあ！」

　小こ猿ざるの佐助に催淫剤は本来の機能というより、誰にでもいいから甘えたい、さらには、幼いころの母猿への想おもいなどが相混じって、どうやらこのような行動に駆かり立たてていたようだ。

　では兼続のほうはというと。

『おいしそうなお菓子ですわ。いただきま……！　このお菓子、日持ちもしそうですし、今日もメイド喫きつ茶さではたらいている三人のお土産みやげに持って帰ったら、どうですの。きっとよろこびますわぁ！』















　メイド喫茶の三人とは、毛もう利り勝かつ永なが、長ちよ曾うそ我か部べ盛もり親ちか、明あか石し全たけ登のりの、「豊とよ臣とみ三人衆」のこと。

　もともと豊臣方のサムライとして柳生道場の面々とは対立していたのを、のちに下って仲間になったのだが、まだ「剣姫マスターサムライ」ではない。

　柳生道場の財政難から始まったメイド喫茶で強制的にメイドにされて以来、修しゆ行ぎようという名目の下働きを続ける毎日。

　その店の実質的な店長が兼続で、いわば三人は部下。

　意外と面めん倒どう見みのいい兼続の、部下思いの行動なのか、それとも別に土産を買うお金がないのか、おそらくどっちも当たっているだろう理由によって、兼続は出された菓子を食べずにとっておいた。そのため、催淫剤にやられずに済んだのだった。

「キュ！　ゥキュ……チュゥゥゥ」

「や、やめねか、ごらぁ！　まだワラシもいねのに母乳なんて出るわけが……っぅぅ、お、お乳、吸い出されちゃぅぅ……！」



「なんです？　さかりのついた小猿がトンカチ娘むすめを襲って乳を吸うって、どういう展開ですぅ!?　ああもう、わからない。この人たち、理解不能です！」

　頭を抱える天海が別の画面に目を映す。

　そちらには幸村と相部屋の又兵衛と、千姫と相部屋の半蔵が映っていた。



「色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき、色即……」

　題目を唱えているのは半蔵だ。目を伏ふせ、浴衣ゆかた姿すがたの身をひざまずかせ、胸の前で手のひらを合わせている。

　露ろ天てん風ぶ呂ろからやや下った場所の沢さわ。

　岩場を流れる小川が、ちょうど人ひとり分ほどの落差の滝たきを作っている。そこに身を置いた半蔵が、頭から水に打たれているのだ。

　そしてその半蔵の隣となり。

「ふん！　……はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに鑓を振るうのは又兵衛だ。

　こちらは川の中にすっかり膝ひざ下したまでを浸ひたし、水を跳はね返らせながらの足さばき、鑓の突き、返しなどを次々こなす。

　浴衣はすっぱりと脱ぎ捨て、下帯一本だけを身につけた姿。

　じつはこのふたり。

　同じような時間に目覚めて寝床を抜ぬけ出してきたのが、廊下でばったり顔を合わせてしまった。

　そこでなぜか、同じような気持ちの動きをお互たがいに察し、どちらが言い出すともなくこの場へ降りてきて、このようなことになっている。

　これはどういうことかというと、

「御お姫ひいさまにわたしの邪よこしまな気持ちをぶつけるなんて、許されません。けれど、このままでは……。な、なぜ宗朗くんのことが……それは、わたしだって宗朗くんの『剣姫マスターサムライ』ですから……でも、心は御姫さまのもの！　半蔵の心は御姫さま、ただひとりのものなのに、どうして……ぁぁあ」

　と、滝に打たれながら半蔵が口走るように、

「たぁっ！　……幸村さま、宗……い、いや……とわっ！」

　又兵衛もまた同じく葛かつ藤とうするのは、主人である千姫や幸村への想いと、宗朗の存在。

「やっぱり身体も……半蔵の身体も御姫さまのものです！　宗朗くんは違ちがいます。違います、からぁ！」

「うむっ！　かつっ！」

　天海の盛った催淫剤で高まった気持ちと身体。

　けれどそれを許されないと抑えつける意識と、催淫剤で加速されたもうひとつのベクトル、宗朗へ向かう気持ちとが拮きつ抗こうし、混乱といたたまれなさと切なさとでどうにもならなくなった身を、こうして半蔵は滝に打たれ、又兵衛は一心不乱に鑓を振るうことに換かえていたのだった。

　これもまた、天海の期待とは完全に異なった方向へ行ってしまっていた。



「なんです？　なんでメガネのくノ一とのっぽの鑓使いは、滝たき行ぎようと鑓の稽けい古こなんです!?　まったく、この連中はやっぱりおかしいです！　とっとと宗朗を襲うです！　宗朗を……宗朗はどこへ行ったですか。どこ、どこ……」

　天海は口走りながら、次々とモニターを切きり替かえていく。宗朗の姿を捜さがして、旅館中、庭や敷しき地ちの外までも。

「ええ、と、ここはどこ？　どっちを見てるです？」

　どれだけカメラを設置したのか、もう天海にもよくわかっていなかった。
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　しかしてその宗朗。

「熱でもあるのかな。さっきからこう……身体が熱くてたまらない」

　ひとり、旅館の庭を歩いていた。

　冷たい外気に触れれば、と思って庭へ出たものの、いっこうに身体の火ほ照てりは収まらない。

　もちろん、天海の催淫剤入り菓子を食べたせいだ。

　額の汗をぬぐい、浴衣の胸もとをついぱたぱたと扇いでしまう。寝床から這はい出したのはいいが、とくに行くあてはない。

　そのうえ、

「さっきから、なんで……千姫さま、幸村、十兵衛……又兵衛さんや委員長や兼続、うう、佐助まで？」

　次々とイメージが脳のう裏りに浮うかび上あがって、離れない。

（それに……）

　ただ想像されるだけではない、ひとりひとりがまるでそこにいて、肌を合わせてくる、からみついてくるような生々しさ。

　振り払はらってもすぐに新たな幻げん影えいが目の前に現われる。

　布団の中にいては汗が止まらず、逃のがれるように部屋の外へ、さらに涼りようを求めて庭へと降りてきたのだが、

「困ったな……」

　イメージは消えるどころかますますくっきりと浮かび上がって、目を開けていてもかまわず身体に作用してくる。

　中でもとくにある一点がその影えい響きようをもろに受けて、ずっと抜き差しならないことになっていた。

「こんなところ、誰にも見せられないよ」

　心持ち前まえ屈かがみの姿勢で歩く宗朗。

　いちおう、天海の意図は宗朗に関しては成功しているようだ。ただし、誰だれ彼かれかまわず襲う、というほどのレベルではない。

「とりあえず、時間を潰つぶして落ち着いてから……」

　どこか腰を下ろすところを探して、宗朗が辺りを見回したときだ。

　もう真っ黒に塗ぬりつぶされた木々の向こうで、なにかが動く気配がした。

　気づくと同時に飛び退く宗朗。とっさに腰に手をやる。が、

（しまった。脇わき差ざしも持っていなかった……！）

　武士にあるまじき油断。

　たとえ入浴に行くときも、脱だつ衣い場じようまでは大小を忘れないものだ。それが、寝ね起おきについふらふらと、手ぶらでこんなところまで来てしまうとは。

「誰かいるのか！　もしや……」

　道場の誰かかもしれない。それ以上に動きがないところから、宗朗はそっと庭木のほうへ近づいた。

　それ以上向こうの雑木林と、庭との境に当たるもみの木の枝を分けて向こう側を素す早ばやく見る。そこに、

「……ぇ、義仙？」

　月明かりを弾はじく銀色の髪。闇やみを映す小麦色の肌がしっとりと艶つやめいている。いつもの制服ではなく、浴衣姿だ。

　庭木の根もと、義ぎ仙せんが寄よりかかるようにして倒れていた。

　駆け寄る宗朗。覗き込むと、

「ぅ……んぅ」

　赤い顔と荒あらい息の義仙が小さくうめいた。

「来てたのか、義仙。でもどうした……いや、こうしてる場合じゃない、待ってろ、いま！」



　義仙を抱きかかえて旅館へ戻もどった宗朗。

　しかし自分の布団部屋ではと迷ったあげく、

「そうだ。義仙といちばん仲がいい十兵衛なら……」

　部屋の襖ふすまを叩たたく。けれど返事がない。

「十兵衛！　……いないのか。と、とにかく」

　同室のダルタニアンの姿もない。ともかく宗朗は無人の部屋へ入り、義仙を夜具の上に横たえる。

「ぁ、あ」

　身をよじり、顔をしかめる義仙。

「苦しいのか。いま、どこか病院に連れん絡らくして……」

　立ち上がろうとする宗朗の腕を、

「ま、待って」

　義仙がつかんでいた。

　朦朧とする表情で、けんめいに身を起こそうとする。

「ダメだ。寝ねてなくちゃ！　……なにか、ぼくにできることがあるのか。してほしいことがあれば」

　宗朗は問うが、義仙は赤い顔で微笑ほほえむと、首を振ふった。

「違う、んです。……ここに、いてほしい。義仙の側に」

「側に……わかった。でもほんとうにいいのか。痛いとか、どこか……」

「ないんです。それより、もっと」

　つかんだ宗朗の手を、義仙が引き寄せる。そうして手のひらを、

「……ぇ」

　自ら浴衣の胸もと、その中へ、色づいた肌に直接、密着させた。

　庭で倒れ、そこから宗朗に抱えられて運ばれて、浴衣の襟えり元もとは大きくはだけている。裾すそでもそうで、義仙の長くしなやかな脚が腿ももの付け根近くまでも覗いていた。

「触れて……さわっていて、ほしいんです。もっと、義仙に」

　義仙の肌が灼やけそうに熱い。そのうえ、トクントクン……速い鼓こ動どうを伝えてくる。

　宗朗を見上げる目がせつなく潤んで、いまにも目め尻じりからこぼれて来そうになる。

　ぽぉ、と染まった頬。濡れて朱しゆを強くした唇がかすかに開く。

「義せ……」

　それを見つめる宗朗の中でも、ドクン……！　聞こえるほどの大きさで心臓が脈打つ。勢いよく血潮が体内を巡めぐる。

（だ、ダメだ）

　宗朗は躊ちゆう躇ちよする。自分の手が義仙の裸はだかの胸に触れている。手を引こうとするのに、それができない。

　義仙が押おさえているせいもある。けれど、

「ぁ……」

　唇くちびるが、声を上げる。宗朗の手が、義仙の胸、バストをつかんだのだ。

　褐かつ色しよくのバストに五本の指が食い込む。沈しずみ込む。

　手のひらから直に伝わってくる義仙の鼓動と、宗朗自身の鼓動が相打ち、響き合い、共鳴する。

「ぁあ！」

「ぅぅ」

　どちらともなく上げる声とともに義仙が倒れ込み、その上に宗朗が重なった。布団の上、まるで抱き合っているのと同じ姿勢。

「宗朗、さま」

　恥はじらいながらも、宗朗の浴衣の背に腕を回す義仙。

「義仙……」

　宗朗もまた、いまは自分の腕の中にある義仙の身体の形をしっかりと意識しながら、ますます高まっていく内側の熱に戸と惑まどっている。

　宗朗のそれは、天海の仕込んだ薬、催淫剤のせいだ。

　そして義仙もまた同じ熱に冒おかされている。己おのれを蝕むしばむ熱の正体はわからないまま、宗朗は無意識にそう思っていた。

　結果、宗朗と義仙は、暴走する感覚と熱を増していく自らの身体に戸惑いながらも、止められない。

　つまり、天海の策略が成功した場面だった。

　なのだが、当の天海は、

「なんです、こっちの画面がずっと砂みたいで映らないです。どのカメラです？　ううーん、なんだか小腹が空いたです」

　無理もない。柳生道場の面々やダルタニアンら、全員分の食事の支し度たくや給きゆ仕うじをしながらでは、自分がちゃんと夕食をとることもできなかった。

　かといっていまさら食事を用意するヒマもない。

「あいつら、きれいに全部平らげて、残り物のひとつもないです！」

　ご飯もおかずもすっかりなかった。

　あったとしても、残飯でいいのかという部分はスルーのようだ。そして現にあるのは調理まえの食材だけ。なので、

「とりあえず……んぐ、これでいいです」

　唯一残っていた菓子の饅まん頭じゆうを詰め込んだ。

　上下ジャージで引っつめ髪がみにメガネ。

　饅頭をほおばる姿は、どこからどう見ても自室でだらだらする女子高生……もとい、くつろぐ美少女といったふうで、

「ふぅ」

　ため息もどこか所帯じみて……リラックスしきったものだった。

　少しは饅頭で空腹も収まったので、

「見えないカメラは、あの十兵衛の部屋ですか。たしかダルタニアンとかいう騎き士し女おんなもいたはず。いちばん大事なところなのにです。んもー！　です」

　天海はそのモニターをつかむとグラグラ揺ゆさぶり、さらに拳で叩く。けれど画面の砂すな嵐あらしはいっこうに直るきざしもない。

「まったく、役に立たないです！　……もうひとつ、んん」

　最後の饅頭を口にほうりこんだ。



「ぎ、義仙、ぼくは」

　言いながら、宗朗も自分の浴衣に手を掛かける。すでにたっぷりはだけられていた浴衣は、下半身にわずかにまつわりつくのみだ。

（だ、ダメだ。ダメじゃないのか。こんなことしてたら、ぜったいダメで……）

　なのに、止められない。

　義仙の顔を見て、肌はだを合わせているだけで圧あつ倒とう的てきな刺激が押し寄せてくる。

　多幸感で胸がいっぱいになって、涙なみだが出てきそうだ。

　そのうえ、迸ほとばしるものがどんどんこみ上げてくる。宗朗の中をいっぱいにして、外へとはち切れそうになる。

　それでも、かろうじて、

「い、いいのか」

　鼻の頭どうしがくっつくほどの近さで、宗朗は聞いていた。

　義仙は、

「き、聞かないで。……義仙も、わかっているんです。どうしてこのようなことになったのか、もう自分自身もおぼえていない。けれど……後こう悔かいしてはいないんです」

「後悔……」

「してはいない、と言ったんです。義仙も、子どもではありません。この先、どのようなことになるのか、わからないわけではないんです」

「義仙、ぼくは」

「言わないで！　言って、ほしくないんです。ただ、示してほしい。義仙を……う、奪って、宗朗さまのものに。それで、なにかが変わるなら……」

「そ、それって」

　宗朗の言葉に、義仙がわずかに目を逸そらした。

「義仙は……もともと慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』。故ゆえあって宗朗さまのお側にはべることを許されたとはいえ、義仙はもっとも新参の『剣姫マスターサムライ』なんです。こんなふうに宗朗さまに抱かれて、ほかの『剣姫マスターサムライ』のみんなになんと言えばよいのか、どう思われるのか、けれど、それでも宗朗さまのものになりたいんです。どんな罪を得ても、罰ばつを受けようとも、宗朗さまのものに、なりたい。宗朗さまの、それが『剣妃サムライブライド』なら……」

　そこまで言うと、もう一度義仙が宗朗を見上げた。

　目尻から、あふれた涙の粒つぶがこぼれて耳もとへと伝い落ちる。

　けれど、泣いているのに、その口元は花のようにほころんでいた。

「義仙……」

　義仙の頬に、宗朗が手を触れようとする。そのとき、

（待てよ、「剣妃サムライブライド」だって。「剣妃サムライブライド」……）

「ぅぅ、おお……！」

　ドクッ……ドッ、ドドッ……！　宗朗は、それが弾ける音を聞いた。

　迸る奔ほん流りゆうが、体内で荒あれ狂くるう。これまでけんめいに抑おさえてきたものが、とうとう解き放たれる。

「宗、朗……さま！」

　義仙の胸に、宗朗が顔を埋めていた。顔を埋めながら、わずかに裸身に残った帯も、浴衣ゆかたも、毟むしるように引きはがす。

　ビビッ！　もろい布が簡単に裂さける音が響いた。

　こんどこそ、完全な裸らぎ形ようをさらす義仙に、宗朗が覆おおい被かぶさる。引き裂くように、義仙の両脚を抱えこむと、痛いほどに押おし広ひろげていく。

「ぁ、あ！」

　義仙の青白い銀ぎん髪ぱつが乱れて顔を覆う。大きくのけ反る……。

　かすかに開いた唇が艶めく。唾だ液えきに濡ぬれた白い歯がわずかに覗く。

「ん……」

　その唇をめがけるように、宗朗は顔を落としていく。

　鼻の頭どうしがかすかにふれ合い、吐と息いきを感じながら唇もふれる。押しつけられる。密着する。

　その直前、

「ちょっと！　なにしてるの！」

「やめぬか、愚おろか者もの！」
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　響き渡わたるふたつの声。ふすまが開け放たれ、そこにふたりの影かげが立ちはだかっていた。

　それはもちろん、

「千姫、さま……それに、真さな田だ幸村」

　声を発したのは義仙だった。

　いままさに宗朗を受け入れようとしているその瞬しゆ間んかんを見られてひどく動どう揺ようし、また羞しゆ恥うちに顔中を染めている。そんなふうに見える。

　が、こんなとき真っ先に反応する宗朗が無言のままだ。

　義仙の身体に被さり、いままさにその身を奪わんとする、その形のまま動かない。

「どうしたのよ、宗朗！　答えなさいよ、もう！」

「そうじゃ、なぜ答えぬ！　離はなれよ、これ以上……」

　それでも動かない宗朗に、がまんしきれなくなったふたりが近寄り、宗朗の肩に直接手をかける。引き離そうと力をこめた、刹せつ那な、

「ぅう、ぉ！」

　突然、宗朗の両手が逆に千姫と幸村の腕をつかんだ。そのまま、

「きゃぁ、ん！」

「ぁ、あ！」

　引き倒たおす。というよりも、引っ張り寄せるように、義仙の右と左へ、並んで仰あお向むけに押さえつけられる。

「む、宗あき……きゃあああん！」

　それだけでなく、ふたりの浴衣が乱暴に引き毟られ、薄うすい生き地じは悲鳴のような音を立てて裂けた。

「や、やめよ！　やめ……ぁああ！」

　千姫も幸村も、あっという間に浴衣ばかりか帯までも奪われてしまう。

　あっという間に全ぜん裸らに剥むかれてしまっていた。

　気が付けば千姫、義仙、幸村が枕まくらを並べるように、ひとつの夜具の上、裸身を互いに密着させて宗朗に組くみ敷しかれている状態だ。

　そして三人が見上げる宗朗は、

「ぐ、ぅぅ、ぉぉ」

　低いうなり声を発しながら、鋭するどい眼光でなめるように見下ろしている。

　その姿、

「どうしちゃったのよ、宗朗！」

「いかん！　すでに正気を失っておる！」

　千姫がうろたえ、幸村が見み抜ぬいた。

　そんな中、義仙だけが、

「そう。これが、『将』としての覚醒、なんです……」

　小さくつぶやく。ひとりだけ、身を這わせながら立ち上がった。

「義仙、おぬし、仕組んだか！」

「ええ、あのまま義仙が宗朗さまの『剣妃サムライブライド』になってしまってもよかったんです。けれど、こうなったら、見せてもらうんです。宗朗さまの『将』の覚醒。そのさまを、これだけの『剣姫マスターサムライ』と、それから……」

　幸村に見とがめられながら、義仙は部屋の隅すみ、押し入れの襖へと歩く。

　その足取りも、決して余よ裕ゆうがあるものではない。ふらつき、もつれそうなのを堪こらえている。

　褐色の肌に浮かんだ汗あせがいくつも玉になって、たとえば胸の谷間をコロコロと転がり落ちた。

「なにをするつもりなの……ぁっ!?」

　千姫が声を上げた。

　義仙が開けた襖の中から、倒れるように出てきた人ひと影かげ。

「ぅぐ、ぅぅ……！」

　つば広の羽根帽ぼう子しですぐにわかる。浴衣姿を後ろ手に縛しばられ、何本もの縄なわで身体もまた拘こう束そくされていた。

　声が出せないのは、口を塞ふさいだ猿さる轡ぐつわのせいだ。

　にらみつける鋭い目も、いまはボゥッと潤み、霞かすんでいるように見える。

「ダルタニアン!?」

「そう。彼かの女じよは正しよう真しん正しよ銘うめい、いまも慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』。けれどどうやら宗朗さまの『将』の気を受けて、義仙たちと同じ症しよう状じようが出ているみたいなんです。となれば、宗朗さまの『将』の力は、慶彦さまにも勝まさるものかもしれないんです」

　そう言うと義仙は、ダルタニアンの縄と猿轡を外す。

「くは……っ！」

　足元からよろけるダルタニアンを、

「危ない！」

　かろうじて千姫が受け止める。そのまま夜具の上にふたりとも崩くずれた。

「何をしたのじゃ、ダルタニアンに！」

　幸村の問いに義仙は、

「もういいでしょう。意識が戻るんです」

　そう言うと、ダルタニアンの瞳に生気がみるみる戻ってきた。

「……我、は」

「気がついたの？　そうか、あの目ね！」

　千姫の察しのとおりだった。

　ダルタニアンは義仙の魔ま眼がんの力で条件付けられ、いいというまでいっさい抵てい抗こうできない状態にされていたのだ。

　ふだん隙すきのないダルタニアンに、そんな術を可能にしたのは、

「我らにも起きた身体の異常。それをダルタニアンにもかけたのか！　義仙、おぬしの仕し業わざか！」

　幸村が気づいて言う。

「残念ですけれど、義仙も驚おどろいたひとりなんです。どうやらこの旅館の宿しゆく泊はく客きやくすべてに、なんらかの薬物を盛った者が別にいるんです」

　それはもちろん天海なのだが、いまは義仙にも幸村たちにも、その解は導き出せない。それよりも、

「ぐぐぐ……ぅぅ、ぉお！」

　ダルタニアンを前にして、宗朗の反応がより強く、激しくなる。

　いつもの、どんな事態の中にありながらも、「剣姫マスターサムライ」たちをやさしくいたわり、ともに高みを目指そうとしていた眼まな差ざしが、いまは目の前の獲え物ものを食い散らかそうとする肉にく食しよく獣じゆうのそれに変わっている。















「宗朗は、どうしたのだ」

「もはや我らの声は聞こえぬようじゃ。それでいて、我らをしっかりと認にん識しきしておる」

「正気じゃないのに、千たちを認めているって、どういうことなの!?」

　ダルタニアンに幸村が言い、千姫がさらに問う。

「それはおそらく、我ら三人を等しく同じものと見ているということじゃ。それが単なる欲望の対象なのか、贄にえや餌えさなのかはわからぬがな……ぅうっ！」

「贄や餌、って……ぇ、どうしたの、おチビちゃん？　なにが……ぁああっ！」

　そう言う幸村や千姫にも変化が襲っていた。

　火のように熱くなる身体。発はつ汗かん、火照り、そして、わずかに触ふれられただけで、声を上げてしまうほど鋭えい敏びんになった肌。

　体の表面の肌でさえそうなのに、胎たい内ないからは猛もう烈れつな感覚が荒れ狂い、突き上げ、こみ上げてくる疼うずきとともに、ふたりに声を上げさせて止まらない。

「な、なんなのぉ！　あぁぁ、こ、これは……！」

　それは一度味わった感覚。

　ドクッ、ズクッ、ン……！　まぎれもなく、脈動している。

「あ、痣あざじゃ！　徴しるしの、くぅぅ、ん！」

「剣姫マスターサムライ」の徴の痣がこれまで以上に鮮あざやかに、輝かがやきさえ放ちながらすべての刺し激げきを吸収し、快感にも似た感覚に換えて「剣姫マスターサムライ」の身から体だじ中ゆうに撒まき散ちらしていた。

　桜の花びらを思わせる痣。

　千姫は太ももの内側、幸村はお尻しりに刻まれた徴が発動し、光を増しながら明めい滅めつしている。

「……ぅうっ！　こん、な……！」

　それは間に挟はさまれたダルタニアンさえ、伝でん播ぱするように巻き込んでいく。

　ダルタニアンには、慶彦の「剣姫マスターサムライ」を表わす徴が背中にある。千姫や幸村とは異なる、五鉾ぼう星せいの形だ。

　しかしその痣は反応せず、なのに両りよう隣どなりのふたりと同質の感覚が、どんどん素す肌はだを通して流れ込み、仏ふ蘭らん西す生まれの「剣姫マスターサムライ」をあえがせる。

　そして当の宗朗は、

「ぅぅぅううう、ぉぉおおおおお！」

　咆ほう哮こうを放つと、三人をまとめて貫つらぬく勢いで抱きしめ、それがまるで締め上げるように三人を圧あつ迫ぱくして、

「きゃぅぅぅ、ん！」

「ぁああ！」

「くぅぅっ！」

　悲鳴ともつかない声を上げさせる。けれどそれは苦痛からのみ発していると思えないなまめかしさを帯びていた。

「こ、このまま、食べられちゃうの？　宗朗に」

「宗朗へ向かう我の想いは、確かに……だ、だが」

「まさか『剣妃サムライブライド』とは、このようにして……ぅぅう！」

　もはや自由に動くこともかなわず、暴走する感覚に身を任せながら、変へん貌ぼうした宗朗に食くい荒らされるのを待つのみの「剣姫マスターサムライ」たち。

「すごい！　すばらしいんです！　やはり宗朗さまは慶彦さまをもしのぐ『将』！　その発現を目まの当あたりにできるなんて、義仙は、感じてしまいます。見届けるだけでこの身が、反応して……ふぅぅ、んっ！」

　目を輝かせながらも、身体の昂たかぶりは千姫たちと同じ。

　内側から迸る興奮を抑えきれずに、義仙は堅かたく閉じ合わせた腿をこすり合わせる。

　眼帯の下では、魔眼の虹こう彩さいに浮かび上がる「剣姫マスターサムライ」の徴が脈動するように輝きを増していた。

　そしてとうとう、……、

「も、もう、こんなの……あふれちゃぅのぉおお！」

「変な声を出しておる場合ではないわ！　これは、よもや……ぅぅう」

　幸村は必死に冷静な思考をめぐらせようとするが、自身もずっと、胎内からの疼きにさいなまれている。

「『将』たる自覚に目覚めたのではないのか。それも……」

「まさか……ほんとうに『剣妃サムライブライド』を、選ぼうとしているの？」

　ダルタニアンが畏い怖ふし、千姫が戸惑いながらも裸ら身しんを熱くする。

　いつのまにか、三人の『剣姫マスターサムライ』がそろって夜具に四つんばいになるかっこうにされてしまっている。

　なぜか動けず、裸のお尻を宗朗に向かって突つき出していた。

「ぅぅううう、ぉぉぉおおお！」

　吠ほえているのは宗朗だ。

　宗朗の胸の、桜の花びらの徴もまた、鮮やか過ぎるほどに色づき、まるで呼吸するように明滅している。

　そしてそれが「剣姫マスターサムライ」たちの痣と同調し、活性化させ、抵てい抗こうする力を奪うばってしまう。本来、宗朗の「剣姫マスターサムライ」ではないダルタニアンさえ。

「む、宗朗！　どうせなら千を、千を……選んで！」

　切羽つまって千姫が訴うつたえると、

「こら！　どさくさにまぎれてなんじゃ、愚か者！　わらわはそのような恥はじ知しらずなマネは……じゃ、じゃが、大事のまえの小事といい、ぇえい！　信じておるぞ、宗朗……」

　反発しながらも、不安に押しつぶされそうな幸村。

「このまま、モンジェネラルのくびきから逃れて、我は……そんなことがほんとうに、あって……宗朗！」

　複雑な想おもいに引ひき裂かれるダルタニアン。

「ぉぉぉおおお！」

　いよいよそのときが来たのか。

　宗朗の咆哮が宿の建物全体までも震ふるわせ、ピキッ！　パンッ！　なにかが弾ける音が中に混じった。

　ついに宗朗の手が伸のびる。両手が、ひとつのヒップをつかみ、がっちりと抱かかえ込むように引き寄せ……、

「そこまでだ」
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　不意に、後ろから冷水のように冷たい声が響ひびいた。

「やれやれ。こんなことになっているとはな」

　宗朗の背後に現れたのは、

「十兵衛！」

　かろうじて目を開けた千姫が言う。けれど後ろを振り向くにはなぜか身体が固まって動けない。

「ぐるるるっ！」

　気づいた宗朗が振り向いた。。身体ごと向き直るのと同時に、十兵衛に飛びかかろうとする。

　十兵衛は、寝ね乱みだれたような浴衣ゆかた姿すがたに大だい刀とうを提げていた。

　一いつ瞬しゆん身をかわすと、自らの浴衣を宗朗の顔めがけて帯ごと投げつける。

「ぉご!?」

「この程度で理性をなくすとは。まだまだ『将』の器うつわとしては未熟。……まぁ、そのことだけに特化した形とも言えるが、な」

　浴衣を脱ぎ捨てた裸身に白はく刃じんをひらめかせ、十兵衛がつぶやく。

　その刀が宗朗の頭上、大上段から振り下ろされる。宗朗の頭から真まっ直すぐに、真っ二つに両断される。というところ、

「ぐぁ！」

　鈍にぶい音とともに、宗朗が大きく声を上げた。

「峯みね打うちだ」

　つぶやきとともに十兵衛が刀の握にぎりを返す。同時に、畳たたみの上に昏こん倒とうする宗朗の身体。

「きゃぁっ!?」

「宗朗！」

　駆かけ寄る「剣姫マスターサムライ」たち。すでに呪じゆ縛ばくのような身体の拘束は解けていた。

「十兵衛、いつの間にその姿に」

　そう言うのはダルタニアンだ。

　催淫剤で自失している間に見失っていた十兵衛が、「剣姫マスターサムライ」の姿で現われたことに驚く。

「ぅぅ、ぅ」

　頭からかぶされた浴衣が剥がされ、宗朗は呻うめきながら首を振る。無意識に頭の中に手をやり、

「痛っ！」

　声を上げる。たったいま十兵衛の刀で打たれた、大きなコブができていた。

「よかった！　正気にもどったのね！」

「大事ないか。身体のほうはどうじゃ？」

「宗朗、なのか。我の知る……」

　心配する「剣姫マスターサムライ」たちが取り囲む中、宗朗が身を起こし、目を開ける。

「だいじょうぶだ。でも……」

　覗きこむ千姫、幸村、ダルタニアンを見回して、宗朗の顔がカーッと赤らむ。目をそらして、

「み、みんな、何か着たほうが……って、ぼくも!?」

「剣姫マスターサムライ」たちの裸身に面食らった宗朗だが、自身もまた浴衣を脱ぎ捨て、トランクス一枚だけの姿。そのトランクスも、なぜか半ばずり落ちている。

　宗朗に指し摘てきされ、そっちも恥じらいのために悲鳴を上げて裸身を覆う……と思われた「剣姫マスターサムライ」たちだが、

「よかった！　いつものヘタレな宗朗ね！」

「宗朗！」

　千姫が素肌のままで身をかぶせるのと、同じようにダルタニアンが抱きつくのが同時だった。

「ぅ、うわ！　千姫さま……ニア!?」

「ぅむ。よかったのぉ。よかった……こ、こら！　いつまで抱きついておる！　そのようにふたりとも、宗朗に乳を押し付けるでないわ！」

　ふたりと宗朗の間に割って入る幸村。

「あ……なんだか、ぼくが迷めい惑わくかけたみたいだね。どうなっていたのかわからないけど、ごめん」

　あやまる宗朗に、

「我われが悪いのだ。我がそなたへの想いにとらわれ過ぎて……」

　取りなすダルタニアンと、

「ううん、いいのよ宗朗。うれしかったけど、怖こわかったんだもん。やっぱりあんなのじゃイヤ。ヘタレでもふつうの宗朗がいいの。ふつうの宗朗に千は抱かれた……ぃ、痛い！」

　千姫の頭を一いつ閃せんしたのは、大鉄扇ではなくふつうの枕だったが、

「またどさくさにまぎれてなにを申しておるのじゃ！　紅こう毛もう女おんなも、いいかげんに離れんか！」

　その主はもちろん幸村だ。

「なによ、おチビちゃんだって、ちっちゃなお尻を突き出して、宗朗のこと、待ってたくせに！」

「な、なんじゃと！　おぬしらの大きな尻が場所をとってしかたないからじゃというに！」

「我が……あんな恥ずかしい、かっこうを……くっ！　だ、だが……」

「ま、まあまあ、みんなとりあえず浴衣を着て……」

　かろつじて取りなす、正気に戻った宗朗。

「やれやれ。騒さわがしい」

　だがそんな喧けん噪そうも、十兵衛のひと言でたちまち吹ふき飛とんでいく。抜ぬき身みの刀身が、宗朗の、それと「剣姫マスターサムライ」たちの目の前にかざされる。

「おまえたちは……」

　十兵衛の目が、宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちを順に見つめる。いつもよりも、ずっと醒さめた碧あおい瞳ひとみが輝く。

「どうやら誤解しているようだな」

「誤解、じゃと？」

「そうだ。『剣妃サムライブライド』とは、『将』が選びさえすればよいもの、と。また、単に『剣姫マスターサムライ』より強いもの思っているようだが」

「違う、のか」

　幸村や宗朗が問う中、十兵衛がわずかに笑った。

「『剣妃サムライブライド』とは、なりたくてなるものではない。なれどいずれ誰だれかがならねばならぬもの。それは、必ず、な」

　その笑え顔がおがほんの少しだけ寂さびしそうに見えて、

「十兵衛、さん……」

　宗朗がつぶやいた。のと時を同じくして、ぐらり、十兵衛が目を伏ふせるとゆらめくように倒れた。

「十兵衛！」

　とっさに差し伸べた宗朗の腕うでの中で、やがて、

「……ん。お兄ちゃん？」

　ふたたび開かれた眼差しはあどけなく見上げてくる。

　それを見て、

「うん。よかった。十兵衛」

　ほほえむ宗朗も、

「また行ってしまったの？　……でも、キスなんてしてないわよね。宗朗」

「現われるときも行くときも謎なぞだらけというわけじゃな。もっと聞きたいことがいつもあるというに」

　千姫に幸村も、ホッとしたようにうなずく。ようやく、浴衣や掛け具で裸身を隠かくす余裕を取り戻していた。

「宗朗さま。まだそのときではないと……。けれど義仙はまだ、あきらめていないんです。こうとなれば宗朗さまの『将』の力で、荒あら々あらしく義仙の身を食い破ることだって、望んでいるんですから」

　いつのまにか、部屋を見下ろす庭木の上へ身を上らせていた義仙。わずかに微笑むと、そのまま姿を消した。

　そして、

「……心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずしい……心頭滅却すれば御お姫ひいさまのお肌もまた……ぅぶぶぶ！」

「ふん！　ぅん！　とぁ！」

　あれから一時間以上が過ぎても、いまだ滝たきに打たれ、鑓やりの稽けい古こに終わりのない半蔵と又兵衛であった。
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「なんです？　操作モニターの画像が消えたです」

　天てん海かいが地下の操作室で身を乗り出す。

　しかし機器を操作しても、半分以上の画面は真っ黒のまま。砂嵐にさえならなかった。

　じつは「将」の力が瞬しゆ間んか的んてきに高まった宗むね朗あきらの「気」で、電子機器の基き盤ばんが焼けてしまい、旅館の室内に仕し掛かけたカメラが全ぜん滅めつしたのだ。

　そうとは知らない天海は、

「この、このダメカメラですか！　ダメモニターです？　まったく、たよりにならないです。ダメダメです！」

　次々とモニターを揺らしたり叩たたいたりしたあげく、憤いきどおって机を叩いた。大きな音が地下の室内にやけに大きく響く。

「ふぅー！」

　大きく息を吐はいたあと、天海は赤い顔でジャージの上着の胸むなもとをつかみ、何度も持ち上げるようにして襟えりぐりから空気を通す。

　それでも足りずに、

「な、なんです。暑いです、この部屋！」

　ファスナーをすっかり下ろして、バサバサとジャージの前を扇あおがせる。

　じっとりと汗をかいていた。

　それも、ただ暑いだけでなく、

「身体の中が……こ、こんなの、初めてです」

　いまや、天海の頬ほおがたっぷりと朱しゆに染まっているのは暑さからだけではなかった。

　その証しよう拠このように、モジモジと両りよう脚あしの腿ももをすり合わせる。

　ジャージの上から無意識に、腿の間に差し込んだ腕で、股こ間かんをギュッと圧迫してしまっていた。

「おかしいです。なんだか変な気持ちに……、さ、作戦を遂すい行こうしないといけないのに。あの徳とく川がわ千せんにひと泡あわ吹ふかせて、たっぷり恥はじをかかせてやらないと気が済まないです、なのに。うぅぅ……」

　こんどは胸までも苦しくなってくる。

　呼吸するごとのドキドキした痛み。さらには、キュゥンと甘あまくせつなく疼くような……。

「は、まさか……！」

　天海は、ジャージをはだけた胸を自分で覗のぞき込む。

　ジャージの中は下着だけだから、白いブラと、カップからはみ出したバストの谷間が見えた。

「心臓発ほつ作さ？」

　間ま違ちがっていた。

　あきらかに、さきほど二個も食べた饅まん頭じゆうのせいである。

　それは宗朗や彼の「剣姫マスターサムライ」たち、それにダルタニアンを暴走させた、強力な催淫剤の入った菓か子し、その余りだったのだ。

　ちなみに、菓子として出された饅頭は各人一個なので、天海は幸ゆき村むらや千せん姫ひめたちの二倍の催淫剤を服用したことになる。

「ぁあー！　もう、もう！　なんだかなんだかなんだか、こんなことをしている場合ではないです！　もっと、もっと……」

　気がつくと、天海は地下の操作室を飛び出していた。

　走りながら、

「な、なんです？　どこへ向かっているのです？　とにかく……この火ほ照てりを冷まさないと、この、身体の芯しんから炎ほのおが噴ふき上あがってくるような……」

　その瞬間、天海の脳のう裏りに浮かんだものがある。

「はへぇ!?」

　とたん、口から奇き妙みような声が出た。

　同時に、天海の歩みが止まっていた。表情が中ちゆう途と半はん端ぱに崩れ、なんとも不思議なものを見るような、感じるふうに歪ゆがむ。

　次の瞬間、

「ぅぅぅ……!!」

　ボン！　それまでにないほど天海の顔が朱に染まる。朱で塗ぬりつぶされる。

　さらに頭から湯気が出るほどの熱が上り、顔からは大量の汗が。

「な、な、な、なんで！　わたしは、以前には確かに、徳川生徒会長さまを、お、お、お慕したい、していましたです。けれどいまは……もう、ぜんぜん、ぜんぜん！　というのは慶よし彦ひこさまを想うとセットであの徳川千が思い出されて、逆にムカムカするからです！　ですから心の隅からももう慶彦さまを追い出して、それでもう殿との方がたとはいっさい関かかわりなく、誰とも、なんとも思わない、そういう時間をずっと……なのに!?」

　長い独白のあと、天海は分厚い黒くろ縁ぶちメガネを外すと、ジャージの袖そでで顔の汗を拭ぬぐった。

「ぐ……！」

　と唇を噛かみしめる。

　真っ赤な顔のまま、再び走り出す。全速力だ。

「柳生やぎゆうのあんな男、倒すためだけに意識してるです。それだけ、それだけです！」

　言い訳のようにつぶやきながら、えんじ色ジャージの美少女が老し舗にせ旅館の廊ろう下かを走はしり抜ける。

　ちょっと、いや、かなりシュールな光景である。

　そしてその光景は、

「あれ……誰？」

「仲居さん、でしたような」

「んー、どこかで見たような……」

　訝いぶかる「剣姫マスターサムライ」たちの間を突とつ破ぱして、天海は玄げん関かんから外へと飛び出して行った。



「十じゆう兵べ衛えさんが言ってたことって、つまりはどういうことなんだ……」

　ひとりになって戻った布ふ団とん部屋で、宗朗は眠ねむれずに暗がりの天てん井じよ板ういたをながめていた。

『「剣妃サムライブライド」とは、なりたくてなるものではない。なれどいずれ誰かがならねばならぬもの。それは、必ず、な』

　どういう意味なのだろう。

「『剣妃サムライブライド』が強さだけで『剣姫マスターサムライ』に勝っているものではない、とか」

　サムライが「将」と契けい約やくすれば、より強い「剣姫マスターサムライ」となる。

「剣妃サムライブライド」は「剣姫マスターサムライ」からさらに選ばれた者なのだから、これまでは単純に、「剣姫マスターサムライ」よりも強い存在として考えていた。

「そうじゃない、のか」

　ならば、対天あま草くさ戦せんのおり、より強い戦力という意味で「剣妃サムライブライド」を渇かつ望ぼうしたのも間違っていたのだろうか。

　答えは出ない。幸村でさえ、

『わらわも、少々考える』

　としか言わなかった。やはり、これまでの考えが根本から覆くつがえる可能性に頭を悩なやましているようだった。

「幸村でさえ、わからないんだ。すぐに答えなんて出るわけない。……でも十兵衛さんは知っているんだよ、な」

　改めて、覚かく醒せいした十兵衛という存在に、思考がいきついてしまう。だがそれこそ、答えの出ない問いだ。

「やめだ！　とりあえずいまやるべきは……寝ねること、だな」

　時計はもう三時を回っている。

　深夜から始まった騒そう動どう。騒ぎが収しゆう拾しゆうするまで、こんなに時間がかかってしまったのだ。明日は近くの行楽地などを見に行ってから帰る予定なので、朝が早い。

「寝よう。眠って、明日すっきりした頭でまた考える」

　誰にともなくそう言って、宗朗はふとんを被かぶった。

　ところで、宗朗以外の「剣姫マスターサムライ」たちはというと。

「……なんだか狭せまくて息苦しいんだけど」

　八畳ほどのひと間に、姿を消した義ぎ仙せん以外の全員が詰つめ込まれていた。

　千姫、半はん蔵ぞう、幸村、又また兵べ衛え、佐さ助すけ、ダルタニアン、それに十兵衛の七人だ。

「御姫さま、ご辛しん抱ぼうを。これも、全員がひとところにそろっていればトラブルも未然に防げる、ということですので」

「トラブルは起きないかもしれないけど、なによこの大部屋感覚……。千は中等部の修学旅行だって、スイートの個室に泊とまってたんだから！」

「……おぼえております。一いつ般ぱん生徒たちの旅館とも違ちがう、三つ星のホテルでしたので」

　ホテルの手配や、その後の日程でも千姫を特別待たい遇ぐうしなくてはいけないなど、心労、疲ひ労ろうの極きわみにあった半蔵が、当時を思い出して言葉を濁にごらせる。

「な、なによ。いまならふつうに団体行動くらい、千も……」

　つまり、中等部時代の千姫はいまよりもずっとわがまま勝手で、しかも自身それに気づいていなかったのだった。

　その意味では、

「御姫さまも、ずいぶん成長なされたと、この半蔵、うれしく思いま……ぐっ！」

　感かん慨がい深ぶかい半蔵だが、そんな感慨にふけるヒマもなく、布団からにょっきり突き出された千姫の足で蹴けられた。

　そうする間にも、

「すぅぅ、ぴぃぃ……」

「ふぅ～、はぁ～」

「ゥ、ゥキャゥ」

「んぐ、むぐぐ……ん、ふぅー」

　さまざまな寝ね息いき、小さなイビキまでがあちこちから聞こえてくる。加えて、寝ね返がえりで起きる衣きぬ擦ずれの音。

　だが千姫は、

「ふん！　もういいわ、寝るわよ！」

　文句を言ってもらちがあかない、とばかり、布団をかぶって丸くなってしまった。

　その姿に、

「はい。おやすみなさい、御姫さま」

　半蔵も小さく言うと、わずかに微笑ほほえんで枕まくらに頭を沈しずめた。

　という「剣姫マスターサムライ」たちの部屋と、廊下を挟んで隔へだたった宗朗の布団部屋。

「……」

　何度目をつむっても、いっこうに訪おとずれることのない眠ねむ気けに、宗朗はそろそろ焦じれて来ていた。

　どうやら先ほどの暴走がたたってか、「将」の「気」がまだ残っているらしい。

　わずかなりとも身体中を駆けめぐって、その興奮が眠りを妨さまたげていた。

「ふう」

　掛かけ具をはぐると、身を起こす。

「これはやっぱり、頭を冷やして来たほうがいいみたいだな」

　言いながら、わずかにかいていた額の汗を拭った。

「冷やさないといけないのは頭でなく身体のほうかも、な」
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「……もう冷えた。もうじゅうぶんだと思う。もう」

　誰にともなく言う宗朗は、こんどは鼻を押おさえてすすり上げなくてはならなかった。

　頭を冷やす目的で旅館の庭に出て約三十分。

　薄うすい旅館の浴衣ゆかただけでは身体のほうも必要以上に冷え、肌はしっかり粟あわ立だっている。

「なんだかさっきも頭を冷やそうと庭に出て……ん？」

　そろそろ戻もどろうとするさなか、庭の外れのほうからバシャ、ザブッ、と水の音が聞こえて来る。

　その方向には、露ろ天てん風ぶ呂ろがあるはず。しかし、

「また誰か、お風呂に入ってるのか。こんな時間に」

　気になった宗朗は、そろそろと近づくと、露天風呂と庭との境の板いた塀べいに近づいた。声をかけて確かめよう、としたとき、

「ぷはぁ！　まだ、まだですか、まだなんだかムラムラ、ムズムズと……この身体は、どうなってるですか！」

　塀へいの向こうから声が聞こえてきた。合間合間に、ザブッ、と激しい水の音が混じり、その間は声も途と切ぎれる。

「水でも浴びてるのか。でもこの声」

　聞き覚えがある。

　より間近で聞こうと、宗朗は板塀に密着するほど身を寄せる。耳までも板につけようとしたとき、

「あ！」

　メキメキ、音を立てて板塀が倒れた。

　どうやら長年、湯気や直接、湯に触れていたため、板の根本が腐くさっていたらしい。あっけなく、板は風呂側へと倒れ込み、

「うぁあああ！」

　もたれていた宗朗までも、露天風呂へと放ほうり込まれる。

　ドボッ、ン！　大きな湯柱とともに、身体ごと湯船の中に落ちた。

「へぁ!?　ほぁぁぁあああ!?」

　これに驚いたのは、露天風呂にいた少女。もちろん天海だ。

　ひとり、露天風呂に入っていたのは、己おのれの火照った身体を冷ますためだ。その点では宗朗と同じと言える。

　そのため、温かい湯船の中には入らず、そのかたわらで桶おけにくんだ水をひたすら頭から浴びていた。

　もちろん全裸。風呂なので全裸。

　外すと何も見えなくなるのでメガネはしたまま。洗うつもりではないので、髪かみも引っ詰めたまま。

「ぷはっ！」

　ようやく宗朗が、湯船の中から顔を出す。口から湯を吐き出した。その姿に、

「お、お、男です？　お、お、お、おまえは！　柳生……よ、よりによって、宗朗……です!?」

　間違いない。いまこの旅館内に男子は宗朗ひとり。

「ご、ごめん！　脅おどかすつもりはなかったんだ。あ、もちろん、覗くつもりとか、そういうのもなくて、いま出るから、すぐ……」

　あわてて湯船から上がろうとする宗朗。

「あ、あひ……」

　動転する天海。後ずさる。

　けれど、濡れ鼠ねずみになった宗朗の顔や、濡れて身体にぴったり張り付いた浴衣などを見るなり、

「ぇ」

　ドクン！　天海の心臓が、びっくりするほど強く、大きく打ち始める。

　心臓だけではない、身体のどこか奥おく底そこのほうで、ズキン、ズキュン！　脈打ち、弾はじけ、何かがあふれ出す。

「え、ええと、露天風呂の入り口は……」

　板が折れて倒れたところは障害物のようになっている。宗朗はやむなく、ふつうに露天風呂の出入り口に向かおうとするのだが、

「ちょっと、待つです！」

　呼び止められ、足を止めた。

　振り返ると、わずかな手ぬぐいで裸身を隠した天海が、真っ赤に震えながら宗朗のほうを睨にらんでいる。

「あれ、きみ……あ、ご、ごめん！」

　つい見つめてしまって、あわてて目を逸そらす宗朗。

（誰だったっけ。知ってるような……でも）

　引っ詰め髪に分厚いメガネ。そんな少女は宗朗の知り合いとして記き憶おくにはない。

「仲居さん？」

「違うです！　ぁ、いや、違わないけれど、そういうことでなく！」

　自分から呼び止めた手前、引っ込みがつかなくなったのか、天海が宗朗を指さしながら立ち上がる。

　片手で裸身に押しつけた手ぬぐいを支えながら、一歩、二歩、宗朗に向かって踏ふみ出した。が、

「ぇあ!?」

　ズルッ、滑すべった。洗い場の苔こけむした床ゆかが何度も浴びた水で濡れて、かなり滑りやすくなっていたのだ。

　板塀の根本が腐っていた件といい、これもまた老舗旅館の弊へい害がい。

　ともあれ、

「ほへぁあああ!?」

　その場で脚あしを高々と上げ、頭から落ちる、というところ、

「危ない！」

　とっさに天海の裸身を受けとめたのは、誰あろう宗朗だ。

　しっかりと、背中から抱だき抱える。

　その形は、いわゆる「お姫さま抱っこ」。

「ぁく、ぁ、ぁ」

　一瞬、固く閉じた目ま蓋ぶたを、おそるおそる天海が開く。見上げるとそこには、

「だいじょうぶ？　仲居さん」

　覗き込む宗朗の顔が。天海を安心させようとしてか、わずかに微笑んでいる。

「な、仲居ではないと！　……ほひっ？　へはぉあ!?」

　が、そこで天海も気づいた。またも奇妙な声が出る。

　倒れかけたひょうしに手ぬぐいも放り投げてしまい、身をおおう物は何ひとつない。

　そんな、生まれたままの姿を宗朗に抱かれている。

　身につけた人工物は、分厚い黒縁メガネと髪かみ留どめのゴムくらいだ。

　宗朗もまた、濡ぬれまみれて大きくはだけた浴衣姿だから、いやがうえにも肌はだと肌が触れ合い、こすれ合い、密着する。

　そこから伝わる感かん触しよく、やわらかさ、あたたかさ、脈動、までも。

「な、な、な、なんで、どうして」

　思わず口走る天海に、

「いや、なんだか慣れてて。こういうことに」

　そう言って笑う宗朗。

　さっきよりも、顔が近い。笑ったひょうしに覗いた宗朗の歯の白さがやけに輝いて見える。

「へ、ぁあ……」

　抱かれた際、とっさにつかんでいた宗朗の肩かた口ぐちの、筋肉の盛り上がりに驚く。

　これ以上ないほど限界まで真っ赤になった天海は、顔だけでなく全身の肌までもが朱に染まって、ポッポッ、と身を火照らせていた。

　戸と惑まどいながら視線を落とすと、そこに自身の剥むき出し過ぎる身体がある。

　千姫ほどではないものの、トップ八十センチ後半、Ｄカップは確実にカウントするバスト。

　いつになく張りを増し、尖とがりを強めている。そして、その向こう……、

「!!」

　視線が移るのと同時に天海は、これまでにない感情に塗りつぶされた。

「え？」

　不思議と天海の変化を感じ取った宗朗が言う。が、

「ほぇああ！　くほぉ！」

　名状しがたい奇き声せいとともに、天海が宗朗の顔を押し退のける。手て脚あしをやみくもに、バタバタ暴れさせる。

「どうしたんだ。わ、わかったよ、いま、下ろす……どぁ！」

　天海の足先が顎あごに命中し、宗朗は思わず手を離はなしてしまう。

　宗朗から離れた、というより落とされた天海だが、そこはサムライ。軽かろやかに着地を決める……、

「かは！」

　ところが、ドスンと尻から落ちた。

　身体が思うように動かない。

　全身、限界まで赤く染まった上に、収まるどころかまだ熱を増していく裸身。発火するのか、といったふう。

　そのうえ、いまは片かた膝ひざをついている天海だが、拾い上げた手ぬぐいで覆おおっているのは、胸や下半身ではなく、おもに、

「ぐぬぬ……」

　お腹なか。

　そのせいで、Ｄカップのバストはさらされたまま。

「あ、あの、仲居さん」

　指摘しようとして、宗朗は視線をそらす。その仕草で、

「は！」

　あわてて胸と下半身も手ぬぐいで隠す天海。

　じつは、宗朗に抱きかかえられていた際、天海は自分の裸ら身しんを上から見下ろすアングルになった。

　そこに見えたのは、Ｄカップバストの向こう、最近不ふ摂せつ生せいがたたって少々サイズを増していたウエスト。

　二段腹、もしかすると三段腹になってしまっていた。

　自分のお腹に刻まれた肉の盛り上がりと、刻まれた皺しわ。

　それが目に入ったとき、天海は、裸のバストや下半身をさらしているということよりも、もっとずっと、少女らしく動どう揺ようしたのだった。

　恥はずかしい……！

　裸だから恥ずかしいはずなのに、それよりももっと、お腹のたるみを見られるのが恥ずかしい。

　イヤだ。絶対見られたくない。なぜなら、

「（見られたくない。見られたら、死にたい……はっ！）」

　唐とう突とつに気づいた。その理由が、さらに天海を打ちのめした。

　好きな人には、見られたくない。

　もともとの容姿ならいい。

　けれど、それは本来の状態ではないもの。

　ベストコンディションならば、もう少し天海のお腹は引き締しまっていて、見せたい、とまでではないものの、見られてもなんら恥じるところはないはず。

　つまり、いまはダメだけれど、好きな人にならほんとうは見てほしい。

　そんな乙おと女めご心ころ。

　そして天海は、まぎれもないサムライで、乙女。

　ただ誤解のないように記すならば、この場合「三段腹」は少々、いやいやかなり気にしすぎ、であった。

「お姫さま抱っこ」状態ということは、つまり思い切り身を屈かがめた、丸めた状態でもあり、腹部が圧あつ迫ぱくされる、ムニュ、っと押し出される。

　ようは皮ひ膚ふからしてたるんでしまうわけで、どんなにスリムな身体でも腹部に皺は必ず刻まれる。

　これが、天海がもっとも意識する千姫だったとしても、痩やせすぎでもない適度な肉付きの下半身には、二段腹の皺は確実に刻まれてしまうだろう。

「す、す、好……がはぁ！　はぁ、はぁ……！」

　しかし、もはやそんな理屈もわからないほど、はっきりと宗朗の存在が天海の中で刻まれてしまっていた。

　敵、としてではなく。

「仲居さん？」

「だから！　仲居ではないです！　わたしは……わたしの名は、南なん光こう坊ぼう……」

「あー、ここにいたのね、宗朗！」

　不意に、声が混じった。
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　それは天海が別の意味でもっとも意識する、ある意味、もっとも生で聞きたくない声。当然それは、

「千姫さま！」

　振ふり返った宗朗の目にも飛び込んでくる。

　やはり浴衣ゆかた姿すがたの千姫。そして、

「宗朗くん、その方は……」

　しっかり付き従う、やはり浴衣姿の半蔵だ。

「委員長も。どうしてここに」

　宗朗の問いには千姫が答えた。

「そんなの、『将』になにかあれば、『剣姫マスターサムライ』に伝わることくらいあたりまえなんだから！　千にわからないと思ったの？」

　胸を張る。

　が、じつは、

「御姫さま、やっぱり眠れないから厠かわやへ行こうとして、騒ぎに気づいたのでは……」

　半蔵が小声で言う。千姫は咳せき払ばらいして、

「黙だまってなさいったら！　……んん！　そんなことより、宗朗、ついさっきの騒動も収まらないうちに、これってどういうこと！　ちゃんと千に説明なさい！」

　キッ！　宗朗をにらむ。

「ぁ、いや！　これはちょっとした事故で……たまたま通りかかったら、その、露天風呂の塀が崩くずれて……そのうえ仲居さんが偶ぐう然ぜん滑すべって転びそうに」

「たまたま通りかかって、どうして塀が崩れるのよ！　そのうえまた偶然？」

「それは、たぶん古くて板が……」

　事実を言っているだけなのに、なぜかどんどん汗あせが出てくる宗朗。そこへ、

「待ってください、です！」

　声が響いた。

　宗朗も千姫も、半蔵も声の主を見る。それはもちろん、

「あんたは黙ってなさいよ、笙しよ子うこ！」

「わたしは仲居ではないです！　その名も南光坊……ぇあ？」

　自分で名乗るまえに千姫に迷いなく指し摘てきされて、天海の表情が中途半端に崩れた。一瞬、固まる露天風呂内の空気。

「笙子、さんって、天海のことか？　仲居さんが？　いや、でも天海は、仮にもあの手て強ごわい甲こう賀かくノ一の八はつ哥かし衆ゆうを率いていたリーダーだし、こんなところで……」

　宗朗は天海の顔を見ながら言う。

「そ、そうです！　いや、違うです！　わ、わたしは……」

「そうだよ。天海がこんな、地味な仲居さんのわけないよ。彼かの女じよは……たしかにちょっと残念な感じだけど、もっとかわいいっていうかきれいな」

「なんです！　聞いていればひとを地味だのなんだの！　そのうえ、かわい、い!?　ほへぁ!?　い、いまなんと……」

　こんどこそ、天海の顔が真っ赤に染まる。千姫たちの登場で冷めていた頬が、発火しそうに火照る。

　が、こんどは千姫が黙っていない。

「ちょっと宗朗！　黙って聞いていればなに言ってるのよ！　笙子のこと、まさか気に入ってるんじゃないでしょうね！」

「お、御姫さま、興奮なさらず」

「ち、違うよ、地味な仲居さんと較くらべたら、天海のほうがっていうことで、あ、すいません、いや、ぼくが言いたいのは」

「や、やっぱりバカにしてたですか、わたしは……！」

　またも混乱に逆ぎや戻くもどり、というところ、

「あー！　もう！　黙りなさいってば！」

　千姫が一いつ喝かつする。

　改めて天海に向き直ると、

「あんただったのね。だいたいそんなところだろうと思ったけど。千たちみんなが変な気持ちになったりしたのも、食事に何か仕込んであったのよ。笙子、せこいあんたのやりそうなことよね」

　言いはなった。対して、

「なに言ってるです！　もとはといえば生徒会長に宛あてたわたしの手紙を全校放送で流した、徳川千！　おまえのせいです！」

　天海も負けじと、指を突き出す。

「え、じゃあ、仲居さんって、ほんとうに天海の、天あま海み笙子さん、なのか」

　あっけにとられる宗朗。その横で、うんうん、とうなずく半蔵。

「天海……笙子さんは、普ふ段だん着ぎには気を使わない方でしたから」

　中等部で同じクラスだった千姫と半蔵は、天海のそういう性格を知っているらしい。

「そうそう。制服を何着も持っていて、隙すきがないように着回しているし、髪も完かん璧ぺきにセットしてるくせに、いったん寮りようの個室に帰ると、人が変わったみたいにボサボサ頭にメガネでジャージって」

　どうやら天海のそんな姿を初めて目もく撃げきしたのもやはり千姫のようで、

「う、うるさいです！　ジャージはくつろぐのにも勉強するのにももってこいのリラクシングウェアです！　コンタクトだって一日していたら目に悪いですし髪だってじゃまにならないようにまとめて……」

　天海は反論するが、

「だとしても、ジャージもそれ、中等部のときのままじゃない。脱だつ衣い場じように残ってたから、それでもピンと来たのよね」

「やっぱりちょっと、残念な方のようです」

　千姫に軽くいなされ、半蔵には同情される始末。

「残念って言うな！　です！　ああ、もう、徳川千！　おまえはわたしのいちばん悪いタイミングでいつもいつも、いつもぉお！」

　本気で怒おこっているのに、なぜか涙なみだ目めな天海。

　やはり天海にとって千姫は鬼き門もん、天敵のようだ。しかも当の千姫のほうは、ほとんど意識していないのがよけい悔くやしい。

「いいじゃない。もう気が済んだでしょう？　このまま退けば、千たちも追うことはしないわ。学園で会っても、知らない振りしてあげる。あ、でもやっぱり、あのジャージは、せめて高等部のに替かえたほうがいいんじゃない」

　もはや勝負あった、とばかり千姫が言う。

　そのままきびすを返そうとするところ、

「ば、ば、バカにするなぁ、ですぅぅうう！」

　天海が叫さけんだ。が、

「い、いまは武器もないです。ここは戦術的撤てつ退たいです……！」

　千姫に向かうのではなく、背を向けると湯船に飛び込んだ。

　千姫と半蔵が、脱衣場である露天風呂の出入り口側に位置しているのでそちらへは向かえず、宗朗が壊こわした板塀から外へ脱出しようとする。

「ぁ、天海！」

　宗朗が声を上げたときには、天海は湯船の中を跳とぶように走りながら、

「まだまだ、この旅館には多くの仕掛けが施ほどこしてあるです！　おまえたちひとりひとり、順番に罠わなにかかるといいです！」

　余よ裕ゆうの言葉を投げつけつつ、あと一歩で板塀の破れ目から外へ出る、というところ、

「地下の操作室に戻ったら、すぐに全部の罠を作動させて……はぎゃっ!?」

　不意に、天海の身体が跳はね上がった。

　自分から跳んだのではない。片かた脚あしを大きく跳ね上げ、足先を空へ向けるかっこうで、身体ごと持ち上がる。

「あれは……！」

「なによ、これって」

　半蔵と千姫が見上げる中、

「はやぁぁぁあ！　ひぃぃいいい！」

　夜空に、天海が浮かんでいた。

　上下さかさまで。

　片方の足首には縄なわが巻き付き、それが頭上の長大な竿さおの先に繋つながっている。

　つまり天海は吊つり上げられた魚のように、縄の先でブラブラ揺ゆれているのだ。

　それも上下さかさま。入浴（正確には水ごり）の途と中ちゆうだったので、全ぜん裸らで。片かた脚あし吊づりの憂うき目めに。

「ええと、これって、罠、よね。いま笙子が言ってた罠が、発動したってこと？」

「それも、ご自分で掛かってしまったようです」

　と、またも千姫と半蔵。

「でもどうして。この風呂にはぼくも落ちたけれど、なんともなかった」

　宗朗が不思議がれば、

「千たちだって、何度も入ったわよ。こっちは露ろ天てんの女湯だもの。けれど、誰も引っかからなかった。なのに」

「天海さんが入ったら、ピンポイントで罠にかかってしまったんですね」

　やはり千姫と半蔵。

　もちろん罠は最初から仕掛けられていた。

　宗朗の「将」の力の暴走で一部の電子機器が破は壊かいされたが、これは単純な仕掛け罠だったので作動に問題はなかった。

　が、道場の「剣姫マスターサムライ」たちやダルタニアンが入浴しても罠には掛からず、天海は速そつ攻こうで逆さ吊づりになる。

「残念……」

　としか言いようのない、

「ツキがないわね」

「運、悪いですね」

　宗朗、千姫、半蔵の言葉どおりの状態。

「こ、こ、こらぁ！　です！　言わせておけば、残念だのツキがないだの」

「だってそうじゃない」

「そうですね」

　逆さのまま、上から天海が叫ぶ。千姫と半蔵は取り合わず、さっきの続きで脱衣場へ戻ろうと背を向ける。

「無視するな、です！　まだわたしは負けたわけじゃないです！　まだ……ちょ、ちょっと、ちょっと待つです！　徳川千！　戻るなら、これをなんとかしてから行け、です。ここから下ろして……！」

　強がっても、ひとりでは降りられず、とうとう救きゆ援うえんを訴うつたえる天海。

「千姫さま、とりあえず天海を降ろしてあげましょうよ。このままじゃ、風か邪ぜ引いちゃうし、かわいそう過ぎる」

　とうとう宗朗が、天海を吊り上げている竿部分に取り付いて、なんとかできないかと始め出す。

　それを見て、

「まったく、世話が焼けるわね。半蔵」

　うんざりしたように千姫が言い、

「承知、しました。御姫さま」

　半蔵が振り返りざま、手から小こ柄づかを放った。

　手しゆ裏り剣けん代わりに使える小さな短刀で、このようなときでもつねに携けい帯たいしている武器のひとつだ。

　小柄は正確に天海を足首から吊り下げている縄を切きり裂さき、

「はぎっ！　ひぃぃぃいいい！」

　そのまままっすぐ、湯船に落下する。

　大きな湯柱が上がった。そして、プカッ、と背中から浮かび上がる、天海の裸身。まるで土ど左ざ衛え門もん状態。

「天海！」

　気き遣づかう宗朗が、抱きあげようとする。

「宗朗はよけいなことしないの！　さっきだって、そのせいでややこしいことになったんじゃない！」

「でも、このままほうっておけないよ。いま……ぅあ！」

　千姫に釘くぎを刺さされても天海をひとまず洗い場に抱かかえ上げようとした宗朗だったが、その腕の中から、白い裸身がスルッとすり抜ぬけた。

　意外だったのは千姫や半蔵も同じで、もはや天海は戦せん闘とう不能とみて、なんの防ぼう御ぎよ策さくもとっていなかった。そこへ、

「隙あり！　です！」

　天海が襲いかかる。しかし天海も武器は持っていない。

「御姫さま！」

　とっさに千姫をかばう半蔵。けれどそこへ、

「ぇぇぇえええ、と……南光坊、キーーーーック！」

　大きく助走をつけて跳び上がった、その軌き道どうのままに天海は、片脚を大きく突き出し、まず千姫をかばって立ちはだかった半蔵目がけ、蹴りを浴びせていく。

「さ、させません！」

　半蔵もけんめいに両りよう腕うででブロックして受け止める。

　が、天海の勢いが勝った。

「きゃぁあああっ！」

　半蔵の背後で千姫の悲鳴が上がる。

　天海のキックを受けて半蔵が弾はじき飛ばされ、結果、天海と千姫が直接ぶつかり、もつれるようにふたりとも露天風呂の脱衣場へと倒たおれ込んだ。

「い、痛ったぁぁあい。なにすんのよ笙子！」

　起き上がりざま、千姫が天海に食ってかかる。

　天海は側にあったリネンの棚たなからバスタオルをつかむと、かろうじて裸身をそれで包つつんだ。さらに、

「ぁはははは！　見るです！」

　脱だつ衣いカゴが並ぶ棚のひとつに手を突っ込むと、奥おくの壁かべに触ふれる。壁の一部が開いて、中からレバー式のハンドルが現われた。

「御お姫ひいさま、お逃にげください！　なにやら……」

「危ない！　千姫さま」

　気づいた半蔵と、宗朗が叫ぶ。

　しかし千姫は、

「笙子相手に本気で戦うなんて、なんか気分じゃないのよねえ。どうせまたせこい罠でも作ったんでしょうけど、わざわざアストラル体に変へん換かんして『剣姫マスターサムライ』の力を使うまでもないわよ」

　相変わらず浴衣姿でタカをくくっている。

　天海は、

「その余裕、あとで後こう悔かいするです！　ほえ面づらかいても、知らないですよ！　見ろ、です！　からくり仕し掛かけ床！」

　叫ぶと、レバーを力いっぱい押おし込む。すると、

「なに!?」

　メキメキ、バキバキ……！　脱衣場全体がきしむ音が響ひびき、大きく建物が振しん動どうする。と思うと、

「床が！　きゃぁぁあああ！」

　千姫が立っていた床が、大きく傾かたむいて落ち込んでいく。

　つまりは脱衣場の床全部が落とし穴。

　すっかり開いた床は、千姫を地下の穴へと呑のみ込んでいく。

「千姫さまっ！」

「御姫さま、これを！」

　宗朗が駆かけ寄よろうとし、半蔵が小柄の柄えにからませた縄を投げるが、間に合わない。

「はははは！　地下数十メートルの奈な落らくの底へ落ちるです！　二度と這はい上がれない……ほへぁ!?」

　が、レバーを握にぎっていた天海もまた、足元がなくなっていた。

　落ちる。千姫どうよう、天海も地下の穴に吸い込まれていく。

「ぇぁぁああああ!?」

　天海をも呑み込むと、脱衣場の床穴は役目を果たした、とばかりにせり上がり、元どおりに閉まった。

　落とし穴の罠。掛かった者、二名。千姫、天海。
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「ぁぁぁああああ！」

「ぅふぉぉおおれべぉく！」

　名状しがたい悲鳴とともに、ふたつの身体が落ちた先。

　ドポッォ！　水面だった。いや、水ではなく暖かい。湯気もさかんにあがっている。

　温泉なのだ。これもまた温泉。地下温泉。

　その湯の中に落ちたふたりは、

「ぷは、ぁ！」

　争あらそうように、湯船から顔を出した。

　たちまち、にらみ合う。

「あ、あんたね、なにやってんのよ！　ケガするところだったじゃない、笙子！」

　千姫がマジギレすれば、

「ふ、ふん！　見たか、です！　いい気味ですよ、徳川千！」

　負けじと天海も言い返す。

「ぅぅぅ！」

「ぬぐぐ！」

　お互たがい鼻先がくっつき合い、額と額で押し合いながら、絶対に相手の目から視線をそらさない。

「そんなことだから、あんた、モテないのよ！　陰いん湿しつに罠なんか掘ほってるヒマあったら、かわいい服とかおしゃれくらいしなさいよ、中等部のジャージとか、ほんとありえない！」

「別に、外へ出るときはちゃんとしてるです！　あれはたまたま、鍵かぎを忘れて外へ出たら、オートロックの寮の部屋が閉まって、そんなところに、おまえが来るのがいけないです！　誰だれにもバレてなかったのに！」

「おしゃれは内面から現われるものなの！　人が見ていないときこそ大事なんだから！」

「おまえのはただのぜいたくです！　内面からって言うなら、おまえこそ内面を磨みがけですよ！」

　ぐいぐいと額で押し込み、押されつつの罵ののしり合いだ。

「しつこいのよ、もうあんたたち負けてるんだから、いいかげんあきらめなさいよ！　そのうえ宗朗にまで手を出すとか、ほんと、最低！」

「はぁ!?　あんな男、どれほどの『将』かと思ったら、ぜんぜんたいしたことないです！　ぜんっ、ぜん……」

　言葉の途中で天海が口をつぐんだと思うと、みるみる頬ほおが赤くなっていく。それを目まの当あたりにして、

「ちょっと！　まさかあんた、お兄さまだけじゃなくて宗朗を」

「ち、ち、ち、違うです！　なんでもないです。あんなのまったく、ちっとも、寸すん毫ごうも、なんともないですから！　ふ、ふ、ふん！」

　千姫に突っ込まれ、強く否定する天海。

　けれど、肌の火ほ照てりは額を通じて千姫にまで伝わってしまっている。

「こぉのぉおお！　どろぼうネコがぁああ！」

　ボコ！　そのまま額をぶつける。千姫の頭ず突つき。

「ぅぶっ！　なにするですか、ネコにあやまれです！　それより、もういいかげんに観念するです！　ここへ落ちた以上は……」

　自分も落ちていながら勝かち誇ほこる天海に、

「はぁ？　だいたい、罠に掛けたつもりかもしれないけど、こんなの『剣姫マスターサムライ』の力を使えば一いつ瞬しゆんなんだから！」

「ほぉー、です。やれるものならやってみろです！　『剣姫マスターサムライ』の力とて万ばん能のうではないはずです！」

　天海に半ば挑ちよ発うはつされて、

「ええ、やってあげるわよ。ふふん、『剣姫マスターサムライ』にあって、サムライにはない能力、よぉーく見ておきなさいよね！　……ぇい！　ん？　あれ？」

　自信たっぷりに目を伏ふせると、意識を集中してアストラル体への「変身」を意図する。しかし……。

「どうしたです。ほら、さっさと『剣姫マスターサムライ』でもなんにでもなって力を使ったらいいです。ほらほらほら……あぶ！」

　最後のは、いら立った千姫が再度の頭突きで天海を黙らせた声だった。けれど、

「ん！　くっ……はぅ、ん！　……なんで？　どうして変わらないの？　せめて薙なぎ刀なたの花はな散ちら丸しまるだけでも」

　呼び寄せようとするものの、少しも変化が起こらない。

　それ以前に、「剣姫マスターサムライ」の姿に変わるときに起きる、徴しるしの痣あざが輝かがやいたり、身体の内部から湧わき出すような疼うずきがちっともない。

「まさか……、夜のあの騒そう動どうのせい？　あのとき、身体が燃えるように火照って、宗朗まで『将』の『気』が高まっていたから、それに応こたえて『剣姫マスターサムライ』のなにかを使いすぎてしまったっていうの？」

　天海が仕込んだ催淫剤がきっかけで起こった、宗朗と『剣姫マスターサムライ』たちの『気』の暴走。

　それがこんなところで効果を発揮するとは。

「ほぉー、です。なんです？　もしかして『剣姫マスターサムライ』の力が使えないですか？　『剣姫マスターサムライ』は、ただのサムライとは違うんじゃなかったんですか。早く見せてほしいです。『剣姫マスターサムライ』の力とやらで、この場から抜け出してほし……ふぎぅ！」

　勝ち誇った（ひとつも勝ってはいないのだが）天海が言うところ、千姫がその首をつかんでガクガク頭を揺さぶっていた。

「なに笑ってんのよ！　どうするのよ！　ほんとに閉じこめられちゃったじゃない！　なんとかしなさいよ！　いますぐここから出しなさいってば！」

「あぅあぅあぅ……！　は、離すです！　脳のう震しん盪とうになったらどうするですか！」

　天海は、つかまれていた千姫の手から逃のがれて、

「ふふん、です。どうやらほんとうに『剣姫マスターサムライ』の姿になれないようですね。なら、もうこのわたしが勝ったも同然です！　この落とし穴の天てん井じようは、特殊な鍵を使わないと絶対開かないですから！」

　こんどこそ勝ち誇る天海。得意顔。甲かん高だかい笑い声が、洞どう窟くつ中に響いた。

　しかし千姫は、

「その特とく殊しゆな鍵っていうの、あんた、持ってるの？」

「持ってるわけないです」

「じゃあ、どうするのよ。あんたもいま、落っこちて閉じこめられてるんだけど、笙子」

「……あ」
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「ここじゃな！」

　幸村が言うと同時に、隣となりに控ひかえた又兵衛が鑓やりを振り下ろした。

「ふん！」

　鑓先がかすめ、白しら壁かべがまっぷたつに割れる。

　旅館、奥の仲居部屋。その壁に不自然な突とつ起きを見つけた幸村が、又兵衛に命じて壁を破らせたのだ。

「これは」

「隠かくし扉とびらか！」

　半蔵と宗朗が目を見張った。

　露天風呂の床が開いて千姫と天海を呑み込んでから、ふたりは必死で床を動かそうとしたが敵かなわなかった。突つき破やぶることもできない。

　そこへ、露天風呂の騒さわぎを聞きつけて、幸村と又兵衛が現われる。

『おそらく、天海めがこの旅館のあちこちに施した仕掛けを管理する、集中操作室があるはず。それを捜さがすのじゃ！』

　天海が仲居に化けていたという事実から、操作室があるならば仲居部屋だろうと推測していた幸村。やって来てみれば、

「地下室、じゃな。行くぞ！」

　壁の向こうは何もない小部屋で、そこから地下へ降りる簡単な階段が伸のびている。幸村がまっさきに身を躍おどらせ、すぐに又兵衛が続いた。

「ここから、旅館のあちこちを見てたのじゃな……」

　ずらりと並んだ十数基のモニター。

　いまは、カメラのほうが壊れてしまったために、画面は多くが砂すな嵐あらしになっている。それでも、建物の外に配されたいくつかに野外の景色が映っていた。

　その中のひとつ、画面を四つに分ぶん割かつしたうちのひとつに、

「あれは、御姫さま！」

　半蔵が見つける。

「天海もいっしょだ」

　壁へき面めんは剥き出しの岩場になった穴の中。腰こしの辺りまで湯に浸つかった千姫と天海が、面と向かって対たい峙じしていた。

「このスイッチは」

　操そう作さ盤ばんの上のスイッチのひとつを、幸村が押す。と、

『あんたねえ、こんな深い穴まで掘って、バカじゃないの！』

『この竪たて穴あなは最初からあったです！　その上に脱衣場を建てて大きな落とし穴にする。誰も気づかない巧こう妙みような罠です！　バカじゃないです！』

『なにが巧妙な罠よ。自分で仕掛けた罠に自分が落ちるって、どんだけマヌケなのよ！』

『そっちこそ！　「剣姫マスターサムライ」になればこんな罠、軽く抜け出せるって言ってたです！　早くやったらいいですよ。ほら、早くやれです。すぐやれ、いまやれです！』

『なによぉ、自分のマヌケを棚に上げて、うるさいわねぇ！　バカ！』

『バカっていうほうがバカです！　バカ！』

『あー、もう、バカバカバカバカ！』

『なんです、バカバカバカバカ！』

　スピーカーから聞こえてくる、ひどく低次元なののしり合い。聞いている幸村や半蔵も、

「なんじゃ、これは」

「御姫さま、もう少しおしとやかにとふだんから……」

　うんざり顔に。

　モニターの中では千姫と天海が、お互いの首を絞めそうな勢いで組み合っている。

「これ、向こうに話しかけることはできないのかな」

　宗朗が言い、

「それよりも、天井の扉を開けることができれば」

　と半蔵も。そこから縄を垂らすなどして救出は可能だ。

「どのスイッチかのお。これじゃろうか」

　幸村が手近なスイッチを押す。と、

『きゃぁぁぁああ！』

　千姫と天海の悲鳴が入り混じってスピーカーから聞こえてくる。あわててモニターを見ると、

「お湯が！」

　竪穴の上から、大量の水が降り注いでいる。いや、湯気が出ていることから、湯だとわかった。

　その湯を頭から浴びて、千姫も天海も悲鳴を上げているのだ。

「打たせ湯、じゃな」

「そうじゃありません！　止めてください、御姫さまが！」

　半蔵が急いで手を伸ばす。別のスイッチを、押し込んだ。

　するとこんどは、

『……ぁ、ぁ、熱！　熱、熱い！　どうなってるのよ、これ！』

　千姫たちが浸かっているお湯がぼこぼこと泡あわ立だち、沸ふつ騰とうしはじめた。

「ジャグジー、ではないな。釜かま茹ゆでかの」















「天然温泉じゃなかった……」

　幸村の言葉に、又兵衛が残念そうに言う。

　どうやら、旅館の建物ばかりか、温泉までもが偽ぎ装そうのために人工的に作られた、罠専用施し設せつなのだ。

「早く水で埋うめなくては、御姫さまが茹ゆで上あがってしまいます！　……水で埋めなくては。さっきのボタンは、さっきの……」

　半蔵が、あわてて前回のボタンを探そうとする。が、どれか確証のないまま、次々と押すと、

『ひぶぇ！　ま、また水が！』

　こんどはしかし、岩がん壁ぺきの間から勢いよく噴ふき出して天海の顔を叩たたく。

　かと思えば、

『やぁん！　お尻しりの下からぁ！』

　やはり真水が噴き上げて、千姫のお尻ごと持ち上がりそうになる。

「千の大きな尻が持ち上がるとは。かなりの勢いじゃな」

「……」

　幸村の言葉に、こくこくとうなずく又兵衛。

「笑ってる場合じゃありません！　早く御姫さまを助けないと……！」

　せっぱつまって半蔵が、手近なレバーを引いたときだ。

　なにか小さな物が竪穴の上から落ちてきた。それが天海の頭に当たって、

『うぎゃ！』

　跳ね返り、湯の中へ落ちるというところ、かろうじて千姫が受け止める。

「ん？　なんじゃ、あれは」

　モニターの前で幸村が目を細めて顔を近づける。が、よく見えない。



「うぎゃ！」

　天海の頭を直ちよ撃くげきした物。

「っと！　なに、これ」

　千姫がつかんで、目の前にかざす。

　それは、見たこともないものだった。

　外観は透とう明めいの容器なのか樹じゆ脂しの塊かたまりなのか。長さ二十センチほど、太さ五センチほどの、両端を丸く絞った円えん筒とう形けい。

　透明なせいで中に封ふう入にゆうされたものが見える。ちょうど中心部に、長さ十センチ、太さ二センチくらいの金属の棒が入っている。

　しかもこの金属棒、中央に赤色のＬＥＤが点てん滅めつしていた。

　千姫が持ったこの棒状の物体を見て、天海が驚きよう愕がくする。

「ぁややふ！　そ、そ、それは……！　しかも、もう点滅、始まってるです！」

　驚おどろいた顔が、みるみる青ざめていった。小さく震ふるえ出す。

「なによ、これがなんだっていうの？　中に機械が入ってるけど、なにをするものなの、教えなさいよ、笙子！」

　再び千姫に肩かたをつかまれ、揺さぶられて、天海は前後に頭をガクガクさせていたが、

「は、放すです！　頭がおかしくなるです、気持ち悪いです！　……それは、時限爆ばく弾だんです！」

　天海の口をついて出た言葉に、千姫は眉まゆをひそめる。

「時限爆弾？　これが？」

「そうです！　しかも、もう作動してるです。そのチカチカが証しよう拠こです。おそらく、さっき頭に当たったときに、スイッチが入ったです」

　そのときの頭の痛みもあって、千姫に揺さぶられ、より気持ちが悪くなったのだ。

「なんでそんなものが降ふってくるのよ！　爆ばく発はつしたら危ないじゃない！」

「爆発したら……こんな狭せまい、岩だらけのところで爆発したら、確実に、わたしたち、死ぬです」

「あ、そう。やっぱり……って、はぁあ!?　死ぬ？　死ぬってどういうこと？　なんで千があんたといっしょに死ななきゃならないのよ！　バカ、バカ！　なによ、爆弾って、なんでそんなもの出すのよ！」

　またも肩をつかんでガクガク、というところ、天海が千姫の手から爆弾をもぎとった。

「やめるです！　ショックを与あたえると、時間が来なくても爆発するですよ」

「ショックを与えても、って、じゃあ爆発までの時間は何分なの？」

「十分です。でももう二分くらい経たってるから、八分ちょっとです。ここに正確な時間が出てるです」

　こんどは天海が爆弾を千姫の目の前に突きつける。

　ＬＥＤの点滅がある逆の側には液えき晶しようのデジタル計があり、残り時間を表示している。もう八分と十数秒しかなかった。

「ど、どうするのよ！　解除する方法は？　あるんでしょ、早く解除なさいよ、早く、バカ！」

「バカはよけいです！　……あるにはあるです。でも」

「早く言いなさいってば！　教えなさいよ！」

　千姫のけんまくに、天海が口を開く。が、なぜか表情が冴さえない。教えたくないふうに見えるのはなぜなのか。

「……爆弾は中心の機械部分です。その周りを、透明な飴あめで覆ってあるです」

「あめ？　雨……飴？　なぜ、どうして？」

「飴だから溶とかせば中の爆弾を取り出して時限装置を解除できるです。でも、いきなり割ったり、叩いたりすれば、ショックで爆発するです」

「なによ、それじゃどうすればいいの。きゃ！　もう八分切ってるじゃない！」

　確かに、デジタル計はもう七分台を表示していた。

「なので、飴でできた部分を溶かすには……！」

　それまで躊ちゆう躇ちよしていた天海が、猛もう然ぜんと動いた。

　飴あめ爆ばく弾だんを足元の湯に浸ける。ゆらゆらと湯の中で振り続ける。

「そんなのじゃ、溶けないわよ。貸して！」

　千姫が、天海の手からまたも飴爆弾を奪うばい取とる。

「お湯で溶かすなんて、無理よ。こうして……！」

　熱湯ならばまだしも、入浴に適した四十度程度の湯では、とうてい外側の飴部分は溶けない。

　千姫は握った飴爆弾を湯に浸けたまま腿ももに挟はさんで、そのまま出し入れする。これなら、湯の温かさにプラスして、摩ま擦さつ熱ねつが飴を溶かすはず。

「ど、どう？　少しは溶けてる？」

　湯の中、ジャボジャボと音を立てながら、飴爆弾を腿の間に出し入れする千姫。

　最初は膝ひざに近いあたりで挟んでいたのに、よりすっぽりと包み込める太ふと腿もも、それも股こ間かんに限りなく近いあたりでの抜き差さしになってしまっている。

「ぅ、あん！　な、なんだか……でも、こっちのほうが、接せつ触しよく面積が増えるから早く溶けるはず……ぅぅぅ、ん！」

　そんな千姫の姿を、最初こそ呆あきれたように見ていた天海だが、

「わ、わたしも、やるです！」

　千姫と背中、というよりお尻をぴったりとくっつけると、飴爆弾のもういっぽうを両手で握る。

　もちろん飴爆弾を跨またいで太腿の間に押しつけ、こすりつけていた。

「い、いいわよ笙子、あんたは……ぁぁあ！」

「ふたりでやったほうが、早い、です……んん、ぅ！」

　しかし長さ二十センチ程度の棒では、ふたりで腿にはさんでこするのは難しい。

　ぴったりとお尻どうしを押し合うように密着させてもなお、

「ちょ、っと、笙子！　そんなに、それ、押しつけないで……ぁ、んぅ！」

「そっちこそ、はひっ、ん！　そこは違ちがうです、変なところに当たって……くふ、ぅ！」

　思うように飴爆弾をうまくこすることができない。

　そんなふたりをモニターで見ていた幸村たち。

「なにをやっておるのじゃ、このふたり」

　あきれ顔の幸村。

「さっきから音が出ぬようになったおかげで、よけいにわからぬわ」

　さまざまなスイッチを試ためすうち、水が噴き出したりあふれたりで、岩の竪穴に設置された集音マイクが壊れたようだ。けれど音なしの画面だけでも、そこに映る千姫たちの、見ているほうまで赤面したくなる姿は明らか。

「千姫さまの……ぅわ！」

「宗朗くんは見ないでください！　……御姫さま、おいたわしい」

　そう言って宗朗の目を塞ふさぐ半蔵。主の姿に心を痛めながらも、その痴ち態たいにどこか惹ひきつけられてもいた。

　という地上の操作室での出来事はまったく伝わってこない、地下竪穴の千姫と天海。

　必死で太腿、というよりももう股またで飴爆弾を擦すり上げるものの、

「ぜんぜん小さくなってないわよ！　べとべとするだけ」

「あと、五分を切ったです！　これではぜんぜん間に合わないです」

　しかしこれ以上強く、高速で摩ま擦さつしたりすれば、そのショックが爆発を引き起こしかねない。

「もっとあったかくて包み込むように擦らないと、ダメなのよ」

「そんなところ、ないです。ぁ……」

　天海は思い至ったのか、なぜか急に言葉を失う。顔を赤らめながらも、

「ちょっと、貸すです！」
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　いぶかる千姫から飴爆弾をあずかると天海は、ちょっと逡しゆん巡じゆんしたのち、

「もが、ぅ！」

　飴爆弾を口に含ふくんだ。

　棒状の飴爆弾をみっちりと包み込んで、暖かく、湿しめっているうえ、唾だ液えきとともに溶けた飴も飲み下せる。

　もちろん舌を使って飴をなめ取ることも、強く吸い上げることも可能だ。

　これほど理想的な、飴をこそぎ落とせる環かん境きようはない。

　もともと飴なので、当たり前とも言えるのだが。

　それを見た千姫は、

「そ、そうね。やっぱりそれしか……！」

　納なつ得とくしながらも、それまで以上の赤面状態。

「んぐっ、ぅぅ……！」

　天海のほうは、さらにけんめいに飴をなめしゃぶる。

　口の中で舌を使うだけでなく、飴爆弾を口に出し入れすることでも、飴をこそげ落とそうとする。

　唇くちびるをしっかり締めて強く飴をくわえて飴爆弾を前後させる。口の中の舌と合わせて、二重の効果だ。

　そんな天海の必死な姿に、

「わかったわ！　千も……んっ！　んんぅ！」

　千姫も飴爆弾を口に含んでいく。

　天海がくわえている反対側。飴を、その長さの半分近くも口に収めて、たっぷりとなめ上げる。

　それをモニターで見ていた幸村たち。

「な、な！　なにをやって……なめておるのじゃ！　こやつらは！」

　こんどこそ耳まで真っ赤になる幸村に、

「はぁ、なにをなめてるんだい？　千姫さまが？」

　宗朗は言うが、

「見ないで！　宗朗くんは絶対見てはダメですからぁ！」

　あいかわらず半蔵にがっちりと目を塞がれているので、なにも見えない。半蔵はというと、

「御姫さま、おきれい、です……」

　こっちも顔を朱しゆに染めながら、瞳ひとみを潤うるませていた。

　そしてまた、竪穴内の千姫たち。

「ぅぅー！　ぅー、ぅぅ！（見てよ！　あと一分、切ったわよ！）」

「むぐぐぅ！　もが、がほ、んじゅるっ！（見ればわかるです！　言うヒマがあったら、なめるですよ！）」

　もはや、なりふりかまっている余裕もない。

　ペチャ、ピチャベチョ、レロォ……。

　最初のうちの、おだやかななめかたはすっかり一変し、ジュル、ジュプジュプ、ジュポッ……！

　顔と顔をぶつけるような、激しいなめかたになる。

　事実、千姫と天海の鼻の頭どうしが何度も触れ合い、こすれ合うほどだ。けれど気にしているヒマもない。

「んじゅ、ぷ！　んぅぅぅ！（まだ、まだなの!?）」

「ぐむ、ほぐは、れみゅちゅ！（だいぶ短くなってきたです！　もう少しです！）」

　前後方向の飴がなめられてなくなると、棒自体の長さも短くなる。

　二十センチほどあった飴爆弾は、いまや十五センチもなかった。

　そして前後が短くなるということは、

「ちゅぷ、ちゅ！」

　千姫と天海の間がどんどん近くなり、とうとう唇どうしまでが触れ合い、押しつけ合ってしまう。

「ぅ、んちゅ、ちゅぷぺちゅ！（離れなさいよ、なんで千が笙子とキスしなくちゃならないのよ！）」

「んむー！　れちゃぷぺ、ぱぬぽ！（無理です！　そんなことより、もう残り時間がないです！）」

　残り時間、わずかに三十秒。

「んんーーっ！（は、早く、早くしなさいよ、笙子、早く！）」

「ぬぇぷ、むちゅ！（そっちこそです！　あと少し、あと少しです！）」

　すでに一部は飴が溶けきって、金属の感かん触しよくを舌に感じていた。

　残りの飴をなめとるために、千姫と天海はけんめいになめ続ける。

　もう飴爆弾の棒を口から出し入れすることもなく、ほぼふたりの唇は触れ合ったまま。

　さっきまでは、触れたり離れたりだったのが、ずっと密着したままのディープキス状態だ。

「んちゅ、んぷ、んじゅぷ、じゅちゅぷ！」

「れろぷゅ、ぺちゃぬぴ、ぽむきゅぱ！」

　そしてとうとう、

「ん……ぷふぁ！　歯が、金属に当たるの。もう飴は……！」

　千姫が飴爆弾、もとい、もう爆弾だけになった棒を吐はき出す。

「ぺほ！　これならスイッチを、解除できる、はずです！」

　もう残り時間のデジタル表示は十秒を切っている。

　６……５……４……３……。

「ああっ！」

　天海が爆弾の中央部、点滅するＬＥＤを指で押し込んだ。

「押したです！」

　１……！　ピーーーーー！

　鳴なり響く電子音が、竪穴内を満たした。それが爆発の合図であるような恐おそれに、千姫と天海は、

「きゃぁあああっ！」

「ふみゅぁあ！」

　思わず抱きつく。抱き合う。これ以上ないほどの強さで、抱きしめ合った。

　が、

「……」

　何も起こらない。

　ふたりは身を離はなすと、まだ握ったままだった爆弾を顔の近くにかざした。デジタル表示は天海の側にしかない。

　その表示は、

「０、ゼロ、です」

　天海と千姫が、顔を見合わせる。

　みるみるその表情に安あん堵どが浮うかび、目にはたちまち涙がこみあげて来てあふれ、頬を伝い落ちた。

「やった！　やったわよ、笙子！」

「やったです、爆弾を解除したです！」

　気がつけば、ふたりはまたも堅かたく抱き合い、うれしさのあまり何度も跳び上がっていた。

　顔までもぴったりくっついて、頬ずりするかのようだ。

「すごい、すごい！　やったのね、千たち！」

「そうです、やったです！　力を合わせて、できたです！」

　興奮のあまりしばらくそうしていたふたりだが、

「はっ！」

　急に気づいて、顔を見合わせる。一瞬ののち、

「なに、抱きついてんのよ、気持ち悪い！」

「そっちこそ、さわるなです！」

　ぱっ、と離れ、顔を思い切り背そむける。

「ふんっ！」

「ふん、です！」

　せっかく助け合ったいい雰ふん囲い気きが、ほぼ一分でもとどおり。

　そこへ突とつ然ぜん、

「!?」

　天井に近い岩いわ肌はだが弾はじけるように飛び散って、大きな横穴が開いた。と思うとそこから、大量の水、いや、湯が噴き出す。

「ええ？　あああ！」

「のぅぉぷ、ぺ！」

　たちまち、千姫も天海も、湯の奔ほん流りゆうに呑み込まれてしまう。

　だがこれがよかった。

　湯は竪穴全体を満たし、その圧力で穴を塞いでいる天井、つまり脱だつ衣い場じようの床ゆかを下から押し上げ、ついには吹ふき飛とばした。

　いったん湯の中に没ぼつしていた千姫たちは、天井が消えたあとで噴き出す湯とともに押し上げられ、

「きゃぁぁあああっ！」

　まるで間欠泉のように、湯とともに空中へ。

　しかしそこは「剣姫マスターサムライ」の能力を使えなくとも、千姫、天海ともにサムライのポテンシャルがある。

　巧たくみに受け身の姿勢を取りながら、もといた露ろ天てん風ぶ呂ろの湯船に、

「ぁうらぷ！」

　落ちた。

　大きなふたつの水柱が上がる。ややもして湯面に、

「ふぁ！」

　ふたつの顔が浮かび上がった。

「御お姫ひいさま！　ご無事ですか！　御お姫ひい……」

　間かん髪はつ容いれず駆けつけてきたのは半蔵だ。千姫の姿を見るや、濡ぬれるのもかまわず湯船に飛び込む。

「半蔵……きゃっ！」

　たちまち抱きつかれ、抱きしめられて声を上げる千姫。けれど、自分からも半蔵の背中に腕うでを回していく。

「御姫さま……」

　思わずうっとり、恍こう惚こつに酔よう半蔵だが、はっ、と気づいて、

「こ、これを」

　持ってきたバスタオルで千姫の裸ら身しんを包む。そこにちょうど、

「千姫さま！」

「千、無事じゃったか。操作室から見ておったが、悪運だけは強いのお」

　宗朗と幸村、それに又兵衛も駆けつけて来た。

「なによ！　突然水が噴き出したりあふれたり、爆弾が落ちてきたのも、おチビちゃんのせいなの!?」

「どのボタンかよくわからんでのお。けれどこうして外へ出られたではないか。結果良ければ、じゃ」

「バカ言わないで！　すっごく大変だったんだから、もう！　もう……ふふふ、あ、あはは！」

　千姫が言葉を返し、ちょっとした言い合いにもなる。けれどしまいには笑い出してしまっていた。

「……」

　その光景を、一歩下がったところで見ている天海。

「ぁ、天海さんも、これ、使ってください。はい」

　気づいた半蔵が、やはり手にしていたバスタオルを笑え顔がおで差し出す。

「ぁ、ありがとう、です……」

　天海は手を伸ばしかけ、しかし止まった。

「？　天海、さん」

　いぶかる半蔵に、天海はプルプル震えていたが、キッ、と顔を上げる。

「お、お、おまえたちに、情けは受けないです！　わ、わたしは幕府の勅ちよ命くめいを受けているです。おまえたちを倒すまでは、絶対に……」

　ザブッ！　派手な水しぶきを上げながらきびすを返す。そのまま宗朗たちに背を向けると一直線に、

「あ！　そっちは……」

　脱衣場（のあった場所。いまは竪穴の入り口）とは反対側へ走り出す。

　ちょうど宗朗が倒した板いた塀べいの隙すき間まをこんどこそすり抜けて、大きく跳ちよう躍やくすると、急な崖がけもある沢さわのほうへと消えていく天海の裸身。

「危ない！」

　宗朗が叫さけぶ。

　ちょうどその方向から露天風呂へ登って来たので、うっそうとした笹ささ薮やぶでおおわれた崖の険しさなどはわかっていた。だが、

「……行ってしまいました」

　半蔵が言い、

「ほんと、意固地なんだから」

　千姫がつぶやく。

　その顔を、朝の日の光が照らし始めていた。
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「ぁ～～～～～ぎゃぁぁぁああ、のぅわ、ぷへ、ほひぇ！」

　その天海。

　宗朗が登って来たゆるやかな坂のほうへは当然落ちず、跳躍した放物線はまっさかさまに深い沢のさらに最深部へと軌き道どうを描えがいていた。

「ぁう、ぁう！　ふげ！」

　あちこちの枝に当たり、葉を散らしながら、天海はそれでも巧みに落下スピードを緩ゆるめ、着地姿勢をとる。

　膝を突きながらも見事に着地、と見えたが、地面がぬかるんだ泥どろで、足を取られた。

　こうなると転んだのと同じ。頭から泥の中へ突っ込む。しかし泥がクッションになった、ともいえるのだが。

「ぶ、ぶふぁ……！」

　やはり泥だらけには違いない。

　天海は身を起こすと、顔の泥を手のひらでこそぎ落とした。それでようやく目と口が開ける。

　髪かみについた泥は、ひとまずほうっておくしかない。

　小川の水で身体を洗おうか、とも思ったが、そうとうに冷たいに違いない。たった今まで浸かっていた温泉が恋こいしい。

　ぺたっ、と腰を落とし、天海は天を仰あおいだ。ふーっ、と長いため息が漏もれる。

「……徳川千が、あんな顔をするとは思わなかったです。あんな……なんだかほんとうに楽しそうな」

　天海とふたり、閉じ込められた竪穴でも、千姫は怒おこってあたり散らしているように見えて、その実まだ余よ裕ゆうがあるように見えた。

　怒るにしても、以前とは違っていた。

　以前の、表面上は穏おだやかでも、内心ではピリピリ、イライラしている。それがいつ顔を出すかわからない。

　周りの同級生たちも、徳川の姫だからと気を使って下へも置かない。機き嫌げんを取る者はいても、面と向かって歯向かう者、意見する者とていない。

　そんな環境に慣れすぎて、贅ぜい沢たくも当たり前で、得られる物ばかりで、満たされているのに、不満がどこかにある。

　心の底の苛いら立だちをぶつけるのは半蔵だけ。

　天海の知っている千姫は、そんなふうだった。

「それが徳川千だったはずです、なのに」

　仲間と笑いあう千姫。

　言い争いさえ楽しんでいる。そのうえ、

「柳生、宗朗……」

　千姫とは「剣姫マスターサムライ」と「将」の関係。

　その契ちぎりは、一いつ生しよう涯がい続く。一生の伴はん侶りよなのか、一生続く拘こう束そくなのか、それはわからない。まだ「将」を持たないサムライの天海には。

「『将』なんて……わたしの『将』はせめて徳川生徒会長に……」

　そう口に出してみても何も心が動かない。

　以前は、想像しただけで恥はずかしさに悶もだえ、万一契ることになったら、と、その晴れがましさや誇らしさで胸が苦しくなったほどなのに。

「やはり、柳生……ぁやや！　違うです、違う、違う！　そんな敵の、まして徳川千の『将』を、なんでわたしが……！」

　けれど浮かんでくるのは、露天風呂での宗朗の顔。最後に手を差し出して笑った、その笑顔。

「あー！　もー！　あーーーぐひぃ！」

　振り払はらおうとして、意味不明な声が出てしまう。

　あげく、次に浮かぶのは千姫や半蔵、幸村、又兵衛など、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちばかり。

「契けい約やくを交かわした『将』と、多くの仲間たちです？　わたしにはどっちもないです。なにも……」

　振り返って自身を見れば、裸はだかでそのうえ髪まで泥だらけ。

「つ、辛つらくなんかないです。さびしくなんか……」

　天海の目にみるみる涙なみだのつぶがぷっくりと膨ふくれあがって、やがて崩くずれる。あわてて下を向くと、ポタポタ、泥だらけの手や膝ひざ小こ僧ぞうに滴したたり落おちた。

「ぅぐ、ぐ……むぎ、ぅ、みぅ！」

　こらえても嗚お咽えつが漏れてしまう。

　口を手で塞いだら、泥の味がした。

　宗朗や千姫たちの姿を追い出したところで、天海の脳のう裏りに浮かぶもの。

「……石ざく榴ろ」

　甲こう賀かくノ一八はつ哥かし衆ゆうの筆頭で、天海の副官だった少女だ。

　八はつ哥かし衆ゆうは事前に学園に潜せん伏ぷくしていた、というよりも全員が通常の手続きを経へて入学した武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの生徒だ。

　もちろん、幕府の命による。

　天海につけられ、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちと対決したが、もともと天海の部下というわけではない。

　しかし短い間だったが天海のもとで戦い、行動をともにした仲間だった。

「仲間、です？　薊あざみ、蔦つた、蔓かずら……鬼ほお灯ずき、繁はこ縷べ、虎いた杖どり、赤あか座ざ……」

　そして、石榴の八人（七人＋一匹ぴき）。

　彼かの女じよたちはいま、幕府の研究所で徹てつ底てい的てきに身体を調べられている。

　柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちが、幕府にとって異形な大きさにまで成長したいま、その「剣姫マスターサムライ」たちと交戦した彼女たちのデータはもっとも貴重なもののはず。

　もしかすると、最初からデータを収集することだけが目的だったのでは。

　そのためには、勝つよりも負けるほうがよい。接戦で相手の能力を大いに引き出し、そのうえで負けるなら、相手の技わざ、能力のすべてを見ることができる。

　その意味で八はつ哥かし衆ゆうのくノ一たちは任務をまっとうした。

　しかしその身体は、もしかしたらいまごろバラバラにされ、臓ぞう器きのひとつひとつまでを細さい胞ぼうレベルで調べられ、実験に供されているかもしれない。

「わたし、わたしは……彼女たちを、みんなを……助けるために、勝たなくてはならないのに。わたしの、仲間を……！」

　涙でぐじょぐじょになった顔を、天海は手の甲こうでぬぐった。また泥がついて、泣きたくなる。

「……戦わないと、です。あきらめたらそこで終わりです。みんなを助けるために、仲間のために、絶対あきらめない、です。戦って……」

　ふわり、と裸の肩に掛かけられるものがある。

　天海は泥だらけの顔を上げた。

　肩にかけられた浴衣ゆかたをつかんで猛然と、

「なんです！　情けなら敵にかけてもらういわれはないと何度も……」

「そんな姿でいつまでもいたら風か邪ぜを引くであります、議長どの」

「へは？」

　思わず、また変な声が出た。

　昇のぼる朝あさ陽ひでその顔がよく見えない。目を凝こらして見る天海の目に、新たな涙がたちまち浮かんでこぼれ落ちた。

「まさか、石榴……石榴です？　ほんとうに石榴」

「そうでありますよ。ただいま戻もどりました、であります」

　逆光の中、笑う少女の顔は、仮面をつけていない石榴だった。くノ一装束ではなく、学園での名の佐さ久く路ろ実みの、制服姿だ。

「ほんとうに、石榴。帰って来たですか。幕府の研究施設から」

「はい、であります。石榴だけではないでありますよ。みんなも、ほら」

　そう言って石榴が身をかわすと、そこに、やはり朝日を背後から浴びた六人と一匹の姿が。

「ぁ、あの、ただいま戻って、すいません」

「帰ってきたよ、ぼく」

「戻ったっス。へへ」

「ただいま戻りましたわ」

「ええ、戻りましたよ。もう地味とか言わせませんから！」

「ただいま帰りました帰りましたとも、ただいま」

「ぅお！　ぅおん、くぅ、ん！」

　それぞれ、

「薊、蔦、蔓……鬼灯、繁縷、虎杖、それに、赤座まで……みんな、無事なのですか。研究所でバラバラにされたりしてないですか、ぺらぺらの生物標本にされたりホルマリン漬づけになって、ない、ですね」

　言いながら、どんどん涙が天海の両目からあふれてくる。

「われわれは無事、でありますよ。さあ、議長どのも」

　石榴に改めて渡わたされたハンカチで、天海は顔を拭ぬぐった。

　泥と涙と、鼻水がハンカチを汚よごしたけれど、天海はまだ涙が止まらなかった。けれどもう、表情には笑えみが宿っている。

「あ、あの、目が覚めたら、病院みたいで、でも身体はなんともないし、誰もいなかったので……」

「ほかのみんなもいるしさ、止める人もいないし、出てきちゃったんだよね」

「逃にげた、とも言えるっスね」

　薊が言い、蔦と蔓が続ける。

「でも、ここのことは。わたしが、ここに……」

　天海がこの旅館にいること、柳生道場の面々やダルタニアンをおびき寄せて討うたんとしていることなどは、八はつ哥かし衆ゆうの彼女たちに知らされていないはず。

「なんだか、メモが残されていたので」

「そこに書かれた場所から検けん索さくしたりして調べたのよね」

「この旅館は幕府関係機関の所有で、どうやら敵をおびきよせて罠わなに掛けたり、軟なん禁きん、監禁、そんなことのための仕し掛かけが満まん載さいって聞いて、虎杖のすごぉく好このみかなぁって。そんな施設を使う目的といったら、議長が柳生道場のあいつらと戦うためなんじゃないか、って、そう思ったものですものですから」

　鬼灯、繁縷、虎杖も言う。

「ぅぅ、わん！　わぉん！」

　赤座もいちおう。

「そういうことであります。おそらく首領が孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていると推測して、我ら、加勢しようと思った次し第だい。なにしろ相手は八人。ダルタニアンという生徒会長の『剣姫マスターサムライ』まで来ているそうでありますし、議長にはいかにも荷が勝ちすぎるであります」

「お、おまえたち……」

　天海の目からまた涙があふれそうになる。

　あわててハンカチで拭いながら、

「それにしても、この場所を記したメモといい、なにか意図を感じるです。よもや、また幕府の……」

　急に表情が曇くもる。しかし、

「また幕府の差し金としても、よいではありますまいか。どうせ我らは一度負けた身。より集まったとしても、柳生の『剣姫マスターサムライ』たちに勝てるなどと期待されているとは思われないであります」

　と石榴。

「そこ、ムカつくんスけどねえ」

「で、でも、期待されていないほうが、楽、ですよね。すいません。あの、そういう考えじゃダメだってわかってるんですけど、すいません」

　とは蔓と薊だ。

「ま、まさかこんどこそバラバラ標本です？　わたしも、いっしょです!?」

　どうしても思考がそっちへ行ってしまう天海。

「それでもいいではありますまいか。ぁ、いや、バラバラはイヤでありますが、どっちにしても幕府に本気で睨にらまれたら、逃げる場所などこの日ひの本もとにありはしないであります。ならば、せめてこのチャンス、活いかしてみるまで、であります」

「チャンスを、活かすですか」

　石榴の言葉に天海が反応すると、

「そうね、あんまり負まけず嫌ぎらいとかじゃないほうだけど、やっぱり負けっ放しってくやしいし。地味とか言われっぱなしだし」

「わん！　ぅわんわん！」

　繁縷が同意し、赤座も激しく尻しつ尾ぽを振ふっている。どうやら賛成のようだ。

「といっても、おまえたち、もうくノ一の術は」

「ええ。命は取り留めましたし、通常の生活には支障はないですけれど、もうくノ一の技は使えなくなってしまいました」

「虎杖の毒の体液がなぜだかきれいに浄じよ化うかされて、ふつうの健康体になってしまいましたよぉ健康体恥ずかしい！　でも健康体ちょっとエッチですステキです！」

　鬼灯や虎杖が答えるとおり、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちと戦い、敗れた彼女たちはいっさいのくノ一の術を失っている。

「でも、それでは戦いようがないです。相手はただのサムライではなく、異様に能力を高めた『剣姫マスターサムライ』です。変身までするってどういうことですか！　ぁ、つまり、このわたしでも正面から戦っても無理っぽいです。なのに、くノ一の術もないおまえたちが、どうやって戦うですか」

　天海の言は正論だった。

　戻ってきてくれたのはうれしい。

　けれどまた戦って、こんどこそ命を落とすようなことがあっては、取り返しがつかないと思うからだ。

「我らの身を案じてくれるのでありますか、議長」

　石榴が言った。天海の手を取る。

「そ、それは。わたしの部下でありますから。部下……」

　言いかけて、天海は気づいた。

「仲間……です。わたしに部下なんて、百万年早いです。それに、部下なんてほしくなかったです。それよりも、もっとみんなと……」

「わかっているでありますよ」

　石榴が、天海の手を引いて立ち上がるのを助けた。落ちかかっている浴衣をもう一度肩にかけ、

「我らは部下でもかまわないでありますが、議長どのと仲間というのも、いいものであります」

「石榴……」

　天海がつぶやく。見ると、石榴を含めた全員が、天海を見ていた。笑っている。うなずいていた。

「わん、ぅわん！」

　赤座も、もちろん。

「おまえたち……。ぁ、でも、どうやって戦うですか。こんどは本気で、戦法として聞いているです。くノ一の術が使えないなら……」

「そこであります」

　石榴が、笑みを返した。理解できない天海に、

「首領はいま、くノ一の術が使えないから、正面切って戦うのは無理だ、と言ったであります。けれど、その逆」

「逆、です？」

「真正面からぶつかるのであります。真正面から、相手に呼びかけ、正々堂々、戦うのであります」

「真正面から、正々堂々……まさか、です」

「そう。スポーツでありますよ」










肆◆決着は塁球ソフトボールで？
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「はぁ？　試合？　なんで千せんがスポーツの試合なんてしなくちゃならないの。それも、笙しよう子こ、あんたと」

　翌日。

　というより夜を徹てつした催淫剤騒ぎや露天風呂の竪たて穴あなに千せん姫ひめと天てん海かいが閉じ込められるなど、すっかり朝になっていたので当日。

　旅館の玄げん関かんに勢ぞろいした天海と八はつ哥かし衆ゆうを前に、千姫が眠ねむそうな目をこすりながら言った。

　そして天海と八はつ哥かし衆ゆうたちのそろいのユニフォーム。

「それは野球のユニフォームか。我らと野球の試合をしようというのじゃな」

　幸ゆき村むらが問う。が、天海は首を振った。

「ソフトボールです！　我らはソフトボールの試合を、徳とく川がわ千！　それに柳やぎ生ゆう宗むね朗あきら、さらにその他ほかの『剣姫マスターサムライ』とダルタニアン、そのほうがたに申し込むです！」

　宣言する天海。

　その手に石ざく榴ろが、サッとボールを握にぎらせる。天海がソフトボールを握った右手を、千姫に向かって突き出した。

「勝負です、徳川千！」

「やらない」

「ならば、時刻は正午。場所は温泉街のグラウンドで……へは？　い、いまなんて」

　予想外の反応に天海があわてる。千姫はにべもなく、

「やらない、って言ったのよ。なんで千があんたたちとソフトボールなんてやるのよ。なにか千に得でもあるわけ？　そんなのお断り。眠いんだから」

　あくびをかみ殺した。

「眠いのはこっちも同じです！　おまえたちにひと晩中つきあって……」

「仕掛けて来たのはそっちでしょう！　せっかく帰るまでにひと眠りしようと思ったのに。もう最悪！」

「ま、まあまあ、千姫さま」

　見かねてとりなすのは宗朗だ。だがここは女子ふたりに、

「宗朗は黙だまってて！」

「柳生宗朗は黙っているです！」

　なぜか声をそろえて言われてしまう。

「ぅは、はいぃ」

　それ以上は言えない宗朗に代わって、口を出したのは、

「ふむ。じゃが考えようによってはおもしろいかもしれん」

　幸村だった。そこへすかさず、

「さすが軍師どの。我らと柳生道場の方々はこれまで戦って来たでありますが……」

　声を合わせたのは石榴だった。

「全部、千たちの勝ちだったじゃない」

「ではありますが、お互たがいの手の内がわかったいま、再戦すればどのようなことが起こるやもわからないであります。我らが甲こう賀が忍にん法ぽうも、大おお江え戸どでさらなる修しゆ行ぎようを積み、術の冴さえを会え得とくしているとしたら……」

　またもはねつけようとする千姫に、はったりを吹っかける。新たな忍法による、激戦の可能性をちらつかせてけん制した。

「ぇ、あ、ええー、と」

　石榴のはったりにドギマギするのは天海のほうだった。が、

「なるほどのお」

　幸村が含みのある笑いを浮かべる。続けて、

「剣けんで勝負をつければ命を落としかねん。とどめを刺ささずともケガ人くらいは出てもおかしくない。大江戸の幕府の研究施し設せつに、八人ほど収容されておったようじゃが、はて、そのおりにまた新たな忍法でも仕込まれたかのお」

　皮肉を込めて石榴たちくノ一を見る。

　幸村の電脳情じよう報ほう網もうには、それだけの情報がすでに上がっていたようだ。八人、というところから目星をつけていたのも、間ま違ちがっていなかった。

「それだけわかっていれば、じゅうぶんであります。となれば、新たな我らの力と死力を尽つくして戦うご所存でありますか」

　石榴が、ずいっ、と進み出た。

「ふむ。どうするかの」

　それを受けて、こちらもわざとらしく迷った振りをする幸村。

　天海＋八はつ哥かし衆ゆうたちとの間に緊きん張ちようが走る。

　というところ、

「わぁぁ！　かぁわいぃぃ！」

　突然の声。と思うともう走り出てきている。跳とぶように石榴に抱だきついていた。

「はぅあ!?」

　石榴が戸と惑まどうのもかまわず、

「かわぃい、かわぃい、すーーっごくかわいぃよお。この服、ユニフォーム？」

　言っているのは十じゆう兵べ衛えだ。どうやら天海を含めた石榴たち八はつ哥かし衆ゆうのユニフォームが気に入ったようす。

「こ、これ、でありますか」

　ユニフォームは、最初からソフトボール対決をもくろんだ石榴が持参したものだ。

　じつは武ぶお應うが学くえ園んじ塾ゆく高等部女子ソフトボール部から借りてきたものなのだが、なかなかおしゃれなユニフォームとして評判でもある。

　半はん袖そでのトップは裾すそが短いヘソ出しスタイル。それと、ホットパンツふうのボトムを組み合わせている。

　肘ひじや膝はレガースで守り、ハイソックスとスパイクシューズ。グローブをしないほうの手にも薄うす手での指ぬきグローブをつけていた。

　キャップは赤。ユニフォームのほうも赤系の配色がかわいらしい。胸には、「ＢＵＯＨ－｜ＵＮＩＶ」の文字。

「きゃぁ、かわいいよぉ。十兵衛も着たぁい！　……あれぇ？」

　そこで気がついた。

　十兵衛と石榴は直接対戦している。その意味では確かに顔見知り。石榴の学園での名前、佐久路美をもじって、

「さく、にゃん？　わぁ、そうだ！　さくにゃんだぁ！　よかったぁ、無事だったの。さくにゃん、さくにゃん！」

「は、はあ。どうも、であります」

　これには石榴も照れ笑いをするしかない。

「さくにゃん、じゃと？」

「また変なあだ名つけたのね、あの子」

　幸村と千姫も困り顔、というよりあきらめ顔。

「ちょっと！　その人が困ってますわ！　いいかげんに抱きつくのをおやめなさい。乳を押しつけては、迷めい惑わくですわよ！」

　とは、追って出てきた兼かね続つぐだ。ほかにも、

「御お姫ひいさま、こちらにおいでだったのですね」

「なにごとかと思ったら、こやつらが甲賀くノ一の八はつ哥かし衆ゆうか」

「ゥキュ、キュ!?」

「……」

　次々と、表の騒ぎを聞きつけて、旅館から出てくる柳生道場の面々とダルタニアン。しかしすぐに、

「はっ！　あなたは、あのときのくノ一ですわね！」

　兼続が気づいた。ほかにも、

「……」

　又また兵べ衛えが薊あざみを、

「ゥキュ！　キャッ！」

　佐さ助すけが赤あか座ざを見つけていた。興奮してはね回る佐助。

「歴れき女じよの繁はこ縷べさんですよね。ご無事でなにより、です」

　半はん蔵ぞうが言えば、

「半蔵さんも。大江戸で寛かん永えい寺じに参拝したかったんですけれど」

　返す繁縷。こちらもすっかり馴な染じみになっている。

　逆に、

「義ぎ仙せんお姉さまはいらっしゃらないの？　とっても残念です残念なの」

　不満を漏らす虎いた杖どりも。

「なんじゃ、もう戦うという雰囲気でもないのお」

「そうね」

　幸村と千姫が言い、もう流れはソフトボール試合開始の雰囲気。それをさらに決定づけたのは、

「はいはい、はーい！　十兵衛もかわいいユニフォーム着たいの！　みんなもおそろいで試合したぁい！」

　挙手して言う十兵衛。これにすかさず石榴が、

「むろん、みなさんの分のユニフォームも用意してるであります。我らと同じというわけにはいかないでありますが」

　そう言って提案する。

「ぇー、十兵衛、さくにゃんと同じのがいいのにー」

「はぁ!?　敵のチームに入るつもりですの！」

「やめんか！　……この勝負、もとい試合、どうやら受けざるをえんようじゃの」

　とうとう幸村が言えば、

「え！　いいんです？　ほんとうに、試合してくれるんですか!?」

　と、むしろ驚く天海。

「その言葉、たしかに承うけたまわったであります。武士に……いえ『剣姫マスターサムライ』に二言はないでありますな」

　これ幸いとそつなく進める石榴。

「むろん、ない。が、確かめておきたいことがある。この試合、われらが勝ったら、二度と我らに挑いどむような真ま似ねはせぬこと。関かかわり合あいにならぬこと。それは約束してもらうが、よいな」

「それでいいであります。その代わり、我らが勝ったら」

「勝ったら？」

「柳生宗朗さま、それに柳生道場の『剣姫マスターサムライ』の全員は大江戸へ上り、しかるべき機関にて拘束を受けていただくであります」

「ちょ、っと！　それじゃこっちがぜんぜん不利じゃない！」

　石榴の言葉に猛もう然ぜんと食ってかかるのは千姫だ。

「しかるべききかん？　叱しかられちゃうの？　十兵衛たち」

「幕府の研究機関かなにかじゃろう。そこでこやつらのように身から体だじ中ゆういじくり回されて、あげく標本にされるか実験動物か、よくて洗脳というところかの」

「標本、実験……ですの？」

　兼続の言葉には恐きよう怖ふがある。

「銭湯？」

「銭湯ではない、洗脳じゃ！」

　あいかわらずの十兵衛に、幸村のツッコミ。

「そうとは限らないであります。案外、幕臣として取り立てられるかもしらず、下へも置かぬ扱あつかいかも、であります」

「洗脳という忠誠付きでじゃろう」

「チューせい？」

「チューではないわ！」

「待て」

　流れを断たち切きるかのように、

「我は宗朗の『剣姫マスターサムライ』では、ない。が、勝負を受ける以上は、ひとりだけ例外とされるのは望まぬ。標本でも洗脳でも、平等にやってもらおう」

　進み出たのはダルタニアンだ。

「ニア、ダメだ！　みんなも。そんな条件を呑のむことはできない！」

「いいじゃない。やるわよ」

　が、宗朗が色をなして断ろうとしたのを、あっさりと受けてしまったのは、

「千姫さま！」

「なんだかもう面めん倒どうになってきちゃった。その、かわいいユニフォームっていうのが着られるなら、やるわよ」

　千姫だ。

「けっきょく千たちがいっとう不利な気がして、イヤな感じなんだけど、笙子がこうやって仲間を連れて戻ってきたんだもの」

「ぁ……仲間、です、か、徳川、千」

　天海が虚きよを衝つかれたように千姫を見つめる。

「そうよ、仲間ね。でなきゃ、こんなところまで来て、笙子を助けたり、いっしょにソフトボールの試合を挑んできたり、するわけないもの」

　千姫の言葉にうなずいているのは石榴だ。それと以下、八はつ哥かし衆ゆうたち。

「おチビちゃんの情報じゃ、八人が幕府の機関で調べられていたか、新たな術を仕込まれたかしたみたいだけど、それを封ふうじてソフトボールで戦うっていうんでしょう？」

「そうであります。もちろん『剣姫マスターサムライ』の方々にも、その能力は封じていただくであります」

「なら、しかたないわよね。そのたいそうな忍法を封ふう印いんしてまで、千たちと試合がしたいっていうんだもの」

　そう言うと千姫は、改めて天海と石榴、それに八はつ哥かし衆ゆうに視線を移す。わずかに沈ちん黙もくが訪おとずれた。が、すぐに、

「おっしゃること、いちいちそのとおりであります。では、対戦かなった、とみてよろしいでありますな」

　まだ言葉の出ない天海に代わって、石榴が念を押おす。

「いいのか、幸村。千姫さまも、いまからでも」

　宗朗が言うが、ふたりともに首を振る。

「やらなきゃ。笙子とあの娘むすめたちの気持ちを汲くんであげなきゃね。千たちだって、宗朗の『剣姫マスターサムライ』っていう仲間、ううん、家族なんだから。ニアもよ」

「我も、か」

「なあに、勝てばよいだけのことじゃ。案ずるに足らず、じゃ」

「わーい！　決まりだね！　ソフトボールだよ！　かわいいユニフォームでソフトボール！　うれしいの！」
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「なによこれ、ちっともかわいくないじゃない！」

　千姫の声がグラウンドに響ひびく。

　旅館からややも隔へだたった、温泉街の町民グラウンド。

　そこにいま集まっているのは、もちろん、

「先せん攻こうはそちらでいいであります。イニングは七回まで。十点差が確定したらコールドゲームで終しゆう了りようであります」

　てきぱきと説明する石榴。その八はつ哥かし衆ゆう＋天海チームと、宗朗＋「剣姫マスターサムライ」チームだ。

「だから、そんな説明してくれって言ってるんじゃなくて！　このユニフォームはどうなのよ。というより、これ」

「ユニフォームではありませんわ！　ただの」

「ブルマー」

　最後に言ったのは又兵衛だった。

　そのとおり、「剣姫マスターサムライ」たちは全員、白の体操着に赤のブルマーといういでたち。

　Ｔシャツとも違う、みょうにスリムなラインで、その分身体に張り付いたようなシルエットになる体操着。

　そしてこれまた、ぴっちりぴたぴたに張り付いたブルマー。

「そのうえ、なに？　これ、書いてあるのは千たちの名前なの？　それもマジックで！　ゼッケンでさえないわよ、背番号まで！」

　たしかに、「剣姫マスターサムライ」チームのウェアの胸には、マジック、つまり太字マーカーで文字が手書きされていた。

　それもチーム名ではなく、本人の名前らしきもの。

　らしきもの、というのは、

「十兵衛は、○に十って書いてあるの」

「千は、○に千よ！」

「わたしは、○に半、ですね」

「ウキャ！」

　半蔵が言う。そんなふうに、胸には○に一字ずつが大書きされているのだが、

「我は、○にＳか」

　シャルル・ド・ダルタニアンなので、間違いではない。

「なんですの！　わたくしなんか、ぐ！　ですわ！　○にぐって、どういうことですの！」

　とは兼続だ。

「かわいいユニフォームがあるといったではないか！」

　幸村も憤いきどおる。そこへ、

「おまたせ、したんです」

　新たな声に全員が振り返った。

「義仙！」

「義仙はこのウェア、悪くないと思うんです。なにより男子、つまりここでは宗朗さまに少々マニアックな劣れつ情じようを催もよおさせる有効なアイテムにブルマーはなりうるはずなんです」

　自身もすでにブルマー姿の義仙だった。

「わーい、ぎったん、来てくれたの！」

　十兵衛が飛びつく。抱きつく。

「やれやれ、プレーボール、じゃな」

















　試合が始まる直前。

「千たちが先攻なの？」

「こちらがお誘さそいした、いわばホームゲームのようなもの。ゲストの『剣姫マスターサムライ』チームには先攻をお譲ゆずりするであります」

　石榴の説明はもっともだ。しかし千姫は、

「でも先攻じゃ、サヨナラホームランが打てないじゃない」

　大まじめで主張する。

「あ。ええと、それはそうでありますが。うーん」

「なんでサヨナラホームランですか！　なんで最初からそんなもの打つ気ですか、意味わからないです！」

　返答に窮きゆうする石榴と憤る天海。

　仕方ないのでとうとう、千姫たち「剣姫マスターサムライ」チームが後こう攻こうということに。

　守りについた「剣姫マスターサムライ」チームだが、

「後攻なら最初は守るのよね。点が取れなくてつまらないけれど、その分、千がピッチャーよ。これなら目立つわよね！」

　勝手に千姫がピッチャーを取ってしまう。

　急に挑まれた「剣姫マスターサムライ」チームなので、ポジションは自じ己こ申しん告こくだ。誰だれがどこに適しているのかもわからない。

　監かん督とくやキャプテンなる者もいないので、各自適当に塁るい間かんや外野へ散っていく。だいいち、ソフトボールや野球のルールを知らない者もいるのだ。

「ウキュ？」

　結果、ピッチャー・千姫、キャッチャー・半蔵、一塁・兼続、

「やっぱり一塁はいちばん球を受けたりして、重要なポジションですわね！　このわたくしにぴったりですわ！」

　二塁、十兵衛、ただし、佐助つき。

「さっちんといっしょに守るのー！　十兵衛、がんばるー！」

「キュ！」

　きばっても人間体にならなかった佐助は、十兵衛の腕や背中、ときには頭の上にくっついている。いちおうショートの分も佐助で換かん算さんされていた。

　サードはダルタニアン。

「まあ、こんなところか」

　外野は、レフト・義仙、センターが又兵衛、ライトが、

「なんでわらわが外野なのじゃ！　千のやつが、勝手にピッチャーを取りおって！」

　けれど、剣での戦いならばともかく、不慣れ、というよりじつは初めてのソフトボールでは、幸村としても自信がない。

「まあ、ポジションはいつでも交代できるからの。ひとまずは千のやつの手並みを拝見じゃ！」

　いちおう高みの見物を決め込むことにした。

「プレイボール！」

　ひとり審しん判ぱんに決まった宗朗が宣言する声に従って、千姫が第一投のかまえに入る。

　ホームベース側で待ち受けるのは、

「キャッチャーはピッチャーの女によ房うぼ役うやくです。わ、わたしが御姫さまの女によ房うぼう！　わたくしと御姫さまが夫ふう婦ふ！　ぁあああああ……！」

　と、いまにも倒たおれそうな半蔵。そこへ、

「委員長、危ない！」

　ビュッ、と空気を鳴らして、ボールがストライクゾーンを通過した。そのまま、

「あぅ！」

　半蔵の顔のマスクを直ちよ撃くげきしていた。

「きゃっ！」

　打席の薊ものけぞり、尻しり餅もちをつく。八はつ哥かし衆ゆうの打順一番だった。

「どう！　軽いわね。これならソフトボールなんて楽勝じゃない」

　そう言ってピッチャーズサークルで胸を張るのは千姫だ。しかし、

「い、イリーガルピッチ。ワンボール！」

　宗朗は宣言せざるを得ない。

「はあ？　なんで不正投球なのよ！　いまの、ストライクでしょう！」

　千姫は憤るが、

「千姫さま、オーバースローで投げたら、ダメですよ」

　と宗朗。

　千姫の投球は、ワインドアップから見事に腕とボールが頭の上を通るオーバースローピッチング。

　もちろんソフトボールでは認められない。

「立てるか、ゆう」

　宗朗は、倒れたゆうが起き上がるのに手を貸した。

「あ、ありがとうございます、すいません！　あの……あの、おぼえていてくれた、んですね」

　八はつ哥か衆しゆうとしての忍にん法ぽう戦せんでは又兵衛と戦った薊だが、浅あさ見みゆう、という学園での名前で宗朗とデートまでもしている。

　それは宗朗をおびき出す戦術のはずだったが……。

「もちろんさ。無事でよかった。この試合、正々堂々、楽しもう」

　宗朗が言うと、

「は、はい」

　薊は少し戸惑ったように、それから笑顔を見せて答えた。

「委員長も、だいじょうぶ？」

　半蔵のほうは、

「へ、平気です。これは御姫さまの愛です。わたしに向ける、新しいプレイ……あ、愛の鞭むちなのですから！」

「は、はあ」

　問題はあるが、だいじょうぶのようだ。

　ボールをピッチャーに戻して、

「下手投げ？　それじゃスピード出ないじゃない。仕方ない。ほら……！」

　千姫の二投目。

　かなり山なりのゆるい球になった。

　薊はじゅうぶんに引き付け、

「えい！」

　コンパクトなスイングでボールをとらえる。

「ショート！」

　ボールは三遊間へと飛んだ。しかし、そこには守備がいない。

　ボールは三遊間を抜ぬけ、義仙がキャッチする。しかし薊はゆうゆう一塁を踏ふんでいた。

「す、すいません、ヒット打ってすいません。塁に出てすいません」

　あやまる薊はいつもの姿だ。

「いまのは我われが捕ほき球ゆうするべきコースだったか」

　ダルタニアンは逡しゆん巡じゆんするが、そうではない。ショートがいないせいで、どうしても三遊間ががら空きになってしまうのだ。

「がんばっていこー！」

　十兵衛が笑顔で声を上げるが、

「なにやってんのよ。あんたたちがふたりでくっついてるからショートがいないんじゃない。それくらい千にもわかるわよ。んでも、小こ猿ざるじゃ役に立たないし。どうしてこういうときに『剣姫マスターサムライ』化しないのよ」

　しかし「剣姫マスターサムライ」の力を使わないルールなのだから、もはや佐助は戦力外。

　不安はあるが、

「千が打ち取ればいいんだから！」

　二番打者の蔦つたに対し、気を取り直して千姫の第一球は、

「これ、ぼく打っちゃっていいよね！」

　あいかわらず山なりのスローボールだ。蔦は難なくセンター前へと弾はじき返す。

「……！」

　又兵衛がワンバウンドで取って二塁を見るが、

「あれえ、べーたさんが取ったよぉ」

　十兵衛は打球を追って又兵衛とはち合わせ。二塁には、

「誰もいないじゃない！」

　となり、薊はこれも楽々二塁るい進塁。打った蔦も一塁セーフ。

「なにやってるのよ！　十兵衛はせめて二塁にいつもいなさいよ！」

「はぁい。ごめんなさいなの」

　しかしこういうときは千姫がカバーに入るのもありなのだが。

　続く蔓かずらにもライト前へ運ばれる。

「た、球が来たのじゃ！　これは前進して……い、いや、間に合わぬ。この場でワンバウンド……ひゃぁあ！」

　だが思ったより弾はずんだボールは、幸村の背せ丈たけを飛び越こえてしまう。伸のび上あがってもグローブには届かず、もうジャンプするのも遅おそい。

「おデコ軍師が抜かれましたわ！」

　一塁の兼続が叫ぶ。が、

「……ふ、ん！」

　すでに走り込んで来ていた又兵衛が幸村の背後でボールをつかんでいた。が、投げられない。

　一塁、二塁、三塁、オールセーフ。

「ま、満まん塁るいじゃない。まさか、ね。ノーアウト満塁？」

　青ざめる千姫。そして八はつ哥かし衆ゆうは四番、

「鬼ほお灯ずき、参ります」

　人形サイズに縮小する忍法で柳生道場に潜せん入にゆうしたくノ一だ。いまはもちろん通常サイズで望む。

「もおおお、怒ったわよ！　これで、どうだぁああ！」

　ボールにスピードを与あたえるため、千姫は思い切り背中側へ高くボールを掲かかげてから、勢いをつけて投げ込んでいく。

　これはスリングショットの投法。ソフトボールの投球方法のひとつではある。が、

「いかん！　あの程度のスピード。それも、ど真ん中じゃぞ！」

　幸村の不安は的中した。

「あまいわ！」

　カン！　小気味いい音とともに、鬼灯のフルスイングがボールの芯しんをとらえる。あっと言う間に青空へ吸い込まれていく打球。

「え」

　柵さく越ごえのホームラン。

「ぁはは！　わたしたちの楽勝ね！　このイニング、いつ攻こう撃げき終わるのかしら」

　笑いながら鬼灯がバットを捨て、一塁へゆっくり向かおうとした。が、

「あれを！」

　誰かが声を上げ、指さす。その方向。レフトのフェンス上に、

「義仙？」

　立っていたのは義仙だった。そのうえ、

「場外へ落ちるまえに取ってしまえば、ホームランではないんです」

　大きくジャンプした。いっぱいに手を伸ばす。そのグローブの中へ、半分はみ出しながらボールが収まった。

「捕とった、の!?」

「ぎったん、すごぉおおい！」

　まさかの、誰もがホームランと思った場外への飛球をつかみ取っていた。

　いかに義仙といえど、瞬しゆ間んか的んてきに移動できるものではない。

　ほぼ千姫が投げたと同時に、背後のフェンスに向かって走らなければ、間に合うわけがない。

　それを義仙はやってのけた。

「ホームだ！」

　ダルタニアンが叫んだ。

　タッチアップで薊が三塁から発進したのだ。義仙はすかさずホームへ送球する。着地と同時に送球フォームに入っていた。

　バックホームした義仙のボールはワンバウンドで、ホーム手前で待つ半蔵のミットへ。クロスプレイ！

「きゃぁあん！」

「ん、っ！」

　折り重なる薊と半蔵。ふたりを宗朗が見つめる。

「……アウト！」

　コールした。

　ホームでアウト。半蔵はきっちりと薊をブロックしながら、ボールを放さなかった。

「や、やったんですね！　これも毎日、御姫さまにいじめられ……もとい、鍛きたえられていた賜たま物ものです！　やりました。お、御姫さま！」

「半蔵、よくやったわ！」

　これには千姫も手放しでよろこぶ。

　そして、

「なんです！　あんなフェンスに上るとか、いいですか？　ありです？」

　八はつ哥かし衆ゆうベンチでは、ユニフォームの裾をギリギリ噛かみながらくやしがる天海が。けれど、

「外野は強力でありますね。ならば、長打は狙ねらわず、転がして確実に進しん塁るいするでありますよ」

　石榴は少しも自信を失わない。

　そして石榴の言うとおり、ツーアウト一、二塁から三連打を浴びて、「剣姫マスターサムライ」チームは四点を失った。

　残りワンアウトを取ったのは、三さん塁るい線せんの強きよ烈うれつな当たりをダルタニアンがファインプレーで止め、三塁をホースアウトに仕留めたためだ。
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　八はつ哥かし衆ゆうチームの長い攻撃がようやく終わり、その裏。

「なんでよ。なんで千が四点も……」

　落ち込む千姫に、

「御姫さま、お気を落とさず。微びり力よくながら半蔵がついています。女房役の、半蔵が……ぽっ」

　自分で言って赤面する半蔵。

　そんな中、

「もうよいわ！　さっさと我らの攻撃じゃ！　一番バッターは……兼続、おぬしが行って来るのじゃ！」

　ベンチで幸村が指示する。

「なんでですの？　わたくしが打順一番なんて聞いてませんわ！　……まあ、守備も一塁ですし、人気ナンバーワンのこのわたくし、直なお江え兼続には妥だ当とうですわね。もはや義務といってもよろしくて……」

「とっとと打席に入らぬか！　ピッチャーが待っておるぞ！」

　ベンチから幸村に蹴けり出される兼続。

「なにをするんですの！　ふん！　見てらっしゃいませ。ようはバッティングとは、このバットに球を当てればいいんですわ。ふだんより、直江流戦せん鎚つい術じゆつで鍛えたこの腕。たかだかソフトボールの球一個、一発で場外へ送ってさしあげますわ！」

　ぶつぶつ言いながらバッターボックスに入る兼続。バットはいちばん長く重いものを選んだ。

　八はつ哥かし衆ゆうチームのピッチャーは石榴だ。キャッチャーは繁縷。

「地味だからキャッチャーだなんてことないのよ！　キャッチャーはチームの要かなめ！　重要なポジションなの！」

　地味、と言われてもいないのに、まずひとこと言っておかないと気が済まないらしい。

　他のポジションはというと、内野がファーストに薊、セカンド・蔦、ショート・蔓、サードは赤座である。

　外野は、レフト・鬼灯、センター・虎杖、そしてライトが天海。

「打順も八番です。なんだかものすごく期待されてない気がするです！」

　ともあれ、一回裏「剣姫マスターサムライ」チームの攻撃が始まった。

「それじゃ、行くでありますよ！」

　石榴がボールを握った手とグローブを重ねるようにかまえ、おじぎするように上体を傾かたむけた。

「なんですの。こちらこそよろしくですわ」

　兼続もついバッターボックス内で軽くお辞じ儀ぎをしてしまう。が、次の瞬しゆ間んかん、

「はへ!?」

　ものすごい勢いでボールがベース上を駆かけ抜けた。

　バスッ！　キャッチャーミットに収まる鈍にぶい音と共に、

「ストライク！」

　宗朗が声を上げた。

「な、なんですの？　いまの球。すごく速かったですわ。どうやって投げたんですの」

　お辞儀していて第一投を見ていなかった兼続。

　改めて石榴の投球を見る。

　石榴はピッチャー板の上に両りよう脚あしをほぼ揃そろえると、その姿勢で深く上体を倒した。これがお辞儀のように見えて、兼続は思わず頭を下げてしまった。

「もうだまされませんわよ。よく見て絶対打ってさしあげますわ！」

　大きく上体を倒しながら、石榴は右みぎ腕うでを思い切り後ろへ、それも高く掲げる。上体を倒したのはこのためだったのだ。

　その姿勢から、

「ぅん！」

　やはり大きく左足を踏み出し、その間に石榴は右腕を下から上へ、頭の上までも振り上げられている。

　着地した左足に体重が移る。と同時に一周した腕はまた身体の下へ。そしてボールをリリース。

　放たれたボールは、アンダースローとはとうてい思えないほどの速さを持っていた。呆ぼう然ぜんとする兼続のへそ下を通って、バスン！

「ストライク！　だ」

　宗朗が宣言するまでもない。ど真ん中の速球ストライク。

「な、な、なんですの!?　あんな、グルグル腕を回して、反則じゃありませんの！」

　うろたえる兼続。

「ウインドミル投法じゃな」

　ベンチでは、幸村がつぶやいていた。

「ウインドミル？」

　聞き返す千姫に、

「ソフトボールの一いつ般ぱん的てきな投げ方じゃ。もっとも、腕をグルグル回しているのは知っていたが、実際に意識して見るのは初めてじゃな。最初に上体を低く倒すのは、後方へ腕を振り上げるためじゃったか」

　解説する幸村。

　その説明のとおり、ウインドミルは現在のソフトボールで主流となっている投法だ。

　腕を約一回転半して投げるこの投法だと、アンダーからながらかなりのスピードボールを投げることができる。

　石榴の速球は時速百二十キロを超こえていた。

「ふええ！　ほとんど野球ですわ！　そんなの打てっこ……はむ、ぅ！」

　油断している間に第三球。

　兼続はようやくバットを振ったが、当たらず、

「ストライク！　バッターアウトだ」

　ワンアウト。

　続く二番、半蔵も、

「きゃぅ、ん！　……申し訳ございません、御姫さまぁ！」

　三番、千姫も、

「な！　によ、これ、ぜんぜん……ぁんっ！」

　三さん審しん。

「スリーアウト、チェンジ！」

　宣言する宗朗も、暗あん澹たんたる気持ちになる。

　公平にジャッジする手前、気分的にもどっちかにウエイトを置くのは控ひかえようと思ってはいるのだが、それにしてもやはり気落ちするのは確かだ。

「やっぱりこの試合、乗っちゃいけなかったんじゃないのか。相手はソフトボールを猛もう練れん習しゆうして望んでるのに、ぼくらのほうは今日初めてプレイするレベルで……」

「それは違ちがうです！」

　宗朗に言い放つのは天海だ。

　フェイスマスクを上げ、ボールを渡しながら続ける。

「わたしたちもソフトボールの試合は初めてです。みんな、ふだんは別のサークルですから」

　たしかに。天海と石榴が、天海の作った全学サークル評議会の直属なのを除けば、薊が料理研究会、蔦がラクロス部、蔓が女子サッカー部、鬼灯が占せん星せい術じゆつ同好会など、所属サークルもバラバラ。ソフトボール部の部員は誰もいない。

「でも事前に練習くらい」

「ソフトボール部からユニフォームを借りるのがせいいっぱいでありましたよ。我らが大江戸から出たのが昨日。この地へ着いたのは明け方。練習などするヒマもなかったのはおわかりいただけたでありますか」

　ベンチへ戻ってきた石榴が宗朗に答えた。

「そう、だったのか。わかった、疑ったのはあやまるよ。それならどっちのチームとも条件はいっしょだ」

「わかっていただけて、ありがたいであります」

「うん。これなら、ぼくらにも勝ち目はじゅうぶんあるはずだ」

　天海も石榴もベンチへ入って行ったので、最後は宗朗の独り言になった。だが確かにじゅうぶん勝機はある。勝機はある、はず……。

　二回表。「剣姫マスターサムライ」チームは守備。

「もうおぼえたわよ。あのグルグル投法。あれでスピードを増すのね。なら……これで、どうだぁあ！」

　ピッチャーズサークルの千姫。

　それまでのスリングショットぽい投げ方に代わって、石榴と同じウインドミル投法を試みる。

　上体を倒し、利きき手ての右腕を背後へ振りかぶって、そこから真まっ直すぐ身体の側面をなぞるように、

「しかもダブルなんだからぁあ！」

　腕を二回転させて放つ。

　速い。確かに速い。しかもそんな投げ方なのに、コースは低めいっぱいのストライクゾーン内。

　バスン！　これも重々しい響きを立てて、ボールが半蔵のミットに収まった。

「すばらしいです！　御姫さま、これなら勝てます！　完かん封ぷうです！」

「当然よ！　練習なんてしなくても、ソフトボールくらいで負ける千じゃないんだから、ね！」

　胸を張る千姫。

　胸の、○に千の字が、妙みように横に伸びて、「干ひ」に近くなっていた。

「イリーガルピッチ。ワンボール」

　が、宗朗の残念そうな宣言が。

「ええ？　なんで、どうしてなのよ！　あっちの石榴みたいに、腕うでを回して投げたじゃない！」

　抗こう議ぎする千姫。

「腕を回すのは一回まで。二回回すのはルール違い反はんなんです。いまのはボールにカウントします」

「なんですって！　……もう、いいわよ、次よ、次！　半蔵！」

「は、はい！」

　むしろ二回腕を回してバランスを崩くずさず、コントロールも決める方が難しい。

　次は腕の振りを一回転だけにし、千姫の投げた二投目もストライクゾーンに集まるが、

「もらったわ！」

　六番バッター、虎杖はあっさりととらえて一二塁間へ。

「てえい！」

　十兵衛は横よこ跳とびでかかんにボールへ向かうが、抜かれてしまう。ライト前へのヒットになった。

「なによ！　なんで打たれるの！」

　声を上げても、こればかりは仕方がない。

　八はつ哥かし衆ゆうチームも「剣姫マスターサムライ」チームも、素すの体力、運動力で戦っているのだ。それでも義仙の、バッターが打つまえからバックして、フェンス越ごえの打球を捕ってしまう超ちようファインプレーもある。

「御姫さま！　ドンマイです！」

　半蔵が声を掛かける。ノーアウト一塁から、八はつ哥かし衆ゆうの七番バッターは、

「ゥー、ワウワウ！」

「犬……」

　赤座だった。佐助と違い人間体で、きっちりユニフォームも着ているし、キャップをかぶれば犬耳は折れて見えない。

　ただしボトムは特別の穴を開けて、収まらないふさふさの尻しつ尾ぽを出していた。

「あの、尻尾を振られると、前がよく見えないんですけれど」

　半蔵の言葉に、

「ゥワゥ！　キャゥ！」

　わかったようなわからないような返事。けれどいっそう派手に尻尾を左右に振る。興奮しているらしい。

「仕方ないですね」

　あきらめてミットをかまえる半蔵。

「犬なんかに打たせないわよ！　それ！」

　大きなモーションから投げ込む千姫。

　石榴ほどではないが、ウインドミル投法でかなり球速は増している。低めをていねいにつくコントロールも悪くない。

「ワゥ！」

　が、赤座は身体を低くすると同時にバットを両手でかまえる。

「バント!?」

　コツン！　うまく勢いを殺して転がした。

「犬がバントですって！　ああもう、なんなのよ」

　ボールはちょうどピッチャーズサークルとホームの中間に転がった。走り寄る千姫と半蔵。同時に手を伸ばす。

　先にボールを握ったのは半蔵だった。が、その上から千姫も手を重ねる。結果的に手を握られた半蔵は、

「ぁ、御姫さまの……」

　一いつ瞬しゆん、固まってしまった。

「なにやってるんですの！　早く、ですわ！」

　兼続に言われ、ようやく投げたが遅い。そのうえ動転してしまって悪送球になる。

「あー！　ですわー！」

　けっきょくバントした赤座は二塁、一塁ランナーの虎杖は三塁へ進んでしまう。

「バカ！　なにやってるのよ、半蔵！」

「申しわけございません、申しわけ……」

　さっきはうまくホームスチールを食い止めた半蔵だったが、ここでは激げき沈ちん。

「どんどん！　ぞうさん！」

　そこへ奇き妙みようなかけ声が。

　半蔵が振り向くと、二塁の十兵衛が手を振っている。

「どんどん？」

「どんどんまいまいなの！　元気出して、ぞうさん！」

　どうやらドンマイを二倍分にしたつもりのようだ。十兵衛の笑え顔がおに、

「そうですね。はい。失態はプレーで取り返さなきゃ、ですね！」

　半蔵も気を取り直して守備位置へ戻ろうとする。そこへ、

「待つのじゃ！　タイム、タイムじゃ！」

　幸村が声を掛けた。

「内野は集まるのじゃ！」



　ピッチャーズサークルに、千姫、半蔵、ダルタニアン、兼続、十兵衛、佐助が集まる。

「内野、って、おチビちゃんはライトじゃない」

「な……細かいことはよいわ！　それより、千の投球もようやくさまになってきたことじゃ。ここからはチームプレイでしっかり守ることを心がけるべきじゃぞ」

「チームプレイ？」

「そうじゃ。勝手にどんどん投げずに周りを見ること。幸いコントロールは良いのじゃからな。打たせて取ることも計算すべきじゃろう。これ以上点はやれぬ。この回、やっても一点で切り抜けねば」

「わかってるわよ、そんなこと。でも、とにかくアウトを取らないと。それに、うちの内野は……」

「ザル、だとでもいうのか」

　幸村の言葉に千姫が反発し、ダルタニアンが声を上げる。

「そんなこと言ってないわよ。義仙やダルタニアンはアウトを取ってくれたし」

「ウキュ、キュー！」

　自分のことを言われている気がして、佐助が十兵衛の頭の上ではね回る。少々怒おこっているようだ。

「ぁん、さっちん！　……だいじょうぶなの。さっちんはお猿さるさんでぇ、ザルじゃないの！　それに十兵衛、だんだんわかってきたの！　ソフトボール、おもしろいんだ！」

「はぁ？　なにをいまさら、ですの。わたくしとダルタニアンが多少二塁寄りに守ってる現状でも、簡単に抜かれてヒットにされてますのよ」

　兼続の言葉に、

「うん。さっちんといっしょにあの辺りを守ればいいんだよね。ちゃんとぐっちゃんにボール投げるから、よろしくなの！」

　笑う十兵衛。

　なおも訝いぶかる兼続だが、幸村は十兵衛を見つめて何かを感じ取ったようだ。

「ならば、一二塁間と三遊間の二塁側は十兵衛に任せるとする。兼続とダルタニアンは通常のポジションに戻って守るのじゃ。それと、千」

「なによ」

「バックを信しん頼らいするのじゃ。わらわは少々球技は苦手じゃが、義仙と又兵衛の守備はやつらも一目置いておる。やみくもに力押しにするでなく、多少打たれても、出しゆ塁つるいされても、緩かん急きゆうをつけたピッチングを心がけよ。半蔵も千をリードしてやるのじゃ。よいな」

「は、はい」

「ふぅん……まあ、そうね。千ひとりで勝てるものでもないし、ね。四点取られて、もう一点もあげたくないものね」

「御姫さま！」

　ここに来て、ようやくバッテリーは緊きん急きゆうのサインを取り決める。といっても変化球はないので、コースだけだ。

　それでも、いままで千姫が気ままに投げていたのが、半蔵の思考や観測が加わって投球に厚みが出る。

「ゆくぞ。試合再開じゃ！」
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　八番打者は天海だ。

「いい感じです。このまま追加点で突つき放はなすですよ。勝つ、です！」

　ところが、

「……うん。それでいくわよ」

　ピッチャーズサークルで千姫がうなずいている。半蔵のサインを受け入れたのだ。

　後方へ利き手を振りかぶり、第一球。

「ボール」

　わずかに外へ外れる高めのボールだ。二球目もアウトローのボールになった。

「二球続けてボールです。コントロールも鈍ってきたですか」

　しかし三球目は、インハイのストライクコース。天海は、

「くっ……！」

　一いつ瞬しゆ振んふり遅おくれ、おまけに引っかけてしまった。

「取りますわ！」

　一いち塁るい線せんに転がったボールを兼続がダッシュして捕球する。そのまま半蔵へトス。

「はい！」

　けれど三塁の虎杖はホームスチールしてこなかった。三塁へ戻っている。半蔵は一塁を見る。

「いいわよ！」

　千姫がベースカバーに入っていた。十兵衛は二塁に入っているが、やはり二塁の赤座は戻っている。

「ファースト！　ぞうさん！」

　十兵衛からの指示を聞いたときには、もう半蔵は千姫にボールを送っている。ボールはけんめいに走る天海の背中を追おい越して、

「アウト！」

　千姫のグローブに収まっていた。

「あー！　せっかくの攻こう勢せいムードに水を差したです！　あああ」

　がっくり一塁ベース上でうなだれる天海。とぼとぼとベンチへ戻る途と中ちゆう、バッターボックスへ向かう石榴が、

「ドンマイでありますよ。まだ二、三塁の走者は残っているであります。石榴が追加点を取ってくるであります」

「たのんだです、石榴」

　すれ違いながら目線を交かわし、手を握り合った。

　石榴は左バッターボックスに入り、スタンスを決めながら千姫を見る。

「なんだか、感じが変わったでありますね。まあ、そう簡単には勝てないということでありますか」

　石榴に対して半蔵は球を散らしながらようすを見るも、

「（通じないみたいですね。見たところ、この方がいちばん手て強ごわいようですし、いっそ敬遠して塁を埋うめて……でも、初対戦でそれはやりすぎで……ぁああ、どうしたら……！）」

　逡巡する半蔵。ついピッチャーズサークルの千姫を見てしまう。しかし、

「（御姫さまが……）」

　千姫は辛しん抱ぼう強づよく半蔵のサインを待っていた。

　自分でどんどん投げ込んでくる序じよ盤ばんまでとは明らかに違う。キャッチャーの半蔵を信頼している。

「（御姫さまが、わたしを信じてくださってる。信じて、任せてくださって……）」

　半蔵がサインを送る。千姫がかすかにうなずいた。

　三球目。投げる。が、石榴は、

「内角低め。来ると思ったであります！」

　わずかに身体を開きながら鋭するどいスイングで振り抜いていく。

「！（引っ張る？　いけない！）」

　半蔵は思わずミットを伸ばそうとしたが、もう遅い。

　快音とともにボールは弾き返されて、

「しまった、であります！」

　しかしバットの真ま芯しんは外れていた。一塁線上の、速いゴロになる。

「もらったですわ！」

　兼続が捕球して、自ら一塁ベースを踏む。しかし三塁ランナーのホームインには間に合わない。

　ツーアウトとはいえ、一点をまた献けん上じようしてしまった。

「申し訳ありません、御姫さま。せっかくの、御姫さまの信頼を……」

　ピッチャーズサークル上で、半蔵がボールを返しながら千姫に謝あやまっていた。肩かたを落とした半蔵に、千姫は、

「二、三塁のランナーは千が出しちゃったんだもの。一塁ゴロで打ち取ったのだし、おまえのリードは間ま違ちがっていないわ」

　てっきり罵ば声せいで迎むかえられると思っていたのに、やさしい言葉が半蔵を驚おどろかせる。

「御姫さま……」

「だけどもう点はやらないわよ。しっかりリードなさい！」

「は、はい！」

　ボールを千姫のグローブに返す際、千姫の手が、半蔵の手に触ふれた。それだけで、ビクッ！　半蔵は身体の芯から痺しびれるものがこみ上げてしまう。

「さ、締しめていくわよ！」

「はい……！」

　ホームベースへと戻る半蔵の目は潤うるんで、視界がぼやけていた。拭ぬぐおうとして、マスクに手が当たる。

「いけない」

　失敗に、笑いがこみ上げた。なぜだか気持ちが落ち着いた。

　同時に決意も。

「（この半蔵、命にかえても、御姫さまを負け投手にはいたしません。必ず……！）」

　ポジションについてしゃがみ込む半蔵の後ろ姿に、宗朗も、

（半蔵さん、なんだか背中がさっきより大きく見えるよ）

　頼たのもしさを感じ取っていた。

「手元で変化したであります。ライズボールとも違う。……どちらにしても、楽しくなってきたであります」

　ベンチに戻もどる石榴がつぶやいていた。

　宗朗の印象を裏付けるように、八はつ哥かし衆ゆうの一番に戻った打順の薊を、千姫・半蔵バッテリーはなんなく内野フライに仕留めた。

「さあ、反はん撃げきよ！」

「おーっ！」










伍◆迫り来る強大な影
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　三回以降のイニングは、両軍ともに膠こう着ちやく状態に陥おちいった。

　八はつ哥かし衆ゆうチームは毎回ランナーを出すが、無得点に抑おさえられる。「剣姫マスターサムライ」チームのほうも当たりが出始め、惜おしいところまでランナーを進めるが、得点まではいかない。

「は？　なんですの。リードしてはいけないんですのぉ!?」

　初めて塁に出た兼かね続つぐが、リードしてアウトになる、などの失策はあったものの、

「確実に押しておるぞ。流れは我らにあり。あとひと押しじゃ！」

　幸ゆき村むらが鼓こ舞ぶする。

　その言葉どおり、勢いを維い持じして七回表も千せん姫ひめは無得点に抑えた。

　そして「剣姫マスターサムライ」チーム最後の攻撃。

　打順は一番の兼続に戻っていた。

「もう手加減しませんわよ。というより本気ですわ。直なお江え流戦鎚術の冴さえ、こんどこそご覧にいれますわよ！」

　巨きよ大だいな大おお鎚づちを振り回す戦鎚術は、「剣姫マスターサムライ」以前にサムライとして兼続の身についていた能力だ。

　大きく重く打面も広い大鎚とバットとの感かん触しよくの違いも、これまでの打席でわかってきた。バットでのスイングも。

「やっかいな相手、でありますな」

　警けい戒かいしながら、石ざく榴ろの投球はツーボール、ワンストライクまで進行する。

　そして四球目。

　石榴の球はボール気味の内角高め。しかし兼続は、

「いただきます、わ！」

　じゅうぶん引き付けたうえで、速いスイングをきれいに振り抜く。

　これまで、どうしても大鎚の癖くせで叩たたきつけるダウンスイングになりがちだったのが、みごとに改善されている。

「やったの!?」

　千姫の言葉を裏付けるように、打球は三塁線上を襲おそって、

「抜けたよ！　ぐっちゃん、走れ走れー！」

　走そう塁るい指示をするのは十じゆう兵べ衛えだ。

「わ、わかってますわ！」

　好走塁で、兼続は二塁へ進んだ。

「やったーーー！」

　初めての二塁打。ベンチはもう勝ったかのような興奮に包まれる。

「こ、こら、抱きつくでないわ！　まだ一点も返していないのじゃぞ！」

　幸村の言葉もかき消されるほど。

　ややもして、冷静に戻った半はん蔵ぞうが打席に入る。

「ぐつぐつさんを進めないと。ホームに、迎えないと……！」

　半蔵の気き迫はくを読んだ石榴は、

「エンドラン狙いでありますか。いや、バント？　うん、そうでありますな。ここは一球外して……」

　キャッチャー、繁はこ縷べの意見を取り入れ、外角高めに大きく外す。

　半蔵もこれを見送る、と見えた刹せつ那な、

「そこ、です！」

　打球に飛びつくようにバットを出す。ほぼ、左のバッターボックス上にまではみ出していたボールに、

「バント!?」

　ボールはうまく一塁線上に転がった。しかも、

「えい！」

　もう半蔵は走っている。一塁まで、半ばまでも達していた。

「なに？　であります」

　信じられない足の速さ。それも、右打席からだ。

　半蔵は、大きく飛びつきながらバントを決めた。そのまま体勢を崩さず、走塁に入っていたのだ。

　つまり、ボールを打つまえから走り始めるようなもの。とびきり足が速いわけではない半蔵の、そのための打法だった。

「三塁？　間に合わない……ちっ！」

　キャッチャーの繁縷がつかんで一塁に送るが、

「セーフ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、半蔵の足が速い。セーフティーバント、成功である。

「……やられたでありますな」

　これでランナー一、三塁。そしてバッターは、

「半蔵があれだけがんばってるんだもの。千がやらないわけにいかないじゃない」

　千姫。打席に入るなり、

「予告、ホームランよ！」

　バットで場外を指し、宣言した。

「かっこいー、千姫さーん！」

「だいじょうぶなのか、千のやつ」

　意気の上がる十兵衛。心配顔の幸村。ベンチの反応もさまざまだ。

　石榴は、

「千姫さまはまだノーヒットであります。ホームランとは大きく出たでありますな。サムライの力、侮あなどれんといえどそれほど打つ気なら……」

　ようすをみてツーボールと球を散らした。

　しかし千姫はまったくバットを振らないばかりか、微び妙みようなコースにも反応しない。

「ホームラン狙いなら引っ張るはず。……いや、違うであります！」

　石榴が気づいたときには、カウントはワンスリーになっていた。そこから二球を千姫は続けてカット。

　そして七球目。

「ボール。フォア！」

　千姫が選んだのは四球だった。

「あら、ごめんね。ホームラン狙ってたんだけど、うふふ！」

　ホームラン宣言は千姫の引っかけだった。

「ひ、卑ひき怯ようよ、徳とく川がわ千！」

　外野から天てん海かいが叫さけぶ。けれど、ホームラン宣言も、それが履り行こうされなくとも、とくに反則でもなんでもない。

「これで満塁！　次は……たのんだわよ、ダルタニアン！」

　一塁ベース上から千姫が叫ぶ。

　ひとりだけ、そろいのキャップではなく羽根帽ぼう子しのダルタニアンが眼がん光こう鋭するどく打席に入った。

　羽根帽子はいつもどおりだが、ユニフォームはみんなと同じ丸首の体操着にブルマー、スニーカーだ。

　少々……かなりミスマッチではある。

「ようはこのバットでボールを打てばよいのだ。ならば、好きにさせてもらおう」

　ダルタニアンは左打席のボックス外側いっぱいに立つと、左手一本で持ったバットを身体の後ろに来るほどに振りかぶった。右手はフリーだ。

「あのかまえは……」

　ダルタニアンが持つ武器、クレイモアのそれも両手二刀のかまえ。

　左手のバットをクレイモアと見たてて下段にかまえる。右手にバットはないが、あると仮定し、身体の中でバランスを取る。

　果たしてこの奇妙な打法で、

「……っ！」

　ダルタニアン自身、ピッチャーに背中を向けている。

　石榴の投球に合わせて身体全体を回転させ、左手のバットを大きく振り抜く。右手もまた、いっぱいに伸ばしてカウンターとする。

　カン！　今日一番の快音が響き、ライナー性の打球はまっすぐ場外へ。センター虎いた杖どりがまったく動かず、見送るほどの特大ホームランだった。

「わぁぁぁあああ!!」

　沸わき立たつ「剣姫マスターサムライ」チームベンチ。

　兼続、半蔵、千姫が次々ホームインしてくる。ベンチから走り出た又また兵べ衛えや幸村、十兵衛たちと次々ハイタッチを交わす。

　そしてダルタニアンは、

「ニアさん！」

　飛びつく十兵衛に抱きしめられる。そのうえ、

「ま、待て、キスは……ぁあ」

　頬ほおにキスの雨まで。

　いっぽう、ピッチャーズサークルには八はつ哥かし衆ゆうチームが集まっていた。

「やられたであります。けれどまだ四点。得点差は一点あるであります。これを守りきれば、我らの勝ち」

　石榴の声にはさすがに焦しよ燥うそうがある。その手を握にぎったのは、

「だいじょうぶ。だいじょうぶです。われらの思いは石榴、おまえといっしょにあるです。だから思い切り、投げるですよ」

　天海だった。

「議長どの……」

　石榴が天海を見つめ返す。ふたりの視線が交わって、握った手に力がこもった。

「あ、あの、すいません、点が取れなくてすいません。でも守備でがんばります、すいません」

「まだ一点勝ってるよ。負けてなんかない」

「アウト三つ取ればいいだけっスよ」

　薊あざみ、蔦つた、蔓かずらが言う。

「ちょうど走者が一いつ掃そうされて塁も空いてすっきりしたと思うし」

「気持ちを切きり替かえてプレイするにはもってこいね」

「義ぎ仙せんお姉さまの打球なら虎杖、死ぬ気で取りに行きます行きますとも。ほんとうはお姉さまをクロスプレーで刺さしたい！　刺したいくらいで」

　鬼ほお灯ずき、繁縷、それに少々脱だつ線せんしている虎杖も、気力はじゅうぶん、疲つかれもない。

「ゥワン！　ワゥン！」

　さかんに尻尾を振るのは赤あか座ざだ。キャップが持ち上がるほど耳もピン！　と立っている。

「みんな……。わかったであります。我ら、もとくノ一といえど『剣姫マスターサムライ』に対して一歩も退ひかぬ強い気持ちで、最後まで戦おうであります。いや……勝つ、です！」

　天海の言葉に、全員がうなずきながら見つめ合った。いつのまにか、全員の手が天海と石榴の手に重ねられていた。

「ファイトです！」

「オーーーー！」

　試合再開。



　　　　　２



「剣姫マスターサムライ」チームの打順は六番、又兵衛に回っていた。

「やれるか、とは言わぬ。やるのじゃ、よいな又兵衛」

　幸村に言われると、又兵衛の口もとがわずかに、うれしそうにほころんだ。

「御ぎよ意いに、幸村さま」

　心なしか、足取りまでが軽くなったようだ。右バッターボックスに入る。

「上背があり、力も十分であります。長打に警戒しなくては」

　石榴は繁縷とサインを取とり交わす。決まった。

　第一球。

「ぇ？」

　誰ともなく声が漏もれる。「剣姫マスターサムライ」チームベンチからも驚きの声が上がった。

　又兵衛がバットを両手で持って、腰こしを落としていた。

　右手は通常のバットの握り。左手はバットのほぼ先せん端たん部ぶを持つ。

「バント!?」

　繁縷が叫んで、立ち上がろうと腰を上げた。マスクを跳はね上げる。

　しかし又兵衛の握りはバントとしては逆だった。

　そしてバントではない。

「……！」

　又兵衛はボールに向かってバットを縦に、つまり頂上部の平らな部分を向けていたのだ。

「鑓やりのかまえか！　やりおるぞ、又兵衛！」

　幸村が、はっしと膝ひざを打つ。その見立てのとおり。

　又兵衛のかまえは、自身の五ごじ丈よう鑓やりのそれと同じ。

　そして五丈鑓ならば、空中を飛ぶトンボを、その羽根の一枚一枚を切っ先で突くことも可能な腕前。

　そのトンボは突かれたことに気づかず、破れた羽根のまま飛んで行くという。

　それほどの正確な突きが繰くり出だせる又兵衛の鑓さばき。

　それは時速百二十キロ以上で迫せまる石榴のスピードボールに対しても遜そん色しよくなく、正確に突き上げた。

「なん、と！」

　バットの頭頂部で突かれたボールは、まっすぐに弾き返される。

　石榴への強烈なピッチャー返しとなった。とっさにグローブをかざすが、ボールの勢いに弾はじかれる。

「やった！」

　ボールはセンターへと転がる。又兵衛は一塁を走り抜けている。センター前へのヒットになった。

「でかしたぞ、又兵衛！」

　幸村の声に、又兵衛は一塁るい上じようで小さく手を振った。はにかんだ頬が朱しゆに色づいている。

　同点のランナーが出た。一打出れば逆転もありうる。

　ここで打者は、

「十兵衛なの！　行ってくるね！」

　元気にベンチを飛び出していく。

「十兵衛、だいじょうぶなのかしら。まだノーヒットよね」

「バットに当たってもいませんわ」

「でもまだノーアウトですし。あ、十兵衛さんを信じてないわけではないんですけれど」

「せめて、ダブルプレーだけは避さけたいものじゃな」

　さまざまなベンチの反応。

　そんな中、バッターボックスに入った十兵衛は、

「十兵衛、わかったよ。ソフトボール、投げるのも取るのも、打つのももう全部、わかったの！」

　ベンチにウインクして手を振ふる。

「わかった、でありますか。ならこちらも、真しん剣けん、全力でいくでありますよ」

　石榴が答えた。十兵衛も、

「うん！」

　バットをかまえる。しかし、かまえはそれまでどおりの、素人ぽいもののまま。

「油断させようというのでありますか」

　石榴は注意深くサインを交こう換かんし、きっちりとコーナーを突く投球で隙すきを与えない。

　一球目、ボール。

　二球目、ストライク。

　けれどどちらにも、十兵衛はまったく反応しなかった。かつぐようにバットを肩に当てたかまえのままだ。

「なんじゃ、やはりダメか。十兵衛がアウトだと、わらわの次は」

「ウキュ」

「猿じゃぞ。うーむ、ようやく一点差に追いついたというに。い、いや、わらわがなんとか塁に出れば義仙にまでは回る。あの女をたよりにしたくはないが、打順を一番へ繋つなげてくれれば……」

　ネクストバッターズサークルで考え込む幸村。

　そして三球目、ボール。

　四球目はストライク。

　これでカウントはツー、ツーのイーブンだ。あいかわらず十兵衛はバットを動かそうともしない。

「球は走ってるであります。カウントはこちらに有利。ならば一球……」

　石榴は振りかぶると、大きなモーションで五球目を投げる。

　風車のように腕を回すウインドミル投法はそのまま。が、ボールをつかんだ手が自身の腰の横を過ぎるところで、

「んっ！」

　わずかに腰に当たった。手首の角度が動く。握りも変わる。その動きの中でボールが放たれる。

　ソフトボールに特とく徴ちよ的うてきな、ボールを変化させるテクニックだ。

　一回で石榴に対して、千姫が無意識に投げてしまったのも同じボールだった。

　そのときは偶ぐう然ぜんに、しかも暴投などにならずに石榴を打ち損じさせたのは、かなりの幸運と言える。

　石榴もこれまで何度かこのボールを投げていたが、やはりストライクゾーンに集めるのは難しく、ときにはワイルドピッチになってしまっていた。

「カウントが有利なうちに一度……これで引っかけてくれれば御おんの字じであります……！」

　石榴の投げたボールは、最良の軌き道どうを描えがいてストライクゾーン外角低めへ突き刺さる。しかもそこからさらにアウトコースへ、しかも沈しずみ込みながら変化した。

「うまい、これなら！」

　キャッチャーの繁縷も思った。

　見み逃のがせばボールと判定されてもおかしくないギリギリのコース。しかし打者不利のカウントでは手を出しやすい。

　果たして、

「……ぅん！」

　十兵衛のバットが動いていた。振りは鋭い。いつのまにかスタンスもかまえも、本格的なものに変わっていた。

　それでもこのコース、変化するボールには当てるのがせいいっぱい。よくてファウル。打ち損じてボテボテのゴロ。

　一塁だけでなく、ダブルプレーも狙ねらえるか。内野手はそう思った。石榴も。しかし、

「え」

　カッ！　乾かわいた音が響ひびいたと思うと、ボールはすでに青空の中にあった。

「……まだ、まだです！　まだ、負けてないです！　まだ……勝つのは、わたしたちです！」

　必死に打球を追いかけているのは天海だ。

　一瞬、見失うほどの速さで上がった十兵衛の打球だが、角度が大きく、風に押し戻されていた。

　天海はあきらめずにグラウンドを走る。

　フェンスに飛びつき、よじ登った。振り返るのと、ボールがみるみる大きくなって向かってくるのが同時だった。

「きゃっ！」

　とっさにグローブを出した。ボールは天海が伸ばしたグローブを重々しく叩く。弾かれた？　そう思ったが、さっきよりグローブが重い。

「は、ひゃ……ふええ!!」

　ボールがあった。

　グローブに、白いボールが残っている。つかんでいた。

「議長！」

　カバーに走り寄って来ていた鬼灯と虎杖も目を見張る。ホームランをつかみ取った天海は、

「み、見たですか！　勝つのはわたしたちです！　さあ、あとアウトふたつ、締まっていくで……す、あふぇ!?」

　だがＶサインを突きだしたひょうしに姿勢を崩す天海。必死にバランスを保とうとするが、

「ぁあー！」

　バタ。倒れた。落ちた。フェンスから。落ちた先は、

「ホームラン。ゲームセット！」

　宗むね朗あきらが宣言する。又兵衛に続いて、十兵衛もホームインしていた。

「で、で、です!?　なんでです！　ボールはとったです！　外野フライです！　ボールは……」　しかし天海が抗議するその場所はフェンスの外。フィールド外へ球ごと落ちたのと同じなのだった。

「うまく打てたよ、やったの！」

　十兵衛が帰ってきたベンチでは、全員が十兵衛に抱きつき、抱きしめていた。

「すごいわ、千たち、勝ったのね！」

「十兵衛さんのおかげです！」

「なんでもいいけど、めでたいですわ！　よかったですわぁ！」

「まったく、なにをするかわからんヤツじゃ。が、命拾いしたかもしれんのお」

「ウキュ、キュキュー！」

「……！」

「十兵衛お姉さまならこのくらい、と思っていたんです。今日から十兵衛お姉さまと呼ばせていただくんです」

　ふだんの十兵衛の得とく意い技わざがみんなに取られて、揉もみくちゃにされる。

「わぁん！　みんな、うれしいの！　うれしいけど、あはは、痛いの、引っ張らないで、叩かないでよぉ」

　笑いながら困っている十兵衛。その光景を見つめながら、審しん判ぱんのマスクを脱ぬいだ宗朗がつぶやく。

「すごいのは『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんだけかと思っていたけど、やっぱり十兵衛はどっちも、すごいんだ」

　笑顔の十兵衛に引き寄せられるように、輪に加わっていく。

　ピッチャーズサークルでは石榴が、

「今日いちばんのボールでありました。あれを打たれたら、悔くいはないでありますよ」

　つぶやいていた。その顔にも笑えみがある。

　しかし。

　フェンスの向こう、まだボールを握りしめたまま、

「……負けてないです。まだわたしたちは負けてないです。負けたら……みんながまた、大おお江え戸どに連れて行かれるです。そうなったらこんどこそ、もう帰って来れない。わたしはどうなっても、みんなを……守る、です！」

　天海はユニフォームのポケットに忍しのばせていたものを取り出す。立ち上がる。
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「議長、それはダメであります！　それを使っては……！」

　気づいた石榴が叫んだ。が、天海がそれを、葵あおいの紋もん章しよう付きの印いん籠ろうをかざし、中の物を自ら浴びるのを止められない。

　金色の粉が風に舞まい、天海の身体を包つつむ。

　鈍にぶい光が拡散から凝ぎよう縮しゆくへと転じ、天海の姿がその中に閉じこめられてしまう。と思うと、一気に膨ぼう張ちようした。

「あれは！」

　それはまるで、

「……イカ？」

　天海の法ほう衣えをちょうど大きくしたようで、頭が尖とがった、けれどヌメヌメと青白く、身体の中央から下にかけて多くの触しよく手しゆを長く伸ばした姿など、まさに烏い賊か。

「チュィィーーーン！」

「鳴いた」

「烏賊じゃな」

「烏賊ね」

　尖った頭の先までは四、五メートルはあるだろうか。うねうね動く触手は、その倍もの長さがある。

「ようやく、わらわの力の使いどころのようじゃ」

　幸村が言うと、目を閉じる。

　意識を集中すると「剣姫マスターサムライ」の徴しるしが活性化し、「気」が胎たい内ないを満たして身体のすみずみまで行いき渡わたる。

「ぅぅぅぅ、ぁぁあああ、んっ！」

　内からの衝しよ動うどうに、つい声を上げてしまう。

　アストラル体を経けい由ゆして火ほ照てった身体は一瞬、己おのれの裸ら体たい以外のすべてのものを排はい除じよし、しかるのちイメージの中の「剣姫マスターサムライ」の戦せん闘とう体たいを呼び込む。

「不ふし惜やく身しん命みよう！　真さな田だ左右衛門佐さえもんのすけ幸村、ここに見参じゃ！」

　スク水ふうスーツに豪ごう華かな陣じん羽ば織おり、両手の大鉄扇。いつもの幸村の姿が風の中から立ち現われる。

　どうように千姫、半蔵、又兵衛、兼続、佐さ助すけまでが、

「ウキッ！」

　体操服にブルマーから、「剣姫マスターサムライ」の戦闘体を取り戻していた。佐助は人間体へと変わっている。

　そのうえ、

「そうか。こういうことだったか」

　ダルタニアンまでが、一瞬で姿を変えている。

「おぬし、できるのか」

　幸村が驚いて問うと、

「『将』は異なるとはいえ我も『剣姫マスターサムライ』のひとり。遅れは取らぬということだ」

　胸を張るダルタニアン。しかし、

「なんてこと！　宗朗ともう間違いを起こしてたのかもしれないわ！」

「少なくとも、この旅行でなんども宗朗と密着しておるようじゃからのお。肌はだと肌の接せつ触しよくが刺し激げきとなったのやもしれぬ」

　憤ふん激げきする千姫と、声を潜ひそめる幸村。

「み、みんな、ちょっと、そうじゃなくて、あれを、天海さんを……！」

　宗朗が言うまでもなく、烏賊の怪かい物ぶつに変化した天海は、

「チュワ！　チュィィーーーン！」

　空気を震ふるえさせる奇妙な鳴き声とともに、風を巻き起こすと、

「飛んだ？」

　尖った頭を機首のようにして水平に飛行し、突とつ進しんしてくる。

「ぅあああ！」

「きゃぁああっ！」

「剣姫マスターサムライ」たちをなぎ倒す勢いで地面をかすめ、飛びすぎた。しかし空で大きく旋せん回かいすると、また向かってくる。

「いいですわ。慣れないソフトボールでストレスが溜たまってましたの。思い切りこの大鎚、愛あい染ぜん院いん丸まるを振るういい機会ですわ！」

　兼続が叫んで大鎚を振りかぶれば、

「我にまかせよ。我わがクレイモアの一いち撃げきにて、すべて終わらせてみせる」

　ダルタニアンもクレイモアの両刀をかまえる。

　そして十兵衛は、

「イカさん。天海さんなの？　だったらやっつけちゃダメだよ。戦っちゃダメ！」

　訴うつたえる。

「おぬし、『剣姫マスターサムライ』になっておらなんだのか。宗朗とキスしなければやはりな。しかし、これだけの我らがおるのじゃ、戦力的には問題ない」

「そうね、だからよ」

　千姫がひとり、進み出た。

「御お姫ひいさま!?」

「どうするつもりですの」

　半蔵が心配顔を見せ、兼続が訝る。

「あれが笙しよ子うこなら、千がひとりで相手をしてあげなきゃね。もともと千と笙子の間から始まったこと。最後もふたりで決着をつけるわ」

「よいのか」

　幸村の問いにも、

「ええ。それが笙子への礼れい儀ぎだもの。半蔵も手を出してはダメよ。……行くわ！」

　烏賊が速度を上げて突っ込んでくる。まともに当たっては、「剣姫マスターサムライ」といえど弾はじき飛とばされるのは必定と見えた。

「チュィィーーー！」

「笙子、目を覚ましなさい！」

　烏賊は地面から二メートルほどの高さを飛んでくる。進行方向に立ちはだかった千姫は、直前で薙なぎ刀なたを地面に突き立てると、















「えい！」

　棒ぼう高たか跳とびよろしく、烏賊の鼻先をかすめるように跳び上がると、そのまま背中に飛び乗った。

　千姫は烏賊の背中に伏ふせながら、

「笙子、笙子！　聞こえるの!?　もう戦いは終わったのよ。無意味だわ。千たちはもう戦わない。あなたたちだって、ほんとうはもう忍にん術じゆつが使えないんでしょう？　そんな子たちを幕府だって狙わないわ。だから解放したんじゃない！」

　かなりの速度で飛ぶ烏賊にしがみついているだけでもかなりの負担だ。

　千姫が間近で叫び続けると、ヌメヌメした烏賊の肌が白に近い銀色から緑や赤などがちらつき、玉虫色に色を変える。

「だから笙子、もうやめて！　もとの姿に戻るのよ！　千からも幕府に直言してあげる。あなたたちにはもう……ぁっ！」

　ビュッ！　烏賊の身体の後こう端たんから伸びた触手が、千姫の身体に巻き付いた。先が平たく広がった、触しよ腕くわんと呼ばれる二本の触手だ。多くの吸きゆ盤うばんで吸い付いてくる。

「いや！　ちょ、っと……！」

　触腕は千姫の身体をグルグル巻きにして締め上げる。顔や手に吸盤が吸い付くと、視界を奪うばわれ、手を動かすこともできなくなる。

「笙子……聞こえない、の」

　どうやら印籠を使った時点から天海の意識は乗っ取られ、怪物のエネルギー源としてのみ使われているようだ。

「わたくしのときと同じですわ！」

　かつて兼続が身体に仕込まれた式神が発現し、いいようにエネルギーを吸い取られていた。そのときと事態はひどく似通っている。

「なら、この烏賊を倒さないとどのみち笙子は助けられないってわけね。なら、話は早いわ！　……くぅ、ぅ！」

　千姫は手にした薙刀を振るおうとするが、薙刀ごと触腕にからめとられてしまっている。

「御姫さま！」

　半蔵が得物の大だい手しゆ裏り剣けんを放とうとするが、

「手出し無用よ！　ここは千ひとりでじゅうぶん、お釣つりが来るんだから！」

　触手で締め付つけられる苦しさの中、千姫はあくまでひとりで戦おうとする。

「いけません！」

「やらせてやるのじゃ」

　なおも千姫を助けようとする半蔵に、幸村が言った。

「でも」

「千なりのけじめなのじゃろう。千は自分が天海をこの戦いに巻き込んだと思っておる」

「けれど幕府の命ならば」

「うむ。断ることはできなんだろうが、千はそうは思っておらんようじゃ。自分との確かく執しつがなければ、あるいは、とな」

「御姫さまは天海さんにそこまで」

「じゃがこの戦いで、天海も数年ぶりに千と話ができたのじゃ」

「あ、竪穴の」

「それに、以前の天海とは違うようじゃしな」

　そこまで言って幸村は視線をめぐらす。

　石榴や鬼灯ら八はつ哥かし衆ゆうのくノ一たちが、天海と千姫の戦いを見守っていた。

「議長、どの……」

　もはや戦いの勝利ではななく、天海の無事を祈いのって。

　かんじんの千姫と天海＝烏賊の戦いは……。

「ぅぅ……どうしても抜ぬけられないみたいね。この烏賊の足！」

　触腕でからめとった千姫を乗せたまま、怪物は飛行を続ける。このまま千姫を絞しめ殺ころそうとしているかのようだ。

「薙刀は、使えないのよね」

　手にした薙刀ごと触腕にがんじがらめにされたせいで、腕も、握っている薙刀も動かすことができない。

　かろうじて下向きになら薙刀を怪物に向けることができるが、刃はは上を向いていた。

「困ったわね。武器が使えないのじゃ……」

　怪物から逃のがれる術がない。そうするうちにも、

「くぅ……ぅ！　やめて、よ。そんなに締めたら、身が出ちゃうじゃない！」

　もはや締め付けに抗こうするのも限界。

「（そうだわ、あのときのことを。気持ちを、集中するの……！）」

　意識を鎮しずめ、集中することでアストラル体の肉体が活性化する。

　千姫は苦痛を受け入れ、触腕の締め付けに対抗するのを止めて、身から体だじ中ゆうの力を抜く。筋肉の強こわばりが解けて、一気に「気」の流れが加速する。

「ぅぅ、ぁあ！」

　その代わり、抵てい抗こうを止めた身体は触腕の餌え食じきになる。

　締め付けがいっそう強まる。このままではあとわずかしか保たない。

「（薙刀を使うときのように……いつもの、千の花はな散ちら丸しまるを……）……電でん皇こう石せつ火か！」

　自然、その言葉が千姫の口をついて出た。

　薙刀を風車のように振るい、敵を一刀のもとに両断する、その技。威いり力よく。

　けれどいま、千姫の身体も薙刀も、触腕でからめとられ、締め付けられて動かすことすらできない。

　しかし胎内から横おう溢いつし、迸ほとばしる「剣姫マスターサムライ」の「気」が、実際に薙刀を振るっているときと同じ姿を取る。達する。

　瞬間、千姫の身体が明めい滅めつするように煌きらめいた。

　薙刀の穂ほ先さきから閃せん光こうとともに激しい電流が放出される。空気を震わせながら、怪物の身体を直ちよ撃くげきした。

「チュィ!?　チュィィーーーン!!」

　烏賊の飛行姿勢が乱れた。同時に触腕がゆるむ。

「いまよ！」

　垂直に跳び上がる千姫が触腕からすり抜ける。

　が、一瞬の電でん撃げきから覚めた怪物の触腕も他ほかの触手も、千姫を追いかけて鋭い針の山のように伸のびる。

「抜け出してしまえば、こんなもの！」

　触手を薙刀でなんなく断たち切り、払はらいのけながら、千姫はこんどこそ薙刀に「気」を集中して叫んでいた。

「はぁぁぁぁあああ！　爆ばく炎えん閃せん破ぱ！」

　残りの触手は千姫の身体や薙刀に触れるまえに電撃で吹ふき飛び、稲いな妻ずまの塊かたまりがそのまま烏賊の背中へと突き刺さる。

　貫つらぬいた。

「チュィェェェーーーン!!」

　鋭い吠ほえ声ごえを発すると、怪物が狂気に駆られたようにその身体を暴れさせる。

　ビチビチ、ビクビクッ、陸に上げられた魚そのままに跳びはね、身をよじり、頭と言わず尾おと言わず地面に叩きつける。

　そんな動きをそのまま空中で見せる。千切れた触手がのたうった。

「ぅぅ、ぅ……！」

　そんな怪物の背に、振り落とされそうになりながら千姫はしがみついていた。

　怪物は暴れながら断だん末まつ魔まの力で垂直に上じよう昇しようする。しかしとうとう、

「チュィェァァアア！」

　無数の傷が亀き裂れつになり、肉が内側から裂さけた。爆ばく発はつするように四散する。



　　　　　４



「御姫さま！」

「議長どのっ！」

　地上の全員が見守る。半蔵は矢やも楯たてもたまらず、走り出していた。そこへ、

「あわてないの、半蔵。ほら、ちゃんと千ひとりでやれたでしょ」

　上空から声がした。

　と思うと、千姫がきれいな着地で地面に降り立つ。その腕に、

「ちゃんと笙子を連れて帰ったわよ」

　天海が抱かかえられていた。

　印籠の究極奥おう義ぎで作られた烏賊の身体が吹き飛ばされ、天海は生まれたままの姿をさらしている。

「議長どの、ご無事でありますか！」

　石榴をはじめ、八はつ哥かし衆ゆうが取り囲む。

　千姫の腕の中、天海の閉じられた瞳ひとみは眠ねむっているようで、穏おだやかな表情が見る者を安心させた。

「もちろん無事よ。ね、笙子、そろそろ目を覚ましたら？」

　千姫の言葉が聞こえたのか、睫毛まつげを震わせながら天海が目ま蓋ぶたを開いた。

「天海さん」

　その裸ら身しんに宗朗が上着をかける。

「柳生やぎゆう……宗朗、徳川、千？」

　うわごとのようにつぶやく天海。目の焦しよ点うてんがじょじょに合ってきた。表情が強ばり、

「ま、まだ負けてないです！　まだ……」

　跳ね起きる天海を、抱だき留とめるのは、

「もう、いいでありますよ。もう、終わったであります」

　石榴だった。他のくノ一たちも、

「て、天海さんが、議長が無事で、よ、よかったです。すいません、役に立たなくて、でも、よかった」

「まあ、ソフトボールのゲームには負けちゃったけどさぁ」

「悔いはないっス。もうぜんぜん」

「だって『剣姫マスターサムライ』相手に生身であそこまで健けん闘とうしたんだから」

「そうそう、相手はサムライ以上の『剣姫マスターサムライ』だもの」

「義仙お姉さまとの交わりがなくてちょっと残念ですけれどぉ残念ですぅ。でも天海議長は最後までとっても勇ゆう敢かんに戦ったと思うし、もっと議長のこと、知りたくなっちゃったの知りたいですぅ」

「ゥゥ、ワンワン！　クゥゥ、ン！」

　天海を取り囲む。八はつ哥かし衆ゆう全員に笑みが浮うかんでいた。

「みんな……ほんとうに、いいですか。これからは、幕府を敵とするまではいかなくとも、有形無形の障害がきっとあるです。あの学園にも……」

　武ぶお應うが学くえ園んじ塾ゆくにもいられなくなるだろう。そう天海は言いたかったのを、

「なんでもいいであります」

　先に石榴が口を開いていた。

「われわれ、ひとりひとりでは困難かもしれないでありますが、議長を含ふくめて九人もいるでありますよ。なんとかなるでありましょう。この仲間がいる限り」

「仲間……」

　天海の瞳がみるみる潤んでいく。

「この件はこれで落着、じゃな」

　幸村が言い、宗朗もうなずいた。が、

「徳川千！　だからといって、わたしとあなたは、これからだってライバルで……！」

　涙なみだをギュッとこらえて、それを紛まぎらすように天海が千姫に向き直る。

「はいはい、わかってるわよ」

　けれど千姫は、

「急に千と笙子が、仲良しこよしになるわけないじゃない。そんなの気持ち悪いでしょう。……けど、ライバルだったら歓かん迎げいよ。次に会うときまでに、もっと強くなって、少しは手こずらせてよね」

　笑ってかわした。

「ライバル……ですか。仲間に、ライバル、それもいいです。ふん！　そうとなったら、もっと強くなるです。わたしだって『剣姫マスターサムライ』になれば……」

　そのとき、天海の視線が宗朗をチラリととらえたのを、千姫は見逃さなかった。その頬がほんのりと染まっていたのも。

「ちょっと笙子、それはダメ！　それは千の、専用なんだから、ね！」

「せ、専用って」

「黙だまっておれば、なにを言っておるのじゃ！　ふたりともそこへ直れ！」

「わーい！　十兵衛はお兄ちゃん専用だよ。専用なの！」

「それも危ない発言ではございませんの!?」

　いきなり沸ふつ騰とうする宗朗の周囲。

「ぅあ！　待って、みんな。いまは天海さんの……あ！　そこ、引っ張らない！　十兵衛、抱きついたら、むぅああ！」

　そんな光景を前にして、

「なんだか楽しそうでありますな。案ずるより産むが易しとは言うでありますが、あんがい議長どのもわれらも……」

　そこまで石榴が独りごちたところだった。

　不意に辺りが暗くなる。

　影かげが陽ひの光を遮さえぎって通り過ぎた。

　誰だれもが顔を上げる。鳥にしては大きすぎ、速すぎる影を目で追おうとした。

　ヴォ……！　風と轟ごう音おんと、それに強きよ烈うれつな「気」が叩きつけるように降ふってくる。

「ぅあああっ！」

　誰もが目を開けていられない。

　なぎ倒たおされ、その場から飛ばされそうになって、周りの何でもいいからしがみつき、それがない物は地面に爪つめを立てた。

「な、なんだ……！」

　かろうじて宗朗が顔を上げる。

　そこに、それが立っていた。

　黒々と巨大な影が浮かび上がる。まだ陽が高いというのに、漆しつ黒こくの闇やみを連れて、それをいまも背せ負おっているように見えた。

「か、甲かつ冑ちゆう武者、ですの？」

「あれは……！」

「鹿か角づのの兜かぶとじゃと……まさか」

　甲冑武者が手にした長大な鑓を振りかぶる。

　兜の庇ひさしの奥おく、面めん帽ぼうに半ば隠かくれた双そう眸ぼうが鈍く光った。

「……本ほん多だ、忠ただ勝かつ!?」

◆

「よォ、やっぱり行くのか」

　燃えるように赤い髪かみの下から覗のぞく片目が、鋭い眼光を放つ美少女。もう片方の目は前髪に隠れて見えなかった。

「ぁあ。幕府が動き始めたとあっちゃぁ、黙っておれないっしょ。こぉの目でしっかり見届けなくちゃね。その、柳生なんとかってヤツをさ。それに幕府には、ちょいちょい借りもあるんでね」

　答えるほうも、不敵な笑みとともに長い前髪をかきあげると、意外なほどに整った顔立ちを見せる。

　長身の美少女だった。

「オレの分は残しておけよな。いずれ、後を追うぜ、前まえ田だの」

「さあねえ。ぼやぼやしてっと、ぜーんぶ持ってっちゃうけど、いいよね、政まさ宗むね」

　慣れた会話が飛び交かう。

　このふたりこそ、伊だ達て政宗と前田利とし益ます。利益は慶けい次じ郎ろう、慶けい次じと言った方が通りがよい。

「政宗さまぁ」

　ふたりの間で見上げるのは、片かた倉くら景かげ綱つな、小こじ十ゆう郎ろうである。

「おもしろくなって来たァ！　幕府と戦争だぜ！　やっぱりこうしちゃおれねェ、オレも大江戸に……」

「ダメぇ！　政宗さまは補習ですぅ。終わらないと落第ですからぁ」

「だから大事のまえに補習だなんだと……」

　しばらく終わりそうにないふたりの会話に背を向け、前田慶次がひらりと身を躍おどらせる。バイクにまたがるや、ゴーグルをかけ、

「は！　お先にぃ！」

　黒々とタイヤマークをアスファルトに刻みながら、轟音とオイルの匂においを残して走り去って行った。





（了りよう）








　　　あとがき





　祝、拾巻！

　ふたケタですよ、プロデューサーさん！　じゃなくて、自分！　ていうか、みなさま！

　天海編も無事終わり、次巻からはさらなる新章スタートです。

　その片鱗は今回のラストでも現わされていますが、○○とのガチ勝負、戦争です。（あとがきを先に読む方もいると思うのでいちおう～）。

　□□□□も出てきました。△△△△は敵なのかな、味方なのかな！

　て、くどいですネ。逆にこの本の最後のほう、先に読まれちゃいますね。というより、カラー口絵にも出てるじゃん！

　新しいキャラもさらに登場？　これまで名前だけだったり、いまいち動かなかったキャラもきっと活躍してくれるはず！

　いやほんとに、第三部・対○○篇、楽しみです。

　と言ってるより早く書け、自分。おもしろいの書け、いま書け、すぐ書け！　……すいません、がんばります。



　フィギュアも続々発売中！

　なにがどんだけ出てるのか、もうよくわからん！　という読者さまのために、メーカーさまごとの発売順に並べてみると、

　アルター　十兵衛

　アルター　幸村（ＨＪ誌上通販）

　アルター　半蔵

　アルター　半蔵（ＨＪ誌上通販：‥武器替えＶｅｒ）

　アルター　水着十兵衛（ＨＪ誌上通販１５００体限定）

　アルター　千姫

　アルター　又兵衛（ＨＪ誌上通販）

　アルター　幸村Ｖｅｒ２・０（ＨＪ誌上通販）

　メガハウス　クイーンズゲイト十兵衛（ＨＪ誌上通販）

　メガハウス　クイーンズゲイト千姫（ＨＪ誌上＆とれたてほびーちゃんねるＷｅｂ通販）

　あみあみＺＥＲＯ　幸村（とれたてほびーちゃんねるＷｅｂ通販）

　フリーイング　ねんどろいど十兵衛

　アルファマックス　水着十兵衛

　アルファマックス　水着千姫

　ペンギンパレード　十兵衛

　ムービック　十兵衛

となりまする。これを書いている11月末で。

　ええと、ひいふう……十六体！　合体！　じゃない、合体するな。全部揃えてる人、すごい！　豪華です。置くとこないです。

　そのうえ予定が発表されているものだけでも、ぐつぐつさんで３体！　半蔵の水着もあるよ！　ねんどろいどもあるし、御姫さまのドールまで！　

　はぁはぁ……重いホビージャパン本誌のバックナンバーをあれこれひっくり返しているうちにかなり疲労。それにそれに、まだ発表されてないけど、あのキャラも出るですよ！　お待たせしたです！（って、天海じゃないですヨ！）

　かように、立体的に展開する『百花繚乱』ワールドでした。本棚の空きスペースと同時にフィギュア陳列ケースの確保をお願いしつつ、ではまた、次巻で！



　　　　　新しいクルマでどっか行きたい！　ＡＴって楽ちんだね！　の　すずきあきら
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